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第 一編 免疫 方法 卜「ツベ ルク リン・ア レル ギー」トノ關係

第一章 緒 言

結 核免疫(狭 義免疫)ト 「ツベ ルク リン・ア レルギ

ー」トノ關 係 テ研究 セル 業績 ノ・枚基 二逞 ナキ程

多撒 アルモ、之 ラ大 別 スル ト次 ノ三派 ノ學 読 二

依 テ代表 サ レル ト思 バ レル。即 チ

1・ 「アレル ギー」ト免疫 トノ、不卸不離 ノ關係 ア

ルモ ノー シテ「アレル ギー」ナ ク シテ免疫無 シ ト

唱 フル モ ノ(掛鐵織鍬・爲(偶lf㌃留'魅10)

2・ 「ア レル ギー一」ト免疫 トハ全 ク關 係 ナ久 「ア

レルギー」ナ ク トモ 結核発疫 ハ 成立 スル ト唱 フ

ル モ ノ
。

3・ 折 衷 論讐2η

ノ三派 デ アル。

結核免疫 ト「ヅベ ル クリン・ア レルギー」トハ 全

ク關1系ナ シ トi張 スルー祇 ハ如何 ナル實験的 根

糠 二立 ツテ論 ジテヰル カ ト云 フー、大盟次 ノ4

貼 二基 ヅイテ論 ジテヰル様 二思 ノ、レル。 即 チ

1・ 速 カニ獲 來 スル 過 敏性 炎衝 ソ レ 自盟 二 特

異性後天性発疫 テ離 レテハ 感染防禦 力 ノ無 イ

事鋤 蜀

2・ 免疫動 物 ノ・陽性 「アネルギー」化 スル モ免疫

ハ触 存 シテヰル事{1聯 課ll卿

3.免 疫 ノ件 ノ・ヌ 「ア レル ギー」ガ 成立 スル事

緯雛搬 綴 群 勾

4・ 「アレル ギー」ト免疫 トノ・李行 シナ イ事(冤

疫 方法 二依 テノ・「ア レル ギー」ノ俘 ノ・ヌ冤疫 ガ成

立 入ル事)ラ 基礎 トシテ結核 免疫 ト「ッ〈ミル ク リ

ン●ア レルギー」トハ全 ク關1系ナ ク「ア レルギー」

ノ、輩二随 律現 象ナ リト主張 シテヰル ノデァル
。
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最後 ノ黙 二關 シテノ・本論文 ト關係深 キ故少 シク

詳述 シテ見ル。

三木、 山 田㈹ ノ雨 氏ノ・海瞑 ノ氣道 ヨ リ「ツ〈ごル

ク リン」テ免 疫元 トシテ途 入 λル時 ハ、 ソノ後

ノ感染 防禦 力又 ノ・治癒傾 向 ハ封照 二比 シ梢 く大

デ アルニモ拘 ハ ラズ、 ピルケ氏反慮 ノ張弱 ノ・實

験動 物 ノ病攣 ノ程度 ニー一致 セズ ト云 ヒ、岩佐 、

菅 原㈹ ハ結核免疫 ト「ッベルク リン・ア レルギー」

ノ登現 ノ程度 トハー致 セズ、且 ツ副交感示申経 緊

張状態 ニ アル皮 膚ノ、健常 ノ皮膚 ヨ リ「ツ」皮 内反

癒褒現 ノ程 度弱 ク又消失 スル事 モ速 カデ アル ト

述 べ テヰル。

L.DienesandE.W.Sch6nheit(i9)ノ ・死結核 菌

ラ皮 下及 ビ静脈 内 二接種 シタ塵皮 下注射 ノ場合

ノ・「ア レル ギー」登現 スル モ静脈 内注射 ノ場合 ノ・

「アレル ギー」陰性 ナ ルニ拘 ノ、ラズ感染試験 二依

ル結 果 ノ・、静脈 内注射 ノ・皮下注 射 ノ場合 ヨリ免

疫 性彊 キニ反 シ、皮 下注射 デノ・封 照以上 ノ抵抗

力 テ認 ノナ イ ト述 べ テヰル。A.Calmette(50)ノ ・

動 物實験 二於 テ 「ヅベ ル クリン・ア レル ギー」テ

有 セザ ル場合 二於 テモ結核 二封 スル免疫 ノ成立

スル事 テ實験 的 二識明 シ、0.Kirchneru・E・

A.Schnieder'5i)ノ ・猿 二BCGヲ ・接 種 セル ニ海狽

同檬 再感染 二封 スル 冤疫 ハ 存在 スルガ「アレル

ギー」ノ・確 カデノ・ナ イ ト云 ヅテヰル。A・Branch

andR.CufF52)ノ ・死結核菌 テ 前塵 置 トシテ筋 肉

内及 ビ心臓 内二注射 スル時 ハ 「アレル ギー」登 現

セザル免疫 ガ成立 スル モ、腹腔 内、皮 下或 ノ・肋

膜 腔 内二注射 スル ト「アレルギー」、「アナ フ ィラ

キ シー」及 ビ菟疫 ガ アル ト報告 シテヰル。F・

Klopstock(53)ノ ・人類 二於 ケル 免疫状態 ノ・動物 ト

異 リ初感染 二封 シテ或 ル程度 ノ免疫 ガ存在 スル

事 テ解剖所 見 ヨ リ立謹 シ、二次感染 ノ場合 ニノ・

先 天的免疫 ガ重要 ナル 役割 テ 演 ジテヰル 故 二

「ツ」感受性 二封 シテハ結 核菌膿成分 ト生龍 トノ

間 二於 ケル攣調作用 ガ關係 シテ居 リ、結核菌 ノ

生禮 内 二於 ケル生死 ハ「ツ」感受性 二關 セズ ト云

ヅテヰル。亦 「ツ」感 受性 ノ強弱 ノ・免疫力 ノ強弱

卜李行 セズ、即 チ「ア レル ギー」状態 ハ冤疫状態

ノ随件現 象 二過 ギヌト述 べテヰル。K.L・.Pesch(54)

ノ・「アレルギー」テ登現 スルモ ノノ・菌盟蛋 白 デ抗

禮 生成 二關與 スルモ ノノ・燐脂質 デ、此 ノ物質 ノ・

死結核菌 ノ分解 二依 テ初 メテ作 用 ヲ起 シ、抗盟

産成 二滲與 スルモ ノラ シイ ト述 べ テヰル。K・ ・

Rupiliuざ55'ノ ・Schr6der-Thymus-Vaccinテ 以

テ海狽 ラ庭 置 スル時ノ、「ア レルギー」現 ノ、レザル

ニ拘 ノ・ラズ封 照 ヨリ僅 カナ ガラ免疫 アル事 ラ報

ジ、A.BranchandJ.Enderslstiハ 加i熱死結核

菌 ラ静脈 内、腹腔 内、筋 肉内 二、 「ホルマ リン」

死結核 菌 テ筋 肉 内二注射 セル ニ、感 染前 ノ皮膚

反 慮 ノ程度 ト生存期 間 トノ間 ニノ・密接 ナ關係 が

ナカツ タ ト報 ジテヰル。B。J.Glawson(571ノ ・家

兎 二1週 間毎 二4同 侮同1-2延 ノBCGテ 生

菌 ト死菌 トニ分 チテ、 皮下 ト静脈 内 トニ注射 シ

4群 二就 テ「ツ」皮 内反慮、毒力 牛型菌 再感 染後

ノ生存期 間及 ビ補禮結 合反 磨 テ検査 シタ結 果抗

膿含量 ト抵抗 力 トノ間 ニノ・アル關係 ガ見 ラレタ

ガ、 「アレルギー」ト抗盟拉 二生存期 間 トノ間 三

ハ何等比較 的叉ノ・決定的關係 ノ・見 ラレナガ ツタ

ト報 ジテヰル。A.Baker〔58)モ 略k同 様 ナ實験 テ

ナ シ之 テ肯定 シテヰル。川村㈹ ノ・結核菌膿 成分

中燐 脂質 テ以 テ動物 テ免 疫 スル 事 二依 テ「アレ

ル ギー」ラ件ハ ヌ結核 冤疫 ノ成立及 ピ コッホ氏現.

象 テ呈 セ シメズ シテ結核 菌 ノ膿 内撒布遅 延 ラ明

カニ認 メ得 タ事 ラ報 告 シタ。A.R.Rich(26)ノ ・結

核 デノ・ナ イガ徽毒 二於 テ「ア レルギー」無 キ免疫

テ成立 サ セテヰル。㈹ 余 ハ緑色連鎖撚 球 菌 テ静

脈 内 二接種 スル時ハ 「ア レル ギー」テ登現 セ シメ

ズ シテ著 明ナル見疫 ノ成立 スル事 テ立護 シタ。

依 テ結核 二於 テモカ ・ル事實 ラ豫 想 セ シムル事

ノ・既述 ノ先人 ノ業績 デー見 ス レバ明瞭 デアル。

余 ハノ、型「フラ ンクフル ト」株結核菌(以 後人型

F株 結核 菌 ト略構)及 ビBCGテ 用 ヒ、結核免

疫 ト「ツベル ク リン・ア レル ギー」 トノ關係 二就

テ實験 シ、果 シテ「アレルギー」ノ件 ハザル結核

免疫 ガ成立 スルカ否 カテ検討 シタル塵梢 ヒ見ル

ベ キ成績 テ得 タル故 二以下項 テ追 ヒ テ報 告 スル

コ トニ λル。
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第二章 實験材料拉二實験方法

(一)供 試 獣

300瓦 内 外 ノ健 康 ナル 雄 性 海6冥50頭 ヲ使 用 シ、 實 験

前 「ツベ ル ク リソ」皮 内 反 慮 ヲ 検 査 ン、 陰 性 デ アル 事

ヲ確 カメ テ カ ラ實 験 二供 シタ。

(二)供 試 菌

免 疫 二 供 シ タ死 結 核 菌 ノ・教 室 保 存 ノ 人 型F株 結 核 菌

デ・ ソー トン氏 液 能i培地 二3ケ 月 間 培 養 シ、100℃1

時 間 加熱 滅 菌 ン,濾 過 乾燥 シ 贋モ ノデ ァル。BCG・ ・

ぺL乏 ニ ア ー一一二 氏培 地 二4週 間 培 養 シ タ モ ノデ ア リ
、

感 染 二 使 用 シタ 菌 ハ ペ トラニ ア ー 二 氏 培 地4週 間 培

養 ノ人 型株 結 核 菌 デ アル。

(三)免 疫 方 法

人 型F株 乾 燥 死 菌 ヲ4日 毎 二1睡 、2睡 、4睡 宛 夫 々

5頭 ノ海 狸 ノ皮 下 、 筋 肉 、静 脈 及 ビ 腹 腔 内 二接 種 シ、

BCG・ ・1睡1同5頭 宛 ノ海 狽 ノ皮 下、 筋 肉、静 脈、

腹 腔 内 二接 種 シタ。封 照 ニ ハ10頭 ノ海 狸 ヲ使 用 シタ。

(四)「 ッベ ル ク リソ・ア レル ギ ーJ検 査 法

傳 研 製 タ1「ツベ ル ク リソ」ヲ食 鞭 水 ヲ以 テ10倍 二 稀繹

・y、 ソ ノ0・1蛯 ヲ勇 毛 ジ タル 海 狽 ノ 側腹 部 ノ皮 内 二

注 射 ン48時 後 ノ獲 赤 度 ヲ 測 定 シテ、0.5糎 以上 ヲ陽

性 トシタ。 各 免 疫 群 ノ最 後 ノ威 置 ヨ1}10日 目、20日

臥30日 目 二 「ツ.皮 内 反 磨 ヲ 行 ツ テ 「ア レル ギー」ノ

有 無 ヲ精 査 ジタ。

(五)「 ス ラ イ ド ッヱル カル チ」ア」法

(全 血 液 内 培 養 法)(SlidecellCulture)

A・E・Wright61)ガ 考按 シタ"SlidecellCulture"法

ガ結 核 免 疫 ノ仔無 ヲ 知 ル ノニ 優 秀 ナ検 査 方 法 ノー ソ

デ ァル コ トへ 多 駁 ノ研 究 者 二 依 テ 倭 表 サ レテ ヰル

今 日、之 ヲ疑 フ人 ハ無 イb云 ツテ ヨ イ。1鼠 鰍 飾 鋤 箔吟ll

ll器§176、ソ ・方 法 ノ・既 二佐 藤(62)、i高橋(61),伊藤 肪1緒方1鰍、

澁 川71)氏 等 二依 リ 改良 軍純 化 サ レ 聖 表 サVテ ヰル 故

此 盧 二 ・・省 略 スル コ ト ・スル 。

前 記免 疫 海狸 ノ最 後 ノ塵 置 ヨ リ夫 々10日 目、20日 目、

30日 目 二各 頭 ノ2個 ノ 標 本 ヲ作 製 ・y
、2個 ノ・封 照 ト

シテ冷室二、他 ・・37。Cノ艀卵器二7日 間培・養セル後

染色楡鏡 シ、結核菌集落 中 ノ菌数 ヲ計算 シ次 ノ如 ク

大別シタ.

陰性(一)菌 盤個々二散在ジ集落ナク 封照 ト同様

弱陽性(±)菌 腱2-4個 相集 ツテ集落ヲナス場合

輕度陽性(十)菌 髄5-10個 相集 ツテ集落 ヲナス

場合

中等度陽性(什)菌 艦11-一一・30個相集 ツテ集落 ヲナ

ス場合

弧度陽性(柵)菌 禮31-50個 相集 ツテ集落 ヲナス

1場合

最強度陽性(・HH・)菌艦51個 以上集 ツテ集落 ヲナス

場合

更二西川169)氏ノ方法二從ヒ総括的結果 トンテ菌獲育

塙殖 ヲ分類 シタ。

一 菌群陰性 ノ数多キ場合

± 菌群中(±)ノ 数多キ場合

十 菌群中(十)ノ 販多キ場合

++菌 群中(++)ノ 数多キ場合

帯 菌群中(柵)ノ 鍛多キ場合

冊 菌群中(冊)ノ 数多キ揚合

(六)コ ッホ氏現象蚊二剖楡

R・Koch(1}・・1891年 所謂 三ツ亦氏現象 ヲ饗表シ、初感

染 ト再感染 トニ於ケル 局所 ノ攣化二明白ナル匠別ア

ル事 ヲ立謹 シ之 ヲ免疫作用デアル ト云ヒ、R6mer(2),

Hamburger〔3)・ ・之 ヲ追試 シテソ ノ免疫學的意義 ヲ確

よ」ムシタノデアノレ
。

前記免疫海狸 ノ最後 ノ庭置ヨリ32日 目二人型F株 生

菌0・1睡 ヲ皮内二注射シ48時 間後 ノ髪赤度 ヲ測定シ

0・5糎 以上ヲ以テ早期反鷹陽性bシ タ
。更二毎 日局所

ノ攣化蛇二局所淋巴腺 ヲ精査 シ、潰瘍登生迄 ノ日数、

潰瘍存在 日数・淋巴腺醐知迄 ノ日販ヲ記載 シタ。感

染後80日 目二屠殺シ剖楡所見ヲ表示シタノデアル
o

第三 章"SlidecellCulture"卜 「ツ」皮 内反 磨 二關ス ル實験 成績

第 一・一・一一一節 人 型F株 加 熱 死 菌 接 種 海 狸

25頭 ノ雄性海狽 ラ5群 二分 チ人型F株 加熱死菌

ラ皮下、筋肉内、静脈内及ビ腹腔内一4日 毎 二

1・OIE9、2・0意4.Okg宛 注 射 シ
、最 後 ノ塵 置 ヨ

リ10日 目 、20日 目、30日 目 二 「ツ」皮 内 反 磨 及
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ビ``SlidecellCulture"テ そテツタ。

第一項 皮下注射群

第1表 ガ皮 下注射群 ノ實験成績 デアル。10日 目

ノ「ツ」皮 内反慮 ノ・何 レモ陰性 デ アリ"Slidecell

Culture"ノ 培 養成績 モ封照動物(第5表)ノ 成

績 ト大差 ハ ナ イガ、20日 目一ノ・「ツ」皮 内反慮弱

第1表

陽性 トナ ツタモ ノモアル ト共 二培養成績 モ僅 か

乍 ラ抑制 サ レテヰ ・し。30日 目ニノ・「ツ」庚 内反鷹

5頭 共 二陽性 トナ リ、結核菌 ノ登育増殖 モ中等

度 二抑制ガ レテヰ ル。自B「ツベ ル クリン・ア レル

ギー」ト結核菌登育増殖 阻止作用 トノ・李行 シテ

ヰル ノテアル。

人型F株 加熱死菌皮下注射海猿/10%蔭 「ツ」皮内反磨及ビ
「スラ ィドツェル カルチュア」實験成績

海 番 號 1

性

毛 色

實験前10%「 ツ」皮内反慮

實 験 開 始 時 燈 重(瓦)

實 験 終 了 時 艦重(瓦)
人型F株 加熱死菌皮下注射
完了月日
人型F株 加熱死菌皮下注射
量(彪)

人型F株
加熱死菌
皮下注射
後10%奮
「ツ」皮内

反慮

検

査

日

10/V皿

20/Vll

30/VII

R

一
1

R

「
1

R

[
1

一日

♂

白 茶

315

370

301VI

7.0

0.5×0.5

0.2×0.2

1.0×1.0

0.8×0.8

2

♂

白

275

300

301VI

7.0

0.7×0.6

0.4×0.3

3 4

検 査

「
ス

ラ

イ

ド

ツ

占
ル

カ

ル

チ

ュ

ア
」

標

・
、イ

番

號

1

2
コ

4

5

6

7

8

9

一
10

綜 合 成 績

備考

♂

白 黒

300

340

♂

白 黒

260

310

30/VI

7.0

1.0×1.0

0.5×0.5

0.3×0.4

1.0×1.0

0.8×0,8

30/VI

7.0

17/V皿

世

料

サ

+
再

十十

27/V皿

丁

十

十

5/V皿117/VII

1.0×1.0

0.8×0.8

サ
粁
孤 十十

一 十十

十}十

十1一

}++

27/v讐讐 解 響i㌘;響
i聖聖 響 聖

=「=iTピ ー一一,-1=ltY-"'1下i一 πIT

ロ へ

Trl一キ ー{計薯

土L± 比

　　 ロ

十!一

一 十十 一 ・十i十 十1十 十
　へ　 　 　へ 　 　　 へ 　

　 　
1十 十 一 一1十 ト十十 十十十

=1=「 再 噌㌧ 「1=iTiITI=1'-T-'一"i一 トー

十

一 柵 十十 一

一 一 一 十十

十十1-十

±

=Flnyg'
R=陵 赤

第二項 筋 肉内注射群

此 ノ實験成績 ノ・第2表 デ アル。 「ツ」皮 内反慮 ノ・

最後迄陽性轄 化 セザ ルニ結核菌 ノ登育 ノ・初 メ ヨ

リ抑 制 サ レ、30日 目一ノ・殆 ド檜殖 ノ傾 向 テ認 メ

ナ イ ノデアル。自ロチ「ツベ ・しクリン・ア レル ギー」

ハ陰性 ナルニ拘 ハ ラズ免疫 ノ成 立 シテヰル事 テ

物語 ルモ ノデアル。

第 三項 静脈 内注射群

「耳 軍二

L土 一世.」 土1一 柵 一 一
一1十1十 ド 十 一 十十

,-1-

=一=++…=二 「・'吾「=L-

十十 十 冊 柵 十十 柵 十十 十十

1=硬 結 以下 ノ表 ハコレニ準 ズ

實験成績 ノ・第3表 二示 シテ アル如 ク「ツ」皮 内反

5

舎 ㌧

三 毛 ～

一

300

355

30/VI

7.0
一一

一

一

一

:

ミ

禰

一

…

1.2×1.2

1.0×1.0

17/VII27/V皿
、61V皿

一;+判 一

一 十十1-
}『 一

一 一 一

i柵1++ヒ 「

1

ト

十十 柵1十

十 十1-
1+}+卜=
一 一

一 一 一

一____一 一一

判 二1ニー 一 一

十十

一 一 一 曹一

柵 十

慮 ノ・最後迄陰 性 ナ ルニモ拘 ノ・ラズ、85號 海狸 ノ

如 キノ・10日 目 ヨリ結核菌 ノ褒育 ガ阻 止サ レテヰ

ル。時 日 ノ経過 ト共 二抑制作 用檜 強 シ、82號 海.

狽 テ除 イテノ・第3同 目 ノ培養成績何 レモ陰性 ト

ナ ツテ ヰル。 即 チ静脈 内澁射 ノ場合ノ、筋肉内注

射 同様 「ツベ ル グ リ〉・アレルギー」i現ハレザルニ

拘 ノ・ラズ発疫作 用 ノアル事 テ示 人モ ノデ アル。
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第2表 人型F株 加熱死菌筋肉内注射海猿 ノ10%醤 「ツ」皮内反磨及ビ
「スライドツヱル カノレチ昌ア」實験成績

海6冥 番 號6i71819110

性 舎1舎1♂ 含1舎

毛 色 白 黒 白 茶1白 黒 1三 毛1白 茶

實 験 前10%薄 「ツ」皮 内 反 慮 一 一1-1-[- 1}
實 験 開 始 時 燈 重(瓦):270315}310i340{320

實 験 終 了 時 燈 重(瓦)!3251360
　 一 一

人型F株 加熱死齢 肉内痢 ・1V皿
,・1皿

1335}4001340
1一 一 一一 一 一一___

射完了月日}一_

1

11V∬i

一6凸r

　
11V∬1!V皿

注 射 蓋(晒) 7・・i7・ ・17・ ・ 7.0 7.0

人型F株

加熱死菌
筋肉内注
射後10%
奮 「ソ」皮
内反慮

検

査

日

11/V皿
R 一 一1一 一 一

1 一 一 一 一 一

21/VH
R 一 一 一

F
一 一

1 一 _1_
o

一 一

311V∬
R 一 一 一 一 一

1 一 一 一 一 一

「
ス

ラ

イ

ド

ツ
呂
ル

カ

〃

チ
ュ

ア
」

検 査 日 18/V皿認1VH71V皿

_1二

一i一

18/V皿1認1V皿71V皿

=

=

=

18/V∬ 281V皿 7/V皿

一

181V∬ 28!VH

=

181V豆
『
什一

281V皿 71V皿

一

標

本

番;

號

1 一
『
朴
ニ
ー

一
十
=
=

『
十

『
一
一
十
=

=

≡
2 二
+至

二
帯

一一 一
『

三
一
一

71V皿

ニ
ー 一

_==

一 十

_=
}「=

二

二

≡
一
一

『

≡
一

3 一 一 一一 一

三4 十 一 一 十
モ三
一
一

二
十
=
=

什 一

≡

三
}

≡
一

≡

5 一三 十
一

=

=
一=

一=

一

骨 一
二
十一
十
=
=
ニ
ー
十

十 一≡

一

三
}

6

一
一
『

二
十

一

≡

一
十 十

ニ
ー

}
十

二
一

7 十十一
十
二

=

十十

二 一一
= ≡

≡

一

8 十 一
一
什
=
=
『
柵

一
　　

≡9

一
一
一=

一一
三
二
二
十

≡

『
一
一
十 一

10

}

二
朴

一
一
{

≡

『

≡綜 合 成 績 十1-1十 十

一
一 十 一1++

第3表 人型F株 加熱死菌静脈内注射海猿 ノIO%奮 「ツ」皮内反慮及ビ
「スライドツヱル カル チュア」實験成績

海 猿 番 號

性1
　 へ 　 　 　 　 　へ へ　 　

毛 創

實験前10%「 ツ」皮内反慮!

實 験 開 始 時盟 重(瓦)

實 験 終 了 時髄 重(瓦)
人型F株 加熱死菌静脈内注
射完了月日

リリ

注 射 量(彪)

人型F株
加熱死菌

静脈内注射後
10%

奮 「ソ」皮内
反磨

i検

査

日

121VII

22/VII

1!V皿

R

一
-

一
R

一
1

一
R

一
1

81

♂

白 黒

300

350

21V∬

7.0

82

舎

白 黒

320

375

21V皿

7.0

83

♂

白 黒

360

400

2/VI[

7.0

84

♂

白 黒

340

365

21V皿

7.0

i85

1舎

!白 黒
1
ト

ー

330{

380

121V皿
上

i7.・

一

一

一

一

一

一
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「
ス

ラ

f

ド

ツ
ェ

ル

カ

ル

チ
ュ

ア
」

楡 査Ei'9!V皿 …291V皿51V皿191V皿一
柵

291V∬ 5/V皿191V皿 291V∬ 51V皿 191V皿 291V∬ 5!V皿 191V∬ 29!V皿 51V皿

二

=

=一

無 一癖 一 什 一 柵 一 一 什一
十

一 一 十
=

一

2 一;十 十 一
±L
什

什 一 什 一 一
一
一

二 一一 一
一

3 酬 一 一 十 一}
一

柵 朴 一
一
一
一
一

一 一 十 一

4
1

州 一 一 督
=
十 柵一

帯

朴 一 一 一 十 一 一

標1

本5

番

號

4十[十 卜
: ニ

ー

一
十十

一
十
一
十一
十

一
一 一 一 一 一 一

6 柵 十 十十 十 十一
十

柵 一 什 一 ■一
{
一

一
一
一
一
一

一 一 一

7 十十r十 一

一 一響

一一

十十 一 督 一一
一

一 什一
十

一
一
一
一
一

8

『
+}二 一 一 一

一
一 一

一

柵
一
一 一

7

『
一
一
一

9 +}-
1__

一 ■ 十十 一 一 一 一 ニ
ー
ニ
ー

一 一 一 一

10+F 一 一 一 一 一 二 一 一
ニ

ー1一綜 合 成 績1柵1++ 一

五
柵 十十 十 柵 朴 一 十十 一1一

一
十
一

第四項 腹腔内注射群

第4表 ラ見ルニ「ツ」皮内反慮ハ前三群 二比 シ最

モ早 ク且ツ強度二爽現 シテ居ルニモ拘ハ ラズ、

第1同 目ノ培養成績 ハ封照動物 ト慶 リナ ク最 モ

強度二嚢育檜殖 シ、時 日ノ経過 ト共二僅 カニ抑

第4表

制 サ レテノ・居 ル ガ、90號 テ除 キテハ爾 中等度 二

登 育檜殖 シテ居 リ、4群 中免疫作 用最 モ僅少 デ

ァル。即 チ 「ツベル ク リン・アレルギー」著 明ナ

ルモ冤疫 ノ程度 ノ・却 テ弱 イ ノデ アル。

人型F株 加熱死菌腹腔内注射海猿 ノ10%奮 「ツ」皮内反磨及 ビ

「スラ イドツヱルカルチュア」實験成績

海 狸 番 號186 87 88 89 90

性一 一 一 『一

毛

一,『

色
♂ ♂ ♂ 舎 ♂

__一 一_一 一 一 一 一 一}一 一

實験 前10%薄 「ツ」皮 内,厘願_

三 毛 白 黒 白 黒 白 茶 白 茶
一 一 一 一 一

一 一7

實 験 開 始 時 髄重(瓦) 305 330 370 380
一

355一

實 験 終 了 時 盟重(瓦)一 一

加熱死菌腹腔内注射完了
月日

350 380 400 400 380
一 一

4/V皿 41VH 4!V∬ 4/V五 41V皿

加熱死菌腹腔内注射量(謡) 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0

人型F株
加熱死菌
腹腔内注
射後10%
薄「ツ」皮
内反磨

検

査

日

131V皿 R 0.5×0.5 0.5×0.4 0.5×0.5 0.8×0.7 0.5×0.6

1
--

R

0.3×0.3 0.3×0.2 0.3×0.3 0.5×0.4 0.3×0.4

23/V∬
0.7×0.7 0.6×0.5 0.7×0,7 1.0×1.0 1.0×0.8

1 0.5×0.5 0.3×0.2 0.5×0.5 0.8×0.8 0.8×0.5

21V皿 R 一 1.5×1.5 1.0×1.0 一 1.3×1.3

1 一
1.2×1.2 0.8×0.8

一 1.0×1.0

「
ス

ラ

イ

ド
ッ
呂
ル

カ

ル

チ
ュ

ア
」

検 査 日201V旺130/VHIg/V皿1201V皿一 L-

_1_

301V∬ 91V皿20/V∬30!V∬ 91V皿 20/V∬ 301VH 9/▽皿2U/V皿 301V∬ 9/V皿

標1

本i

l

號1

11一 十十1-1冊 一 十 一 十十 十 十 十十 十 一 十十 一

2一
一 一

量
冊

十 一1十 十
____1_ 一二

十十 =旧 柵

十 一 十 一 十 十 十 一 什 一

3 十十 一一 一
+i+

什
一F

十十

什 十 十 一 一 冊 十 十

4 督 一 十十 十 十 十 一 一 柵 一 十

51十 十 一 十十 一 十 十 十十一
一
1十 十

一 一 十 一 十 什 一 朴

番1降
1_

181什

}『

一 十十
一1-
-
1十 十

『
ρ曙 一

一1_

1

一 十 一 一
『
一

十 十 十 什 一 一

十}
什
一一

什

什 十 、十十
一 一 十 一 什 一 什

一
1

一 一 一 十 一 十 十 朴 一 一

9

二1・・

旨 一 一
1 ニ

ー

一 一 一 一 一 十 一 什 一 十`

十十

[

一 一 十 一 一 一 一 一 一 一 什 一 一
7

綜 合 成 績1鼎
「

十十 、十十 冊 什 十 柵 什 十 1十 什 十 柵 十十 十十
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第5表(野 照)健 常 海 狸 ノ1%藩 「ツベル ク リソ」皮 内反 磨及 ビ「ス ラ イ ドツェル カル チaア 」實 験 成 績

.海 猿 番 號 41 42 431必145

性 舎 ♂ ♂1♂1♂

毛 色 三 毛 三 毛
一
白 黒}白 茶1白 黒一 一{

實験前10%薄 「ツ」皮内反晦 _1一
1

-1一 一

實 験 開 始 時 盟重(瓦) 一L

實 験 終 了 時 髄 重(瓦)1{ 1
一

一 _1一 一 一

7賜
i

査2・!叫 甜
一一一 一 一一_曹

一 一1一 一 一

一 _i-
[

一 一

一 一i一
=_._.

一
1

皮内鷹}日13・1V皿 渥 … _;_i_・_}} 一

_1-1-1一 一

「
ス

ラ

イ

ド

ツ
呂

ル

カ

ル

チ
ュ

ア
」

禦 響聖}響1響
81V皿201V∬301V皿9/V皿12'1VH311皿110!V皿楡 査 号
十 冊 ++1-1冊 十1冊

層

2標 1

　

4本
一

5

7

號

1・

!什 柵:什1+・ 什 刷 什1柵

3i坐1⊥1坐i _吐i五!坦+}+

1++什 一'冊1什 ・冊 雌

冊 柵+二IT「 τ11

i
・一}一 一,一`一

一 冊随 三++「 再r「τ

十 一一
一

一
十 柵i一 障 冊1+

箪 止i+三]並
番 ± 萱i圭 壁1幽 ⊥

十十 、冊 柵 什 十 十 帯 レ冊;一 一 十
し

二 一 十十 潮 什L_++1
一 柵1柵1一

一 一
一
一
一

一
朴 氣rl柵_柵 冊
一 一

8
-

9

十十1柵1帯 「一

[++1冊IT=]TI=丁 冊1-
1_i____1-L-一

一 柵 冊隅
一
柵1++冊
一1- 「一
冊 十 十

一 冊 冊 1一
十十一 i-++玉1

綜 合 成 績

}万 十1マ而[「Tl
二i+ヒ 」土 亙 王 「下1巫 土 ・

冊 冊 冊1冊 冊 柵1冊1柵 ・柵1冊 冊 冊 柵}柵1

第二節BCG接 種海狽

25頭 ノ健 常雄 性海,瞑テ5群 二分 チ夫 々BCGラ

皮 下、筋 肉内、静脈 内、腹腔 内 二10醒 宛注射

シ、10日 目、20日 目、30日 目 一「ツ」皮 内反慮及

ビ``SlidecellCulture,,テ 實 施 シタn

第 一項 皮下注射群

第6表 ガ 實験成績 デ アル。 「ツ」皮 内反慮 ハ21

號 及 ビ22號 テ除 キ他 ノ3頭 ノ・20日 後 尚陽性轄

化 セザルニ結核菌 ノ登 育 ノこ封照動物(第10表)

二比 シ僅 力乍 ラ 阻止サ レテヰル。30日 目一ノ・

「ツ」皮 内反磨何 レモ 陽性 トナ リ培 養成績 モ23

號 ラ除 イテハ何 レモ強度 二抑制 サ レテヰル。個

々 ノ場合 ニノ・「ア レル ギー」ト免疫 ハ李行 セザル

モ大膿李行關係 ニ アル。

第二項 筋 肉内注射群

第7表 テ見ルニ第2回 目迄 「ツ」皮 内反慮陰性 ニ

シテ、第3同 目モ28號 ラ除 イテノ・何 レモ 陽性

轄化 セザルニモ拘 ハラズ、結核菌増殖阻 止作用

ハ第2同Hヨ リ封 照(第10表)二 比 シ著明 二謹

明 サ レ、 第3同 目二 ・・強 度 二抑制 サ レテヰル。

即 チ1例 ラ除 イテ他 ノ・何 レモ「ツベル ク リン・ア

レルギー」詮 明 セ ラレザ ルニ 菟疫作用 ハ護明 サ

レ ル ノ ア ア ル 。

第三項 静脈 内注射群

第8表 テ見 ル ト第2回Ei以 後 ノ・「ツ」皮 内反 慮 ト
"SlidecellCulture"ノ 結 核菌嚢育阻 止作用

トノ、李行 シテヰル観 アリテ「アレル ギー」ノ増 彊

スル ト共 二免疫 作用 モ高度 トナ ツテヰル コ トガ

見 ラレルガ、35號 ノ如 キノ、第3同 ニ ハ陰性 トナ

ツテヰ ・し二拘 ハ ラズ免疫作 用 ノ・爾残存 シテヰル

コ トガ認 メ ラレル。即 チ陽性 「アネルギー」化 シ

テモ見疫 ノ存在 シテヰル コ トテ示 シテヰル ノデ

ア ノし
o

'第 四項 腹腔内注射群

第9表 テ見ル ト36號 海狽ノ、最後迄 「ツ」皮内反
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第6表BCG皮 下注射海狸 ノ10%醤 「ソ」皮内反磨及ビ「ス ライドツェルカルチュア」實験成績

海 猿 番 號121

性
1

♂

毛 色 白豊一

實験前10%態 「ツ」皮内反鷹 一

貴 験 開 始 時 膣 重(瓦) 360

實 験 終 了 時 盤 重(瓦) 400

BCG皮 下 注 射 月 臼一1}4/V皿
BCG注 射 量(睡 デ11.0

BCG皮

下注射後
10%蕾
「ツ」皮内

反磨

検114/叫 駐

一
〇.4×0.5

0.2×0.3

日,

査蜘 にw
l

0.7×0.7

0.5×0.5

1.5×1.51R

l8梱r-ir 1.2×1。2

「

ヌ

ラ

イ

ド

ッ
ヱ

ル

カ

ル

チ
ュ

ア
」

槍 査 日121/V皿1
3ユ/VH 10/V皿

11一 一 一

2「 十十 一

1
3;++ 十 一

41++ 十 一

i標

本1到5世

番1

號

一 一

6L 一 一

71一 一 一

8i-
一___1 二 _ニ

ー9!一 [

一

,10 一 一 一

綜 合 成 績 十十 十十1 一

22

♂

白 黒

300

340

4/V皿

1.0

0.5×0.7

0.3×0.5

1.0×1.0

0.7×0.7

1.5×1.51

1.2×1.21

量

量

二

二
什
一旦

二
什

十

10/V皿響 塑 胆

23

♂

三 毛

280

325

41▽II

1.0

1.5×1.2

1.3×1.0

}__1
_一

;__

1+_

十 一

1「

__1_」_
　　 　 　　へ 　

_1朴1+}_

24

♂

白 茶

290

330

4/va

1.O

O.3×0.4

2・0×2・ ⊂

1.8×1.8

21/Vll

十十

十

十

十十

十十

塑
+
三

+
圭

十

十

101V田

125
,♂

・ 白 黒

一

i340

41V皿

1.0
一

一

一

一

1.5×1.5

1.0×1.0

;

211V丑 31/V皿 10/V皿

一 什 一

§

一 十 一

十 十十 一

十 一 一

十 一 一

十 一 一

一 一 一

柵 一 一

十 一 ■1

一 一 一

柵 十十 一

第7表BCG筋 肉 内dl射 海6冥 ノ10?o蕉 「ツ」皮 内反 磨 及 ビ 「ス ラ イ ドツェル カル チaア 」實 験 成i績

海 狸 番 號26!27128 29 30

性:♂ ♂1♂ ♂ ♂

王 色_1三 毛 白 茶;白 黒 白 黒 白 茶
實験前10%薄 「ツ」皮内反磨 一

}一 一一=一 一 『　
i_ 一 一

實 験 開 始 時 艦 重(瓦)、360 300350
,一 帰一

340

385

335

箕 験 終 了 時 膣 重(瓦)400
一7-

3201390
一 一 一_

355
一 一

BCG筋 肉 内 注 射 月 日5!V皿
冒 　　

5/V皿5/V皿 5/V皿
一}-

51V皿一
BCG筋 肉 内 注 射 量!睡)11.0 1.01.0 1.0 1.0

　

一 一 一

}

1
_一__1-

一一 一L__=二

一一一=

BCG筋

肉内注射
後10%蕉
「ツ」皮内

反慮

1槍15/V∬;劉 一 一 一

1

査i25/V皿

…

R
『 一一

1

1_ 一 一
暫 σ暫

一 一一
一一 一 一 響

一

日i41V皿 R
--

1

一 一2 .0×1.5 一
一　

一

一 一1.5×1.ol一 一

「
ス

ラ

イ

ド

ッ
ヱ

ル

カ

ル

チ
ュ

ア
」

検 査 日 21/V皿
一=
1/V皿ほo/V皿21/vnl1!V皿ilu/V皿

ド 一 雫一

一

マ

ー

ご1/v皿1塑

}-1十
1

21/Vm「2」!V皿111V皿1101V叫211VH]/V皿ilo/V皿
一一1『 「 一
一

標1

:
本

番;

號

…

1 一
」

-1冊 一
_一_」_1____

一一r

-1十
1

一;十
{i}一
一 一
1

2 一
十十

一 榊1一

一
柵 十 _i+

「

一1=国 一 一

。3 十十 十
一}

十
埜
十

一1一

一 一 一

冊 ±[+}++に
4

　

十十
1

-1-1十 十 十 一

一= 『
++1一

5 柵 十

二」二 ± ニ
ー-i十1-
一一一一一 一一 一 一

一
1柵 一1-}一 一一

,一一一一 一 一

一_____1_1_一_

一 一i-1一

十 +に 柵i 十 一 一 一1一

6 什 一 十 十i-1+十
「lI

-一+r l一

7 十十 一 十 十 一一1十 十
一 ゴ=[=暫1-=

8 十十 十
/--1

-一 一 一 十 ■]一 宙 +「i一 ヒ1-Ill

「9
一 一

_L_16_司

二 」二1土1二 十
=

可

_⇒++
1
+1一 に 三 一

10 一 一

十十

一 ヨ土{一
ヨ

十i-1十 十
一F側 一 一

綜 合 成 績 柵
} 一一
一一1柵1十1一 +i一 嗣+… マ再rl一
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第8表BCG静 脈 内注射海6冥ノ10%奮 「ソ」皮内反磨及ビ「スラtド ツヱルカルチュア」實験成績

海 狸 番 號一

一

1

-一 一〔

一 一1

3132133 34L35 _
性

一 一一 』

」

♂ 含 ♂

毛 色 白♂茶 一一

一
白♂茶 !白 黒

一
白 黒 白

實験前10%奮 「ツ」皮内反慮
一

諭實 験 開 始 時盟 重(瓦)

}一

300 370「335 300
一 一

一一 一 一 一

實 験 終 了 時髄 重(瓦)一 一
340 4101一 一一396-　 一 350 330

BCG静 脈 内 注 射 月 日
1

71V皿17佃
1
71V皿 71V∬ 71V皿

BCG静 脈 内注 射 量(睡) 1.01.0 1、.。 1.oi
一
1.0

離 燈
鷹 剛61V皿

R一 こ 一1-一
一 一書

　 1一

ヒ

…

一 一

亨…
一堅「

{1一
1_一

1.0×1.012.2×2.21.5×1.51.0×1.〇 一一一一-一

〇.5×0.511.7×1.711.2×1.2、0.8×0.8

11.5×1.5

1.2×1.2

}ll姜ll釧
1.4×1.4 1.5×1.5「 2.0×1.8 一

1.0×1.0 1。2×1.2

一一「
1.6×1.4 一

4

「
ス

ラ

イ

ド

ソ
ヱ

ル

カ

ル

チ
ュ

ア
」

検 査 日24/V皿131V皿
一 一
13/V皿 24/V皿・3/V皿 13/四24/V皿31V叫 】3/V皿:ご4/V幽V皿13/V畔4!V皿 潮/V皿1塑

標

本
1

1-i+
モ

一 一 一
++-1-一 一1-1++・+・-1

2一 十 一 一 一
一

十十 一 【一 一 一

一 一i一 柵1一 引 一 一 一

__一 一 一一
一1十 十 十 一
____一__一 一　

1-　 -i

3柵 十 一 什 一 一
1_

4柵 一 一 十 一 一 一 引 一++一1--1一
一 一一1--1一 一 一 　

一
一

5十 十 一 一 十 一 一 一 一一■一

騨 一一1

三 一ヨ ニ1一
十十

一
一 一

i

l番
,

1號1

6}十 十 一 一 十 一
十十 一

一 = 十十 十 一

71十 一 一

一二

十 一 _1++1二 一i++ 一 一1+ 一 一

8+1一 一 ll
十1-一 一 一

一 十十 一 一1++

「一 一

一 一

9十i-一 一
1

十 一i-1
ヒ=一 一 一 一1-1+

一
一 一

1

10+i一

三二
一1一 一

1 一1一
一
1一 一
一 帯 一 一

!1綜 合 成 績 柵i十
十十1十1一

1-1=一 lI++1
一 禍1-1一 帯 十 一

第9表BCG腹 腔内注射海狸 ノ10%薄 「ツ」皮内反慮及ビ「スライドツェル カルチュア」實験成績

海 狸 番 號 36 -.i37 38

舎 ♂
一一

♂一一一 一

色

}一 　

一

三 毛 三 毛 白 黒

雁

毛 一

實験前10%奮 「ソ」皮内反慮 、一 一

一

一 一 一

實 験 開 始 時 髄 重/瓦,

實 験一絡.了_時.髄 重(瓦).
BCG腹 腔 内 注 射 月 日

____一____}_一 一'一一一}

BCG腹 腔 内注 射 量(睡)

350 350 310
一 一 一一 一一 一

400 385 350

91V∬ 91V皿 9/V皿

1.0 1.0 1.0

{-1一 一

腔内注射
後10%奮
「ツ」皮内

反慮

BCG腹1検1・91V皿IR
II!一

1 一 一

査

日

}
!R1一 2.0×1,8 1.5×1.5

291V皿lIl -
1

1.8×1.5 1.0×1.0

81V皿Rl一
3.0×2.5 2.0×2.0

1一 2.5×2.0 1.5×1.5

1
「

1151V皿26/V皿
51V叫1う/Vm2ド/V皿5/VI皿1VV皿
一
一 一 十 一

1-1

26/Vr/V叫

E++ 一 一

ス

ラ

イ

ド
ツ
ヱ
ル

カ
ル

チ
ュ

ア
」

2 一 十
1一

一
1

一
　一 一

一
1十1-1十

十十
_一 　一

十 一一_
一 一

一 十十

一

一L± 二+

一 十 一 一

標3

本 庖
5
-

6番

1

號

一 　

十十
一一

柵 一 十

十=　 十

一 督
一 十

1一

ゴ ー+土
什 十 一1-十 十

1
7十 十 一 一

1-一
一

十

十

十

一

一

一

一

一}一
一;一 一 一

一___1

9
-

:10

綜 合 成 績

81十 十 一

十十 一 十

十十 一 十

一

一

一 一 耳
1-一 一

1一 一
1-一
一
一 _1__1__[_

1
柵 十十 十 十十 伸_1+咋+

51V叫1う/VM26/V皿5/Vl皿15/V皿261VII51V皿些∠ヱ璽i塑L三 乙ヱ璽li巨塑

1-i

-
一 ・十 一 一.K

十十 十1-一一;

二 土1二

十十 一t一

三 王[王=一=丑 三 二
1-一 一一 1十 十 一 一一

一 一 一 十十 一 一

十1十 十 十十 一 十}十 一

39

倉

白 茶

340

380

91V皿

1.0

0.5×0.5

0.3×0。3

2.5×2.5

2.0×2.0

3.0×3.0

2.5×2.5

十十 一 一

1++引 一
Il 一 一1-

一++F

l+++}一
　

十1十 十 一

1十 一 一

40

♂

白 茶

305

345

91V皿

1.0

1.2×1.2

1.0×1.0

1.5×1.5

二1.2×1・2

1・　 　 　 　
　 　

=F「 コ=一



【第16巻工 藤=結 核 二 於 ケル 「ア レル ギー」ノ本 態 並 二免 疫 トノ關 係 二 關.スル 研 究1508

第10表(封 照)健 常海猿 ノ10%悠 「ツ」皮内反磨及 ビ「スライドツェルカルチaア」實験成績

海 猿 番 號 46 4714849
0

50

性 ♂ ■一 一 一

一一

♂1舎 ♂ ♂

毛 色 白 黒 白 黒 白 黒 白 白
一

實験前10%薔 「ソ」皮内反慮
一

}
__一 一

一も　

實 験 開 始 時髄 重(瓦) 350 3503101340 305

實 験 終 了 時髄 重(瓦) 400 385350380 345

10%醤

「ツ ベ ノレ

ク リ ソ」

皮 内反 磨

検14/VH

Rl--ll
一 一 一

Il-1一 一 一〇
一

R[_}_ 「

一 一 一

査L
__

「

日i3佃

Il-1一
一 一 一

R 一!一

_}
_i一 一

1 _}_ 一 一

「

ス

ラ

イ

ド

ッ
ェ

ル

カ

ル

チ
コ

ア
」

槍 査 日
121/V皿

一
冊 十1柵1冊

塑iヱ 塑 陣1/V皿101V皿i241V"i31V皿
13!V皿 ご61V皿 81V叫18/V皿お1V皿191叫9梱

一

標

14

本

番

18號

1

【1 十 ++1冊 】++ 什 珊
駈

十1冊 十 冊 冊

2 冊 十 冊 柵
型++

十十 珊 什 柵 +1冊 十 十十 冊

3 冊 十1十 什 十十 冊1一 十十 1珊 柵 什
1十

1柵 十 柵 十十

十十 冊1冊 邑1+F剛 柵
1

冊 +}++ 什 冊 冊 朴
5 冊 一土Ll圃++}+

_斥 「 冊 冊一
冊

十1十 十 十十 什 十十 帯

6 冊
lI

冊1十r冊1十!-2

}

冊1帯 +1副 柵 柵 十 冊

7 一
Ill

一 冊1柵1十 十 冊 柵
lIi

帯 冊
「

冊 「冊1十 十1 冊 十 柵

一 +圃++制 冊 蹄 柵 冊 柵 ・冊 柵 十十 冊 十十

9 十
}

柵 冊1柵 冊 柵 ト冊 十 柵
1柵 柵1柵

十十
q冊 什

10 十 柵i冊[冊 灘1冊 柵 十 冊 冊 ・十1 十一
冊

冊 冊 什
一

i 綜 合 成 績 1冊 冊 略1冊1冊i柵 冊 1柵 冊 冊1冊 冊1冊 冊

慮 陰性 デ アル ガ、結核 菌 ノ登育阻1ヒ作用 ノ・封照

く第10表)二 比較 スル 時 ノ・第2同 目 ヨ リ認 メラ

レル ノデア ・・。他 ノ4頭 ノ・「ツ」皮 内反慮 第2同

目 ヨ リ何 レモ強陽性 トナ リ、結核菌癸育阻IL作

用 モ壇 強 ハ シテヰル ガ前3群 二比較 スル時梢 ㌃

劣 ツテヰル。帥 チ「アレルギー」ノ、増強 シテヰル

ガ免疫 ハソ レニ件 ツテ居 ラナ イノデアル。

亀

第三節 小 括

人 型F株 加熱 乾燥死菌 テ皮下、筋肉 内、静脈 内及

ビ腹 腔 内二接種 シタル ∴、皮 下及 ビ腹 腔 内注射

二於 ケル「ツベル クリ ン・アし・ルギー」・・``Slide

cellCulture"法 ヨ リ見 タル発疫 作用 ト大膿李

行 シテヰル観 アルモ、筋 肉 内及 ビ静脈 内接種 ノ

場 合 二於 ケル「ツ」皮 内反癒 ・・陰性即 チ 「アレル

ギー」詮 明 サ レザ ルニ拘 ・・ラズ 見疫 ノ・畿現 シテ

ヰル ノデァル。BCG接 種 ノ場合 ・・筋 肉内注射

ノ際 「ツ」皮 内反慮現 ハ レズ シテ発疫作用 アル コ

トァルモ、他 ノ場合 ニノ・「ツベ ルク リン・ア レル

ギー」ト晃疫 ハ 略 篭李行 シテヰル ノデ アル。 併

シ乍 ラ加熱 死菌及 ビBCG接 種 ノ個 々 ノ場合 ニ

ハ「アレルギー」ナ キ場合 二免疫作 用 アリ、又「ア

レル ギー」登現 入ル モ免疫 ノ件 ノ・ヌ場合 モアル。

特 ・二腹腔 内注射 ノ場合 ノ・「ッベル ク リン・アレル

ギー」最 モ著明 二畿現 入ルニモ拘 ハ ラズ 晃疫作

用ハ最 モ僅 少 デ アル コ トノ・注 目 スベキ コ トテア

ル。 加熱 死菌 トBCGテ 比較 スルニ免疫程度 ハ

菌量 少 キニ拘 ノ・ラズBCG著 シ ク勝 ル ガ、加熱

死菌 ト錐 モ大 量使用 スル時 ノ魂 疫敷 果 アル コ ト

ガ謹 明 サ レタ ノデ アル。
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第四章 コッホ氏現象、剖検所見及 ビ「ツ」皮内反朦 二關スル實験成績

第一節 人型F株 加熱死菌接種海狸

人型F株 加i熱乾燥 死菌1.0誕 、2.0選 、3.0竈 テ

4日 毎 二各群5頭 宛 ノ健康雄性 海猿 ノ皮下、筋

肉内、静脈 内及 ビ腹腔 内二接種 シ、最後 ノ虎置

ヨ リ34日 目一 人型F株 結核 菌0 .1醒 テ 側腹部

ノ皮 内二注射 シタ。爾感染前 二「ツ」皮 内反慮 テ

検 査 シタ。感染 後48時 間 目 ノ局所 ノ 幾赤腫脹

テ測 定 シ、時 日 ノ経過 ト共 二憂化 スル局所所 見

テ精査 シタ。 帥 チ局所淋 巴腺鰯知迄 ノ日撒、潰

瘍焚生迄 ノ日数及 ビ潰瘍存 在 日藪 テ記載 シタ。

感染後80日 目二屠殺 シ 内臓病慶 拉 二1,,1所淋 巴

腺所見 テ表示 シタ。

第一項 皮 下浬 射群

木群 ノ實験 成績 ノ・第11表 デアル ガ、 「ツ」皮 内

反慮 ノ・何 レモ 陽性 デ ァリ、 つ,ホ 氏現象ノ 早期

反慮 モ23號 テ 除 イテノ・何 レモ陽性 デァル。潰

瘍獲生迄 ノ日数 ノ・封 照動物(第15表)ト 大差 ノ・

ナfガ 、存 在 日数 ノ・遙 カニ僅 少 ニ シテ李均17日

ニテ治癒 シテヰル ノデアル
。2號 海狽 ノ・早期 反

慮陰性 デ アル ニモ拘ノ・ラズ潰瘍 ノ治癒 ハ封照 ヨ

リ速 カデアル。剖検所 見ノ・表示 シテアル如 ク脾

臓 二輕度 ノ病攣 ガ見 ラレル ノミデ他 ノ臓器 ニ ハ

著憂 ガナ ィ。印 チ本群 ノ、「ア レル ギー」ト免疫 ノ、

略 篭李行 シテ存在 シテヰルガ、2號 ノ如 ク早期

反慮陰性 デモ発疫 ノ高 度 ノモ ノモ アル。

第二項 筋肉内注射群

第12表 ノ・木群 ノ實験成績 デアル。感染前 「ツ」

皮 内反慮 ノ・何 レモ陰性 デ、6號 海狽 テ除 イテノ・

コッホ氏現 象 ノ早期反 慮 モ陰性 ナル ニ拘 ノ・ラズ
、

局所淋 巴腺 鰯知迄 ノ日数 ノ・封照(第15表)二 比

較 シZF均4日 遅 久 債瘍存在 日撒 ノ・著 シク少 イ。

内臓 所見 ノ・9號 テ除 イテノ、脾臓 二9、10號 テ除

イテハ肝臓 ニモ病攣 ガ認 メラ レル ガ、封 照 二比

スル時ノ・輕度 デアル、特 二9號 ノ如 ク「ツ」皮 内

反慮 モ早期反 慮モ陰性 ナル ニ拘ノ・ラズ内臓 二何

等結核性病攣 ノ認 メラ レヌ コ トノ・注 目スベ キ コ

トデ アル。全般 的 二「ツベル クリン・ア レル ギー」

ナキニ拘 ノ・ラズ免疫 ノ・謹 明サ レル ノデアル。

第三項 静脈 内注射群

第13表 ガ本群 ノ實験 成績 デ アル。感染前 ノ「ツ」

皮 内反慮 ノ・5頭 共 二陰性 デ アル。早期反 慮ノ・84

號 ヲ除 イテハ何 レモ陰性 デアル。局所 淋巴腺 鰯

知迄 ノ日数 ノ・卒均10日 デ封 照(第15表)ヨ リ2

日遅 久 潰瘍爽 生迄 ノ日数 ノ・9日 デ僅 カニ遅 延

シ、 ソノ治癒 ノ・著 シク速 カデアル。 内臓所 見ハ

肝臓脾臓 二輕度 ノ病憂 アルモ ノアルモ、83號 、

84號 ノ如 ク全 ク認 ムベ キ病攣 ノナ イモ ノモ ア

ル。帥 チ「アレル ギー」著明 ナ ラザル ニモ拘ハ ラ

ズ多少 ノ冤疫 ノ認 メラ レル コ トハ筋 肉内注射群

ト同様 デ アル。

第 四項 腹 腔内注射群

本群 ノ實験 成績 ノ、第14表 二記載 シテ アル如 ク、

86號 、89號 ノ2頭 ノ・感染前 「ツ」皮 内反慮陰性 ニ

シテ他 ノ3頭 ノ・何 レモ陽性 デアル。 早期反慮 モ

同様 デ アルガ、局所淋 巴腺 ノ鰯知 迄 ノ日数 ノ・封

照動物(第15表)ヨ リ僅 カニ遅 ク、 潰瘍登生迄

ノ日数 及 ビ存在 日数 ノ・大差 ガナィ。 剖検所見 モ

殆 ド封照動物 ト大差 ガナ ィ所 ラ見ル ト、 本群ハ

前3群 二比1免 疫数 果 モ僅 少 ト見 テ良 イ。 即 チ

「ア レルギー」無 キモ ノモ
、 登現 シタルモ ノモ結

核免疫 ハ見 ルベ キモ ノガ無 イ ノデ アル。

第二節BCG接 種海狽

≦」L2一 アー 二氏培地4週 間培 養 ノBCG1.0

麺 テ20頭 ノ健 常雄性海狽5頭 宛 二 夫 々皮 下、

筋肉 内、静脈 内、腹腔 内 ノ4群 二注射 シ32日 目

二「ツ」皮内反癒 ヲ検査 シ、34日 目二人型F株 生

結核菌0・1雇 テ側腹部 ノ皮内二注射 シ久48時

間後 一局所 ノ登赤腫脹 テ測定 シテ早期反慮 一ア検



【第16巻工藤=結 核二於ケル「アレル ギー・」ノ本態蚊二免疫 トノ關係二關スル研究1510

㎝

l-
博
ー十

oうー

o壷

麟

箪

」

「

十

十

坦
颯趨

橿

鎖
田
蔑

養

虞

d
十

ー
　i

,
-

ー1

1
1寸.一

e辺

1 ,
1,

1

-e逮.一

覗

属

鞭'
マー1UiI

執
騒
鞘'
マ

執
回
罫

争

片

執ー

-
1

蕉

掴

ボ
一

釈

憾
・マーー贈-一ーi旧i

1--ー!下ー--ー…

1

1

週

劇

燦

幽

棋

ー

o⇔
.
目

ゆ
.
d

11
㊤
.
刷

(
雇)

蜘
囲

1

1

1

0

旨

1

…1

ー

ー

ゆ
.
目

遡

劇

環
一一

旗

拠

○建
.
目1-1十

ー

① .

O

目
.
d

e煙 .

d

寸 .
d

(
喧)

鵡
圃

寸

引

十

十

ー

ー
亀oO
.
O

++

蟹

劇

爆一

ーi

藩

婁

ゆ
.
d

(
嘱)

眠
倒

■

ー
ーO.ヒ

1

頃
.
O
-

1十

ー
1

十

++
～

l

oo
.
。っ
祠

遡

翻

燦一

謹

生

曜養牽扉

「

O
.

雪

1
寸
.
寸
d

(属

)

颯

倒
一

i
l
-1

1

1

週

劇

燦ー1

渡

損

oO
.
目

1,門

一

寸
.
㊤
d

ーー

Ui

」

I

l㊤.H

-

旧-

ー

-

1ゆ.d

卜
.
d

⑩ .
d

(嘱

)
颯

鯛

I

l
=1

1

1

ー

週

劇

燦
・ー

壌

拠

卜
.
d

「
-
-

図
＼
。。
d

ー

ー

ー

「-
-

U

…

σ魂
.
目

「

』ド

ー

寸.
d-魍需司憂ロ

㊤
一巴d

ー

へ属

)

颯細1-iー

ー

ロ

頃

1

ー

×、
。。
。煙

l

l
ー

ロ
。っ
。魂

ーー

ー
ー1匝91ilー

-

L

「

1

攣

報
1
「.

ロ
O
。Q

O
.
目-

i

×、
。う
σ磁

ロ

短匝9

ロ
。っ
d

∂

引-

l

lー

ゴ
ー

一

図
＼
。う
。q一コ。う。っ

一

房}エヒ十
,

嶽
ロ

韓

悼

鰹

駆

ー1

-

i

l
ー

ーI

l

I

響
匝
＼

蝦
ぜ

麟
壊
躯

1

■ロ

陣

ロ
σ建
朝

l
l

楷⊥

歯ー
三

i

-

ー
I

1

1

1

-
ー

ー
一-旧ーー一

ー
「護・響

隠

謙

エ

＼

測

景

賢
・田蔑寅嗅　

ド

ー

1

-

-ーレ

罧

叶
}

嚥邸電藤口

i

ー'ー

ーチーーI-1目〉愈

1-i
-
h
目
〉
喬i

ー

[

ー

【

一

一

響
屡
K
謎
「
き
」譲訳9寝嶽罐

一

iー

口目

-

目＼
。Q

「

ー
トi目

、
。壷

-

ー

属

I

I

ー

}

暴＼
N

ロ

絹攣

鼠
螺
ー

ロ
O
卜

潔

螺ーーiー

ロ
。◎
ゆ

軽
喫

競
喫

国

鼠
1

ーロO。○

ロ
O
。○

ー
1

ーー

ー
一

ー嶽

ロ

穂

超

鰹

嶽

,
ヨ、

l

I隆

「

屋＼
寸

1
ーー

1「

O
.
ト

ー

ー

ー

目＼
d

昌＼寸
ー塵
「

l

O
.
卜

目＼
寸

「

iI

「

II

l1
1謬喫Iー

ロ
O
σ○
ー
1ー屋＼寸

O
.
ト

ー目ミ目

ロ

頃

錠紀起琶製一.O糎酬糞」副く

1
,」

il

l

O
.
卜

目
〉＼寸

O

■-
1
ー目〉＼d

1ー

ー

1-iー

へ
製)

瑠

撮

男

目、
d

ー1目、d

ー

ー

…

ロ
b
駅
撮甲塔痙婁糎母藤三糞」軒く

O
卜
oっ

O
O
寸

ート

ー

I
I

!

O
ゆ
oっ

ーl

l
lー」隅

1

の
頃
oう

ー

ー
-1'

ゆ
。っ
oう

1　

ー-O爲

へ

属)

輝

誰

雲

牽

幕
ln

I

O
寸
oっ

LP

等

O
Φ
oっ

ー

ー19111」II

皿

一

ゆ
eq
oO

(
嘱)

圏
聖
壇
審甲7ぞ極翌目.O糎剣送」爵く

ー

i

l

ー
ー

O
e壷
oっ

O
掃

鴎
刷
oら

臼
噛

醸)

唱

髄
盤

鞍

認

簿

瓢

ー

}

伽

iI

11
1

ー
l
II
II

ー

「

}　

§
堅
三
怒
「
気
」

遡
訳
9
湛

簿
鷺

ゆ川

川

藤
姐

i
-
珪
皿

d

一

〇

寒

伍

I
I

I

-1

「
!

ー「

ー

I

i

16

-

1
1

i

-1

ー

一

〇

1嗣
摯

寒
皿-⑭1

ー

0

0

O
d

①

◎○

ーー

1

1
1
'l

l

一

ト

】

⑩

一

罵

眸

黙

馴一

eQ十

,煮

国
煮

。・
.目
h

oO
.
一
ヰ

ー

⑦
.
O

O
.
雪

卜
.
d

oO
.
回

器

。電「

ロ
雲
匝
ト

ロ
。○

十

oり
--+

-

釈

掴
煮

oう
.
d

ー

博
.
一
:

十

、
。。
.
ρ

卜
.寸
目

ゆ
.
d

㊤
.
d

図
＼
。Q
。Q

ロ
①

一
ロ
ρ

ー

ロ
ト

O
.
d
×

O
.
H

Oq
.
一
×

N
.
一

日
言謬
暎
=
畠
レ

0

塁

＼。う

ー

O
.
卜
i
ー

「

一
〉
δ

。っ

()O
↓

ゆ
票
鴨

O
O
oう

「

+

旨

QQ
.
O

×

o◎
.
O

O
.
H

×

O

.
d

-
臼
魯競

喫

ー

ロ
o
。。

塁

＼。。

O
.
ト

一
〉
＼
O
の

O
ゆ
●う

O
扁

oり十
眼
似
謬

eQ
.
一

,
戯

.「
十
㊤
.
O

卜
.
①
d

寸

.
d

㊤
.
d

図
誌

eq

ロ
9

㎝十
煮
団
握

図卜blld「 卜

鰍1昌1ゴll6

LΩll寸

十lgli日

ui

髪
上
 ロ①

・

十

。○
.O

×

。○
.
O

O
.
d
X

O
.
d

ロ

①
N

ロ

。o
ロ
㊤
一

日
〉
＼
d

一
騨
塵
ロ

O
。○

の
.O
×

ゆ
.
O

O
.
目
×
O
.
d

屋
≧
鐸
陛

d

[

,…

+

煮

囲
纒

-
鵠
甲

㊤
焔

ー

㊤
.O

[

「-ー

ト

一

〇
.
㊤
d

卜
.
祠

」

闇
.
引

×
＼
。Q
N

}

ロ
O
N

ロ
う

一

ロ
9

十

・

◎○
.
O
×

oO
.O

O
.
目
×
O
.
一

塁
＼d

罷

喫

目

＼
。う

o
.
姻

i

一
〉
δ
。う

O
Q建
寸

O
㊤
N

O
寸
oっ

O
O
oう

蹄

虹⑳
oり

ロ
O
。。
L

星

・。

}

申

川⑭
嶋

」--藤

姐
0寸

O
.
ト

一
〉
δ
。。

ご
察
鱈

O
O
oっ

ゆ
ト
N
ー

伍ON

ロ
O
。○

昌

＼
。う

O
.
ト

一
〉
δ

。っ

I

O
。う
寸

O
卜
oっ

L

-

-
ー

「

陰

m

寮

姐

-
-

⑭

」

ー
「

」

無

細

黙

縫翠

懲
巌
ミミ

9
寝

簿
叩/慧

疑罐

1.L

冨彊
4
1停

側 趣

騨隈
藤

崖～暴

麺 ロ

牽1」=

i…詳↑r寵 ぐ 尺

;

_L、

饗

鵡

環

嘱1
糞

,引 藁1図

§Ll

習ト
華1羅

ぜ
麟
蟻
縣

頃

州攣
匙劇
扉

8
嘱
倒

週

燦

黛趣翻滋

1劇
1

璽
瑠

遡

颯

糊際

重
皿圃

鯛

題

螺

燦

色
鵡
偶

巡

劇

爆

重
調
楓

週

翻

爆

夢

聯

執

坦
翻趨

導

謙

軍

壇

無

認

簿

濡

6

欝
誉翻

難

1簡

轡

緑

口

緯叢

馴

蓑ノ 縣
9墜 嘩璽塾
渥 起 一1

組 嵐 ・

嶽 ダ1"塾 曜 邸綴
餐き」

叫燦

壌 一琶 醤
1

終1棋 防

琶 旗 塵
1}

盤 側 鰻

握砦
田
嗅i辱

=』 ロユ

1熱 尋

蘇
寵 攣 握 曜

曜
迷
蛭
扉

"
督
嚥

邸
電

"3

n

つ

郎
響
墨
ど
魅

「
へ
」
麹
訳
9

へ
螂
建
蕪

坦

起
檀
轟
揮
鼠
薫

后
糞

』
副
く

楓

。q
d

斌

眠
養
葦
簾

鴎
細
綴
邸

習

築
》
n

勾
爆
響
屡

起
怒

「
き
」
嫡

訳
9

＼
鄭
縫
志
坦
吟
趣
檀
撮
藤

裏
糞

』
鳶
く

↓

艦

祠
一
紙



1511工藤=結 核二於ケル「アレルギー」ノ本態並二免疫 トノ關係二關スル研究第12號 】

十

煮
警
聖
黛

oう
ゆ
.
一

寸
.団‡

ゆ
㊦
.
O

一

十
菌
囮
督

一

寸

「

1
-

-

卜

.
d

co'

6}‡
㊤

一

 

‡

十

〇
.
ゆ
d

寸
.
9

◎○
.
一

ト
.
d
図
＼農

引
=

皿
震

=
㊤

=
㊤
咽

口

+

O
.
刷
×

O
.
一

oっ
.
d
×

oう
.
一

目
〉
お

e電

.
祠
1

oっ
.
祠

図
＼
H

一「
ζ

ロ
寸
寸

匝

ト

ロ

。う
一

星
お

十

ζ

属
替

ー
ρ

:

ゆ
.
一

。う
11
州
陣
「
ー

欝

.O
十
(ぷ

層

寸
.
一

ゆ
.
【

≒
凶
＼爲

↓
ζ

ロ
O
卜

匝
卜
=
三

「

十

i.kl,!

雪 ・・駄

等i

σ壷
.
一辛

 ㏄.O十
㊨
.
言

◎○
.
O
×

。c
.
O

O
.
一
×

O
.
一

目
〉
お

薯¢.
一

ー
陵

¢
ロ
8

1

=

。。

匡

旨
-+

●建
.
H
×

●硬
.
一

の
.
一
X

め
.
d

競
喫
ロ

O
。○

星

＼卜

O

.
卜

-

目

＼寸

■

屋

降

i

十

煮

薔

睾

'マ

ー

ト

'

『
㊤
.
一

吋+吟
一 →一 一

一
朝
馴
趨
纏

一

蜘
幽

懸
ヨ
簸

堅1曾・翼曾隣

禦卍翻詣劇

環醸 面!燦

塗

損

鮮
)急
『
塞

O
.
◎◎
祠

「

剛

一

}

ー

一
巴

一

×
＼箋
ロ
O
鴎

ロ
¢

,

巳
コ

星

＼ゆ

駅
潔
語

ド

i

塁

＼卜

霧1

 

翠

製

燦

(9『
毛
劉閥

塗

拠

謹

由

渥

唄

渥

彊

=

[「

攣

稲

蒙

=

曇

蛭

糞

岸

山
冬

匡
、
馴
ぞ
鰹
糞
遷

き

コ

＼

馴

最

屡

紫

ヨ

誓

盗

露

響

堅

鐸

}
」

冨

一

ー

鑑
巨
雀

牽

『 一一}一　　 _一一一

1瞬

 

惑

謎

{

轡

「
き
」

.～触
訳

9

寝
嶽

機

O
O
oっ

O
oo
oっ

1=ヨ)
>r●＼1卜
・守1

 

O
ゆ
oっ

O
O
寸

雌墾
晦
墜

屋

＼卜

O
.
炉
-

鼻

＼寸

ー

劇
。・
。・

O
O
寸

目
〉
＼卜

謬
奥
工
O
。c

目
ミ
ト

O
.
卜

O
.
卜

口
〉
＼寸

』

卜
。う
ー

O
oo
oっ

自
〉
＼寸

O
㊤
oっ

O
ゆ
oっ

ゆ
ゆ
oう

ー
轄

超

-
-

0

一

8

-」

O
◎D
oっ

寒
皿
0O
o◎

「
。陽

億

凝

嘔⊥
-礎

。c
Oc

卜
oO

の
O
oっ

岬
川
「

0㊤
◎○

蟹1腰唾劃91芝墾「轟匿一

酬 曇霧 騰 ζ勤コ姦

塞llll鋤1肇

曜
毒
牽
寵

"
冒
綴

曝
電

煮
参
n

 勧
儀
響
墜
起
蟹

「
き
」
導
訳
9

＼
鑓

譲

岩
K
麹
趨

梱
潔
藤

轟
糞

』
羅
く

櫨

寸
d
綜

十

十

十

十

十

ソへ
崔
書

イ
岱
ソニ

ζ
怪
・マ

層
醤
蹴
ウ
マ
煮
蓄

鞭
融

卜
.
【

㊤
.
㎞
ー
十

①
.
O

ゆ

.
一

◎○

.
O

b

.
。。
目雪雪篶 £il釜

oう

.
d

曽
.
円

O
.
一

〇
.
9

ゆ
.
一

欧
.
一

うう
.
d
十
ゆ
.
O

十

.マ

.

一

蛆
翻
趨
淫

1

+冨 話蟷1雛
・唄c＼ ～N

「ト
　

　
ロ　　

(
属

)
噸

圏

運

劇

蝶

誕

凹
誓

墜

(。へ

eQ
.
刷‡

oO
.
O
十

(
冨
)
堰
圏

翼

翻

燦

(
冨
)
詣
圏

O

.㊤
一

一
.
O
c魂

oう

.
一

〇〇
.
一

罫

齢

7
器

距
㍗

匝
コ

=

一①

こ

ー

豪1舞
塵

姿

醤

婁

¢
.
↑

×
＼寸
。q

=
。隔

=
9

ロ
9

麿
嶺

牽

量

損

量

姿

日
〉
、鶉

塁

＼,う

軽

喫

競

喫
国
o
。。;

諺

些

ー

エ
()
㏄

目
〉
お

O
.
卜

-

旨

＼
。Q

日
〉
＼吊
鴨

目
〉
＼
。う

駅
蟹
ロ

。D
ゆ

一

鴫 嘉慰
ド噛 聡」

鹸 蓋

ヨ風 駅 ヤ

幻}虐 屡i鎧r三iNe=lII

目
〉
＼。◎

「
酬蓮

一

=
O
¢

目
〉
＼
ゆ

O
.
卜

 目

＼。煙

習謂
ロ

ロ
O
。○

目
〉
＼ゆ

 o
.
削

巨

＼
。q

目
〉
＼鴎

峯β
ひ21

 

O
守

O
①
oっ

昌

＼ゆ

O
.
卜

目
ミ

。辺

O
め
寸

O
O
寸

ゆ
ト
oう

O
σq
oっ

議

伍
0σq

oo

ー

」
匝
樹
牽

日

n帖 習 邸

 

響

遷
起
趣

「》
」

織

訳

9

寝
嶽
機

ゆ
oO
oっ

O
o◎
oう

O
ゆ
oう

O
ゑ

鴨

O
O
寸

O
oっ
o⇔

O
⑩
o◎

畦
伍

雰;o

oOl
寸L。 嚥
皿

藤

伍
0

「

。。
。。

」

O
鵠

O
O
oっ

醸

伍
Od働
1

惑

阻

嬉

酬

鰹

嶽

管

国

口
譲

坦
{
怒
魍

d
.O
楓
ぜ
送

』
職
く

(
魍
)
塒

志

坦

ロ

【へ
ト
駅
譲

坦

{
誉
籍
糎
課
薫
曇
牽

」
副
く

(嘱
)

闘

霞

壇

魑

竃

(属
)
倒
誰
壇
・課

鴛
ζ
督
留

一
.O
梱

ぜ
糞

』
剣
く

(
買
)
脚

盤

蕾

鞍

置

纒

鷺

響

峯
起
望
「
》
」
難
訳
9

寝
魯

儀翠

喫
遷
牽
巖

旺
渥
照
邸
冒

漿
争
"

勧
爆
響
墜

起
趣

「
へ
」
達

訳
9

、
鍵

譲

坦
起
誉
魎
掴

母
薫

員
送

」
蕎
く

楓

。う
一
蕪



【第16巻工藤=結 核二於 ケル「アレル ギー」ノ本態蚊二免疫 トノ關係二關スノレ研究1512

執
傾
・マ

一
執
炉

マ

照
魑
加
サ
区

"
似
謬

}
煮

炉

マ

十

〇魂

一

〇◎

十e魂

十σQ

N
.
d

d
.
eQ

oっ
.
eq

O
.
e魂

oり
.
eQ

l

+
+

㊤
.
O

寸
.
d

oっ

.
刷
σ魂

O

.O
↑

●

c辺

.
e魂

+1廣il欝h… ・・1

1■

劇繭聾 劇 片
燦闘,{環嘱 燦匡 脳

IlI

嬰黛1堅曾i週齢

1訓 劇 握

禦
趨
鯉

番

蔑

d
.
H

◎◎
.
O
讐
O
.
ヒ
ー

O

.
σ壷

O
.
O

㊤
.
oう
σ煙

◎◎
.
一

◎◎
.
d

①

.
σ壷

目
.
e魂

1

ロ 曼 卜
Ptliid

の
.
一

図
＼㊤
。魂

-
馳

.
目

L

-

ー

.

図
＼鵠
ロ
9

「

=
卜

=
。c

等

.
O

寸
.
雪

儲
離

冨

鱒
調
鰹
酬
樹

ゆ
.
d

ロユ 旧 ユ

Ptloo

ロ

㊤

団

ト

ロ

。。
d

十

十

十

　　

+禰 窮

L。=… 図h
+i①!o◎;ge>;9d

響1黙

屡{田で
秀§澱

轟菌ll
司ロ

漣
姻瞳

,踵 繊
1晦 餐繋

匝

1

興

扉

裂

翻

燦

渥

損

(属
)
鵡
圃

碧

劇

環

還

礁

(試
)
躍

囲

.
一
X

O
.
U
◎◎

.臼

X

oO
.
d
O

.
d
×

oり
.
d

N
.
刷
×

e辺
.
d

σq

.
一
×

●辺
.
刷

ゆ
.
d
X

頃
.
d

目
〉
、
ゆ

o
.
。魂
×

o
.
。建
。・
.
d
×

ゆ
.
一
曲

u
×

め
.
鵠

.
d
×

燭
日

目
〉
お

目
〉
＼ゆ

昌

、
頃

日
〉
＼
ゆ

扉口'砦

口

桝1属 一牽

墓

屡

ビ
拠

「
ら
」

一
鞍
訳
9

湛
秣
機

潔

螺ー「1-

ーロ暮

競
喫

騨
喫

競
曖

秘
喫

国

趨ー1ー麟ロ鶯慧鰹嶽.尋

ロ
O
。ollll

j目、卜

ロ
O
。。

ー

口
O
。o

国
O。。

目ヒ

ト

目〉
、
卜

目
〉、
卜

目〉
＼
卜

ーー

1
…
ー
-隆

iロ=蚕鞘罐遜魍d.O嬢姻送』蔚く

O
.
d

、

o
.
d旨＼
寸

ゆ
G
寸

O .
d

O
.
H

ー
上
ー

O
.
d

I

l-iーロー

目
〉＼
寸

目＼寸1

自
〉＼寸

目＼
寸1

I1
11ー(製)鵡志岩F遷じQ㊤li111--ーー11
1霞志起・」9怒09㊤(属図楓誰善奪冨

O
嶋
寸

i-

ll

O
①
oう

ー
010

。。ゆ器

O
oっ
寸

頃
卜
↓

l

I

-
1

11

ー
ー

ー

O
σで
oQ

♂

l
I
I

ー

ー

I

OO

e建

O
寸
oっ

O
Qマ

(
属
)

圏
誰
盤
譲坦起趣饅刷.O栂遡糞』鳶くー1

O寸

oっ

U。。

㏄

,
1

O
Ooっ

O
¢
oう曙ー

-
-

(
属)

鰯

誰

壇

鞍

歪

藩

鑑1ー

ー1

1

1

ーー

ーi響堅橿慾「へ」麹遭O

覆

簿
溝

l
1
1

1
1

[ー

1

ρ

r
即

畦
姐
,

寒

皿ー1

,

0

叩

川

「

-

t

面

醸
伍i

:

仁0

画

0

0

ーl

i

Ii

-
1
-l

i
翠-ー-縫

ゆ
eQ

寸e建

o◎
σ魂

e辺㏄

d
e煙

鶴
-

,

聡

黙

ぽ
蜜
牽

稲
昌
督
嚥
闘
電

着
試.n

缶
郎
塵

墜
起
怒

「
築
」
織

択
9

、
嬉
縫
志

坦
F
怒

O
り
ρ自

艦

¢
一
無

1

1

專:・睦1.,

!目
1自

鞠 暴藤 …1暗

明

ロ …斗
く◎1口

畠

峯
卜
雲 ll雲`lI暮

e辺
車
卜}
召 辛自 1

1雲

1
..i藍」

1等1
1

尊 ・ 登[11§1§

「

霧 お お鯉9

・1即 寵11「 階

}

,

目 い 一
「1

誓

→

蓋
舘

葦霞雲+{震
1
1

十自1季
d
8 峯雲 1コ 1

1

寸陰
→ぐ

罪

嶺

‡

一

‡
lI

等1疇il§

1

§ 塞黒麟劉1
11

1明

1鰐 §豊
e煙
器
1

+腱
[
十
LO!

6…幸
円

」

怨幸ヨ
L
ll日

1

「k

「醤
}

等唯 §II黒曖 　

一塞1塞
I

l.1

lIl明

1房 霜
1[81

　

箆雪豊 1
o}

畿 ■

;

晩

爲
‡雲‡
』
d 1雲 1 ..騰

鰹
‡

專 霧

一 一 一 　

罵轟t∴1隻
1

黒

円

蓋
苺

迷霞爵十1農1
b

十 日
σ辺

1

辛= 車= 1豊』
1

寸

超

璽園‡

謬
黙1

総翠
　

1

口

叩

響

峯

ど

麹
訳
9
1i塞

璽

慈纒
1盤

鞍

証

謹騒
[

崔P
趣
粗

ヨ

駆
誉鯉
蝶

細

護

盤

攣

霰

12陵!鎖

藝iこ
o

[

1桝匡

1攣

区ロi響

一

屡

砦嶽

田ぞ

蔑測

霊最

霞霧

嘉
剣
翻
輿
駆

剖熱国
糧

嬉

壊

駆

口

留

竃
蠣

「側

遡

颯

蝶

藍
鵡
細

翼

翻
竃

螺瞬

櫻

翻

環

重
瑠
囲

翼

劇
琶

舗
8

1

藁轟雛
燦岬1聖露細

旗
揮
超
嚢
」国

副興
く蚕

1ぜ

鰹

嶽

懐

『 一

誼

}ε灘
目 ・ビ

}1

腺
1

鰺1潰

帽ロ 爬

劃 琶 醤
鰻
、

旗
生1練:損^麟

一

叢鎖
国

1橿 怒} _

國翻 嘲 嚇
寵 攣 盗 醒

岬
霞
蛭
毎

"
督
磁

躍
電

.喰
塾
"

缶
爆
響
墜

起
怒

「
へ
こ
避
。δ

d
へ
踏
縫

蓬
理

(
屡
郵

)

艦

雪

蕪



1513工藤=結 核二於ケル「アレノレギー」ノ本態並二免疫 トノ關係二關スル研究第12號 】

'

十ーー

ー脳囲嵩。Qll

十-燗
,
「

ー

煮
囲
謬

ー

翠

劇趨

癬
一
乙葭

(ま

㌫

}

騨

乱
ζ

争

片

リ、

遜
田

叢

寸

一

。う

一

祠

oう

爵

理
・IIII-ll轡倒燦一

-

ー

一

ー

[

h

i

ー

ー

1

1

ー

眠距牽竃一

-
唱

I
l

I
藤曜冒

ゆ
.
d

澹ー
i

卜
.
祠

r
レ

一「

～1ー

寸
.
O

:
-叫

:
,i卜.りd

oう
.
祠

--
,

U

ー

臣

i1

11N.d

口-

51-ート

ゆ
σ逮.

O--』

o●
.
d

(
冒)
温

魁

旗

損

1

「

ー

1

咄襲

嘩
旗

仁i

寸
.

d「I

I

N
.
σQ

-

U
ー

ー一.●豊1ー!ー十

十

信Il

I

ゆ
.
O

iI

一碧劇燦一

㊤ .

O

f
l

I

iー十i

ーゆ.の同

'

oG
.
O旧ー

1

(
同

髭剛

.

誕

慧

ー

ー臣

-蟹瑠蕉

I

b .

。。
d

O
.
eq
eq

め .

自

盤

生

i

hー

ー

iU

-

卜
.
目

1

ー

(

属
)
嗣
堵

傷

ー

1

-

1

ーー

翼

製

燦

岳

侭藻』富ーiII

㊤ .
一

ー

h「

…

ゆ
.
d

U
l

oO
.
一

1

祠
.
e煙一1

1

館調

鰹
塁
畏

ー

1

i

1

ー

ー
「目

-

卜 .
d

の
.
9ー

寸
.
【

り
.
祠
卜

-図、。○。q

ロ

コ

O.
eq-II

(

属)

堰

圏ー

図＼

。。
。電1ー

×
、。。

。Q

-1
-1-
Iili

喫
。◎
。壷

図
、
。。
。q

ロ

雲l
I
ー

匝
①一

ロ
。。
一

一

ロ

雪

ロ

雪

[

蒔

国

起

嬉

弊

鐸

匝

卜IlI1
1

ーロ㊤

i十

屠

…

ロ
ト

ロ
㏄

ロ
ト

ロ
㊤

一

ー

-
lI

「
ー

ll

ー

ロ
㊤

ロ
①

一

熱
ロ
＼

馴
夢

鰹

室胎

ー一

匡
。○

」

臼「

一

-
+-

轟

国

・

測

最

屡墾田叢盗か5
ー

弔

ー

十

墓

墜

森

叫
「

〒-ーi

　

ー

ー

寸
.
目

×
り
.
祠

ー

ー

ー'

oO
.
一

×
O
.
e遭

σQ
.
d

X
偲
.
一

ー1

1

ゆ .
d

X

ゆ
.
一
O
.
目

×
O
.
dlII寸.d×寸.一

cq .
一

X

σQ .
dー

　

選
憾
起
セ
「
き
」鞍訳9寝嶽懐IIー

1

の .
目

×

頃 .
祠1

属ーIII

昌、
O

昌δ

目
ヒ㊤

自〉

δ

目、O

匝

綱牽

'

謎

喫

{

鼠蟹

眠潔

[

ロ
O
卜

レ

ーl

iー

星
＼
。o

,

口回戸

L

i面

お
-

1

競
鰹

ll

l

ー

匝

お

ー一

il

l-

1

目〉

＼
。〇一ーlll
-O.目[lIiI目〉、卜

II
-
1

目
〉
＼
。。

秘
喫

医

娯

1

-

1
11

1

雲
。。

凝

ロ

モ

甲
7

鰹

蘇

機1

ー

ロ
嗣楓

撮

』

僅

怒
魍
一.
O

糎
ぜ
牽
」

剣
く

O
.
祠

11

1ー

ー

目〉

、。G

」.
哨

口目、卜q劉

O .
drIーーi

I

ー閏〉、トー

o儀

P

(
属)

(
溜)

瑚

志

駕

起

誉

魅

O
Q
㊤1ーー

目〉

＼ト

ー

ロ

㎎

嶺

男

擢

誉

魅

O
Q
㊤

I
Ii

ー

Ooo

oっ

目
ミ。。o」「

ー1

-
1目ヒト

ト

r

9
ド

O⑦

oっ

ー

ー

ー」

ゆ
oう
oうー

,

O
①
寸

【1

属
O◎O

NL
i

O
ゆ
oっ

「

隊

O寸

oっ

鯛

謝-

健1ー[lI111

-
II

攣

」
悔(属)魁欝善罵坦超駕魍一.O擁超彰」鷲く

ー

墓
終
&
轡

ダ
」

嫉
訳

9
寝

魯
嶺

O
O
o⇔

一

〇
卜
。う

♂

OO

oう

「

禽矧

闘
盤

壇

悲

護

藩

鷹

ー

「
-

--

1

1

伍II
l
-0

藤
伍

ー

-
-I

-

謎糊
⊥

魔
ヒ

eΩoう

撫
伍
'

伺

叩1
-
i
-坦

0

1

o◎
oO

一

0

ゆ
oっ

寸
oっ

d
oっ

焦

聯

螂

縫

曜
盗

藥
寵

ー1
餐
照
邸
電

石
へ
"

つ
惑
響
墜

橿
倒

「
へ
」
嶺

訳
9

、
慧

姦
坦
起
誉
鍛

O
り
笛

艦

。。
祠

蕪

十
釈
犀
謬

eq

日lll寸

 

目
.
一

の
.
O

O

.
eq
㏄

d
.
c逮

1
O
.
N

図
＼㊤
。硬

ロ
ゴ
ロ
β

i

国

。壷
。煙

ml鰹

記陛

目
〉　
o

;

峠
:

煮
警
加
ウ
で

e逮
e辺
.
e建

d
.
eQ

◎○
.
0
1

O
.
貨
1

ゆ
.
d

o⇔
.
祠

「

図
＼㊤
。魂

ロ

。q
一

ロ
菖

1震h購
ii・4.

 

。魂
.
園
ー

‡

ー

㊤

.
○セ

O

.O
●魂

㊤
.
d

ゆ

.
祠

ー
図
聴
ロ
雲
ロ
雲

匝
。c
一

十
ぎ
属
"

Oq
σ魂
.
H

目
.
臼

十

煮

似
・マ

oり

坦

趨

争

尉

煮

豊1磐咋 ド}1

鯛1(へ属

1[

轟雛
曾
茜

蟹1-i樫

獣壱騰
らrl

鯛 燦

門
σ熾

惑

理

翼

潔

環

(属
)
堰
偶

oう
.
O

め
.
〇
一

O
.
目

ロ
雲

α○
.
d

図
＼㊤
。q

瓜
9

卜
.
d

図
＼震
ロ

①
[

鎖
田
叢

監

(.へ

旗

,傲

塗

柊

属

鵡
鰐

一
-

(
嘱
鰹

劇

燦

一
(属
)
堰
糊

国

=

攣
琶

露

醗

由

目
〉
δ

秘
喫

ロ

祠
。○

目
〉
＼
儀

O
.
祠
旨
お

O
O
寸

十

O
.
d
×
ゆ
.
一

ゆ
.
d
×
O
.
σq

目
〉
、㊤

競
喫

ロ

O
N

ロ

。○

ロ
O
。Q

匝

卜

目
〉
、O

秘
曖
ロ
一
。○

目
〉
＼㊤

競
曄
ロ

祠
。○

塗

頼

境

弊
罷

ー

一

屡田ロ町1ロ

}悼

1}』 蜜隷

響撃 曖

隔i嚢
iI墜最灘

握

頃
ゆ
oっ

ゆ
oっ
oっ

蘇

伍
0Ooっ

屡

、
。。

O

.
絹峯
桝

ゆ
O
oう

ゆ
◎O
oっ

O
諮

聴

伍
OO●魂

曽

m
「

日
〉
＼㏄

L
R
一
目

お

O
oっ
寸

O
①
◎っ

O
ゆ
o◎

峠

姐
0

◎◎
●Q

目
〉
＼
。○

O自1

專:ヒ
ゆ

o

目

 

O
σ魂
oっ

O
O
oう

撫

姐
0卜σQ

目
〉
＼
。。

O
日

-

目

、ゆ

ゆ㊤
寸

O
O
寸

O
㊤
o◎

叩

川0
㊤
σQ

扉ド 細 磯1

 

ロ
桝
攣

図

墓
謎
起
怒

「
へ
」

鞍

訳

9

湛
嶽

樋

蒙

ロ

韓

測
、

鰹

秣

機

ロ
取
蚕

母
ビ
枢
魍

一
.O
栂
強
牽

」
副
く

(
糊
)
蔑

き

坦

ど

痙

堪

O
り
国

ロ

頃

志

…算

起

叔

瀬

O
Q
詮

(
属
)

魁

劉

皆

攣

扉

(
虞
)
隅
調
盤

銀

超
罹
蟹
魍

一
.O
糎
超
糞

島

簡
ぐ

ハ属
)
職

醗

壇

藩

匿

箇

溝

塵

墜
ビ
怒
「
気
」
鞍
。
賦
9

湛
艦
鴬

画

叩

も

牌1

曜
盗
鰭
霰

"
督
畷
邸

田

着
、
n

 b
轟

憾
起
倒

「
へ
」
嬬
訳
9

へ
嬉
鍵
嶺

坦
起
叔
轟

0
9
0q

櫨

ヒ

譲
、

-翠鍵



【第16巻工藤=結 核二於ケル「アレルギー」'ノ本態並二免疫 トノ關係二關スノツ研究1514

O
ゆー L Il§
1

!專

18
◎Qioつ

1

星
9 爵
潔
慧
星
◎◎

F

l 1 1

1円
ロ1叫 斗
..1ヤ

1レぐ
寸ミ
1・

① 目σ魂

酬 。{柑 堀 圭
lI・

零幸

i

雲lli= 1 寸
→ぐ

覇+
マ}

專
1

ぐo{口

1
1 詣 』...。i寸

1

星
◎○

1

募i離墨o i 1 十 要
1

ロユ ロ

bg10
0◎

曼コ
器
一空ll

[
$L
「

㊤

6… 簑
1

雲 1 雪 1
、釈
しOl1国

罫

十

等 o 峠姐 1融
{ ll

§麗 騒
ll

星
寸

i

Ui
i

1 隻
1
口
。。等

1

口

1

難
器
圭雲幸
紳旨

=三1
。魂■
日!li.つ

執

盤尊十

十

釈
題
鞘
嶺

寸
◎○
.
祠

卜
.
d圭

⑩
.
O
主O.き

+
+

O
.
一
十

〇◎
.
d

「」

＼三

司

誉

ロ
8

.

ロ
9

ロ
9

1

,+
目
〉
、。っ

潔
潔
国
O
卜

目
〉
、ゆ

O
卜
oっ

ゆ
oo
oっ

宝

oっ

峠

皿

F

O卜寸

十

十

ー

十

十
量
,

十翼囲

纒
「lIlー

寸 ー

ー

徳
禦趨

導

鎖
田
誓溢嗅

曜遂蛭寵

十

「

ー
ー

ー

ー

叙濱

羅・
マ晩i

坦翻

趨纏

鎖田

蔑養嗅

I

I

ー

旗

鰻

眠養蛭寵

執

団

潔ーー

呼

執

傾

護ー,f-1
}

寸

叙騒

鞭
'マー1-IlI
'

oり

覗薔

聖'マ

「

夢

脚

煮

争

聯

叙

oり

一

嶽

理

熱

暉

量

ー

2

1

臼ド

i

O
.
d

』
O
.
祠

ー

ー

…

週

颯

燦

旗

鰻-iー,
ー塗柊

L

週

颯

環

eQ
.
目

oo
.
d

d .
。魂

…

(

属)

鵡

糊ー

ゆ
.
一

曾)
翻

圃

1

1

1昌

ー

ト .
diIi
i

++

li

5

1

1

寸 .
O

1

1

週

劇

燦

1

蟹

翻

爆

d
.
U

Φ
.
一十

ゆ ,
d

O
.

σQ

(
嘱)

颯

細

寸
.
帽

へ

嘱)

鵡

楓ーー

撃

十

ー
　
闇酔

ー

め
.
Ol

,

十

+
+

蟹

翻

環

琶

鍵

幸

鑓

翻

燦
㎝

旗

柊

　

1

1

1

盤

1

-

ll

ー

嶺

o◎
.
O-ーー

ゆ
σ辺.

O

ゆ
①
.
Oーー

+
+

(
属)

颯
個

目
.
σ壷

(
属)
瑚
制

塞

声
-

O .

◎Od

十
ー

週

翻

燦

謹

副

幸

翼

劇
・
燦

oo
.

雲

寸
.

自

ゆ
.
①祠

d
.
O
σ魂

(
嘱)

幽
網

O
.
σ魂
d

(

賊)

瑚

糊
一

醤ー1

1

1

十

ー

-　

十

ー

i

ll

-

oO
.
d

蟹

翻

燦ー

農

損

十
ーI

t

寸 .
祠

週

禦

環
・

塁

損

寸
.
○煙

ーレ

旧

,

ー

◎◎
.
eQ

d
.

●壷

oo
.
祠

ー1

胴ー

ー

(
試)

醐
糊

(
虞)
趨鯉

ー

ー

1

十

+
+

週

颯

燦

渥

要

ー

鰹

諜
蚕
柊牽稲

ゆ
.
N

-1
σ辺
.
●Q

O .

σQ

;

険
M
図＼

O。。

ー

ー
ー

卜.
唄

(

冒)

調

囲

oら
.
刷

ー

-

図
＼寸

。q

図一
、孚

図
H
＼。う

一

図

δ
。。

図＼
o
。・

　

i
国-

箕

鰭

寵

l

I

l

II
■ l

l

ー

ー}
ーー

ロ

興

↓

遜
ロ

罵ー1

↓
遜
ロ

8匝剛「鼻
↓

遜
ロ
。う
ト

ロ
O
ゆ

ロ

8「1ーロ911しー「i

ロ
。q
祠

諏

ロ

輯

髄

壊

哩ー　

唄
遜
ロ

苺

ー

ロ
ト

熱

ロ

緯

姪

糞
駆
1

ロ
。o

ロ

ρ

国
。○

ロ
O

餐
ロ
へ

測
妬

鰹
輿
駆

ロ

雪f

ロ

9

葱
ロ
、

製
ぜ

懸
燃
駆

ー1

-1

「

ー

-

ー
i

9

蓼
ロ
・

馴

最

駆丞田誓距瞑 ',

藤邸緒バ

ロ
O

掻
ロ
、

蝦

最

盟鎖田幾盗喧

鎌邸電搬n

十

十

十

十

十

幽

冥

罧

叫

1

薯

虞

震

塒

㎝
戴㎝
胆㎝

華諾
ゆ .
d

X
ゆ
.
一

O
.

e壷

×

ゆ .

eQ

口-

剛

目レ
＼
。○

1

-

11
1!一

一

響
迷
起

魅
「
塾
」嫁。賦9寝嶽懐

1

一

一

1
煙
屡
K
拠
「
へ
」遭訳9寝嶽領

　

ー

ゆ
.
σQ

X

O
.
oう

属

i
I

l

l

属

昆
。。

」

屋剰
。。

O .

σ辺

X

O
.
●q

-
ll

l

}

犀
、α◎

昌
＼。○

肛

樹
攣

目〉

＼
●硫

ロ

綱
攣

-

1ー

ー

潔
螺

L憶

蟹『

鐘
喫

競
喫

謎
喫

ー

I

I

1

1-

-1

惑

匝

適

ー

I

I

l

I

I

-1国

区

環、

競

脚ロおーllliー

目〉
＼寸

ーi

l

ゆeQ

oっーー1ー」
ー
トOO寸

ーI

ード

ー

○ゆ

◎う

ー

i『

ー

図

鼠1ー

1

ロ
O寸

ー俘

。。

「

ロ
O
。○

ロ
O
。○

国
O
。○

ー

-

i寒ー

訓

出

慧

榮

超

怒

嶽

機

昌＼
自

目
〉＼
コ
ー!

1

昌＼
コ

ロ
興

蚕

鞘謹

趣

魍
d
.
O

租
姻
糞
』

翻
く

1

ー
}

目
〉
、

コiーー
i

O
.
一

ー

il目＼
①

-鰹

嶽
-

樋
}国興譲起ビ趣魍祠.O楓細送」翻くーーーー,-1(糊)瑠志坦ど鑓遇OQ自自

1

-1

-

i

ー

ロ

譲

坦

起

麹

塁

O
り
㊤

O
.
d

目〉
＼コー

ー

O
.
d

-1
1

-
l
t
ー目、㊦

O
.
一

ー1

ー

目
〉、
O

O .
d

(属

)

糊

騨

蕾

攣

寵
`

ー

目＼
①

「ー

ーi

j

O
ゆ
oっ

目
ミ①

ー

(
属)

倒
調
盤
蚕坦K趣魍目.O揮娼送』翻くー1

ー

。
。。
。Q

一

。
。。
。。

O
Qo
oっ

ゆ①

oっ

(
属
)

網

調

盤

鐘

ゆ
寸
oっ

一

。
。・
。・

…

。

鵠

一

頃
oo
oっ

O
O寸

ρ

1

(嘱

)

側

調

壇

象

証

藩

鷺

(
属)

倒
調
盤
志坦K怒魍一.O揮ぜ糞」副く

遡直

K
嵐
「
へ
」
麹

訳
9
渥
魑
鱈

1

8
。。

一

〇寸

。。

9
。。

一

ー

O
ゆ
o◎

Oめ

oり

ー1

目『

ー,

(
嘱
)

鯛

劉

盤

鞍ー

ーi

l,

i

ー

証

簿

漸

iP

叩

1

1

1

ー

ーー

F

I

i

…

轡
■

1

響
屡
望
趣
「

含

鞍

訳
9
濫

魯
儀II-11

ー

ーρ

仲
坦ーーー縫

聴
皿

IIliOり
瓢

面
ー

ー

1無

㎞
ド鍵

嶽
姐

畦
姐
ー

i

・

0

叩
川

ゆ川

川

図

繭

黙

〇

一

〇

i

0

0

ー

111
1贈

黙

1

督
藤
邸
電
石
塾
n

O
寸

一

①孕。

}

。。
。。

卜
o◎

O
oっ

焦

御
爆
罐

墜
起
駕

「
き
」
麹
訳
9

＼
懸
緯

証
理

(
屡
執
)

榔

8

蕪

曜
養
鰭
霰

11
督
孫
邸
習

弔
塾
回

,

勾
爆

響
墜
起
駕

「
へ
」
麹
訳
9

、
逃
縫
譲

坦
K
劃
謎

O
O
国

艦

9

蕪



第12號 】 工藤=結 核二於ケル「アレルギー」ノ本態蛇二免疫 トノ關係二關スル研究 1515

シ、 時 日ノ脛過 ト共 二攣化 セル局所所見、局所

淋 巴腺、潰瘍等 ニ ツキテ精査 シタ。感染後80日

目一剖検 シ局所淋巴腺及 ビ 内臓所見 テ 記載 シ

タ。

第一項 皮下注 射群

本群 ノ實験 成績 第16表 テ 見ル ト、 「ツ」皮 内反

慮1泣 ニゴ,ホ 氏現象早期 反慮ノ・何 レモ 陽性 デア

ル。局所淋 巴腺燭知迄 ノ日数 ノ・封 照(第20表)

二比 シ李均3日 遅 ク、潰瘍 ノ・李均1日 早 ク嚢 生

シテヰル。然 シ治癒 ハ著 シク早 ク李均8日 デ消

失 シテヰル。剖検所 見 テ 見 ルニ23號 海瞑 ノ脾

臓r一極 ク輕 度 ノ病憂 ガアツタ ノミデ、他 ノ4頭

ノ各臓 器 ニノ・著憂 ガナ ィ。 局所 淋巴腺 ノ病攣 モ

封照 ヨ リ僅 少 デ アル。 以上 ノ所見 ハ コッホガ記

載 シタ所 見 トー致 スル虚 デ、 「ア レルギー」ト免

疫 トハ李行 シテ謹 明 サ レタノデアル。

第二項 筋 肉内注射群

本群 ノ實験 成績 デアル第17表 チ見ルニ 「ツ」皮

内 反癒拉 ニ コッホ氏現象早期反慮 ノ・28號 テ除 ク

ト、何 レモ陰性 デ アル ノーモ拘ノ、ラズ、局所 淋

巴 腺 ノ腫脹、 潰瘍 獲生 ハ封照 ヨリ遅延 シテ牛ル

シ、潰瘍 ノ存在期 間 モ短 イ ノデアル。剖検所 見

モ封照 二 比較 スル ト著 シク良好 デ、26號 ト28

號 二 輕度 ノ病攣 アル ノミデアル。即 チ28號 海

第三節 小

人型F株 加熱死菌接種海狽中皮下及 ビ腹腔内注

射群ハ「ツ」皮内反慮拉 ニ コッホ氏現象早期反磨

陽性 ノモノ多 ク、筋肉及 ビ静脈内注射群ノ・陰性

デアル。然 シ局所淋巴腺、潰瘍拉 二剖検所見ノ・

之 ト反封デ兎疫数果ノ・後者却 テ大 デアル。

BCG接 種海狽皮下及ビ静脈内注射群ノ・大罷「ア

狸 テ除 ク時 ノ・「アレル ギー」反鷹無 キ ニモ拘ハ ラ

ズ冤疫的数果 ノ・著 明 デアル。

第 三項 静 脈内注射 群

本群 ノ實験成績 デアル第18表 ヲ見 ルニ、「ツ」皮

内反慮及 ビつ、,ホ氏現象早期反慮 ノ・、第35號 海

瞑 テ除 キ何 レモ強 陽性 デア・し。 局所淋 巴腺 燭知

迄 ノ日数 ノ・封 照(第20表 ノト大差 ノ・ナィガ、潰

瘍 ノ登 生稽 ≧早 ク潰瘍 ノ存在期間 ノ・著 シク短

イ。剖検所 見ノ、31號 海狽 ト35號 海瞑 ノ脾臓 二

輕度 ノ病攣 アル ノ ミデ、他 ノ海狽 ノ各臓器 ニハ

著攣 ヲ認 メナ カツタ。 第35號 海猿 ハ「ア レル ギ

ー」反慮陰性 ナルニモ 拘 ノ・ラズ 冤疫 的数果 ハ大

デアル。然 シ大膿 「アレルギー」ト免疫 ノ・李行 シ

テヰル藍見ガアル。

第四項 腹腔内注射群

本群 ノ實験成績 デアル 第19表 ヲ見ル ニ、感染

前 ノ「ツ」皮 内反慮 ノ・第36號 海獲以外 ハ何 レモ

陽性 デア リ、 コヅ・ホ氏現象早期 反鷹 ノ・5例 共 二

強 陽性 デアル。然 ルニ局所淋 巴腺及 ビ潰瘍所 見

ノ・封照 ト大差 ガナ ィ。 内臓 ノ病攣 モ僅 カニ少 イ

位 デ大艦封照 ト攣 リガナイ ノデアル。 即 チ 「ア

レルギー」反慮前三群 二比 シ最 モ著 明 ナル ニ拘

ノ・ラズ免疫的敷果 ノ・最 小 デ アル。

括

レルギー」反慮 ト結核免疫 トハ拉 行 シテヰル ガ、

筋 肉内注射群 ・、「ア レル ギー」反慮無 キ ニ免疫 敷

果大 ナルモ ノアリ、腹腔 内注射群 ノ・「アレル ギ

ー」反慮著明 ナルニモ拘 ハ ラズ 免疫数果 ハ 反 テ

少 イ ノデアル。

第五章 総括虻二考按

人型F株 加熱乾燥死結核 菌接種 海狽 中皮 下拉 二

腹腔 内注射 ノ場合ノ・「ヅ」皮 内反磨 陽・性二轄化 シ

タが、筋 肉及 ビ静脈 内接種 ノ場合 ハ陰性 デァッ

タ."SlidecellCulture"法 二依ル全 血液 ノ

結核菌嚢育阻止作用ハ筋肉内接種海狽最モ強 ク

静脈内、皮下 ノ順 デ、腹膣内注射 ノ場合ノ・「ツ」

皮内反磨陽性 ニモ拘ハラズ結核菌褒育阻 止作用

ノ・最 モ悪 イ。
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BCG接 種 海狸 二於 ケル 「ツ」皮 内反慮 ハ 皮 下及

ビ静脈 内注 射群 陽性 デ而 モ結核菌褒 育阻iL作 用

張 キ ニ反 シ、筋 肉内注射 ノ場合 ハ 「ツ」皮 内反鷹

陰性 ノモ ノ多 キニ拘 ハ ラズ、結核菌褒 育阻止作

用 ノ・最 モ良 イ。腹膣 内接種 ノ場合 ハ 「ツ」皮 内反

慮強 陽性 ナル=、 結核菌登育阻 止作 用ノ・4頭 中

最 モ悪 イ。

コッホ氏現象早期反磨 ト局所淋巴腺、 潰瘍 所見

及 ビ剖検所 見 トノ關係 モ略 篭同檬 ニ シテ、 「ツ」

皮 内反慮拉 ニ コヅホ氏現 象早期 反慮陽性 ナルニ、

局所淋 巴腺、 潰瘍 拉 二剖検所 見 ヨ リ見 タル免疫

数 果 ノ・僅 少 ノモ ノガ アル。

加熱死菌 トBCG接 種 二於 ケル免疫数果 ハ先人

ノ研究 ト同様BCGガ 勝 ツテヰルガ、加熱死菌

ト錐 モ大 量使用 スル時 ノ・相 當 ノ冤疫数果 アル事

ガ分 ル。

伊藤 ㈹ノ・死菌免疫 ノ場 合 「ア レルギー」ノ・弱陽性

二登 現 スルモ、"SlidecellCulture"法 ニ ヨ

ル結核菌 嚢育阻止作用 ハ認 メ ラレヌ ト報 告 シテ

ヰル ガ、恐 ラク菌量 ノ關係 ニ ヨルモ ノ ト思 ノ、レ

ル。 死菌免疫 ニ ヨ リ或程 度 ノ結核免疫 成立 スル

コ トノ、既 二Zinnsser,Ward,Jennings(79),Pe-

troff(80),Petroff,Branch,Jennings(8i),Tho-

ma(sa),Branch,Enders(56),Westenrijk(85・,金

倉㈹(87)ノ諸 氏 ニ ヨリ登表 サ レテヰル。 加熱死菌

第六章 結

1)人 型F株 加熱 乾燥 死菌 ラ以 テ海猿 テ免疫 ス

ル際、筋 肉内及 ビ静脈 内一 接種 スル時 ノ・「ツベ

ル ク リン・アレルギー」登現 スル コ トナ ク シテ免

疫 ラ成立 サ セル コ トガ出來 ルガ、腹腔 内接種 ノ

際ノ・「ツベル クリン・ア レルギー」著 明 二畿 現 ス

ル モ免疫 ハ ソレニ件 ノ・ナ イ。皮 下接種 ノ場合 ハ

「ツベル ク リン・ア レルギー」 ト売疫 トハ 共 二存

在 スル。

2)BCGテ 以 テ海狽 ラ免疫 スル時、筋 肉 内接

種 ノ揚合 ノ、「ツベル ク リン・ア レルギー」件 ノ、ズ

シテ著明 ノ免疫 テ獲得 スル コ トアルモ、皮 下静

脈 内接 種 ノ際 ノ・雨者共 二不行 的 二存在 スル。然

接種 ノ際,,SlidecellCulture',法 二依 ル全

血液 ノ結核菌褒育阻 止作用 テ謹明 シタモ ノハ今

迄 見當 ラナ イ様 デ アル。今村、澁川㈹ノ・「ア レル

ギー」 ト 「スライ ドツェル カル チュア」ノ成績 トハ

逆行 スル ト云 ヒ、即 チ「アレルギー」陰性 ナル ト

キ ハ菌檜 殖陽性 ニ シテ、菌檜殖 陰性 ナ レバ 「ア

レルギー」陽性 ナ リ ト述 べテヰル ガ、余 ノ實験

成績 二依 レバ カ ・ル詮 ノ・成立 シナ イ ノデ アル。

コ。ホ氏現 象 ノ免疫學的意義 ハ 緒論 二於 テ述 べ

タ如 クR6mer(2),Hamburger(3〕 二依 リ確立 サ

レタ ノデ アル ガ、Rich,McCordock(83)ノ ・之 テ反

駁 シ、更 二Meyer,且arington(84)ノ ・實験 的 二之

ラ否定 シテヰル。Selter(25)ノ・コヅホ ノ基礎實験 ハ

專 ラ皮 膚組織 ノ「アレルギー」性攣 調 二關係 シ、

海狸 二於 テノ・結核 ノ重症型 二起 ルモ ノデアル。

而 モ結核菌 ノ身禮 侵入 テ妨 ゲル コ トハ出來 ヌ ト

述 べ テヰル。WalterPagel(32)モ 非 特異 的 二冤

疫家 兎 ノ脱感作 テ行 ヒ、コッホ氏現 象 ノ早期 反慮

テ起 サ シムル コ トナク シテ、何等発疫力 ノ減退

テ起 サヌ コ トニ成功 シテヰル。斯 ノ如 ク早期反

慮起 ラザルモ発疫 アル コ トノ・余 ノ實験 二於 ケル

場 合モ同様 ニ シテ、加熱 死菌 ラ筋 肉内或 ノ・静脈

内=一注射 セル時叉 ハBCGテ 筋 肉内 二注射 セル

時早期反慮何 レモ陰性 ナルニ拘 ハ ラズ免疫 ノ・或

ル程度詮 明 サ レル ノデ アル。
9

論

シ腹腔 内接 種 ノ際ハ「ツベル クリン・アレルギーJl

著 明 ナル ニモ拘 ハ ラズ免疫 ハ高度 デナ イ。

3)加 熱 乾燥 死結核菌 二依 ル免疫 ノ・BCGノ ソ

レヨ リモ多少劣 ル コ トアルモ、大 量使用 スル時

ノ・比較 的高度 ノ免疫 テ獲 得 セ シメル コ トガ出來

ノレ0

4)以 上 ノ實験 成績 ヨリ冤疫方 法 ラ異 ニスル時

ノ、、 「アレル ギー」ト晃 疫 トノ、常 二影 ノ形 二添 フ

如 ク拉行的 二存在 スル モ ノデナ イ ト云 フコ トガ

ユ=ヘ ル 。

5)「 ツ ベ ル ク リ ン ・ア レ ル ギ ー 」ノ、結 核 発 疫 ノ

随 俘 現 象 卜思、ノ、レル 。
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第二編 皮内及 ビ皮下注射 二依ル結核晃疫拉 二「ツベルク リン・

アレルギー」ノ比較研究

第一章 緒

茂 膚 ガ免 疫膿産生 ノ重要器官 デ アル ト云 フコ ト

ハ、10歎 年來 一般 的 二信 ジラレテヰ タ ノデ ァル

ガ、 多 クノ・臨休 的裡 験 二基 クモ ノデ實験 的根嫁

ナ シニ推量 サ レテヰタ ノデアル。例 ヘ バ麻疹、

狸紅熱 痘癒 水痘 ノ如 キ獲疹 テ主徴 トスル疾

患 二於 テ、皮膚 二特別 ノ豫防的敷果 ガ アルモ ノ

ト思ハ レテヰタ。亦徽毒 ノ如 ク初 メニ皮 膚 二病

漿 ガ起 ル時へ 神経系統 ガ冒サ レル コ トノ・少 イ

ト云ノ・レ、皮 膚結核患 者ノ・肺結核 ニナ リ難 イ等

デアル。庶疹 ノ如 キノ・皮 膚嚢疹輕度 ノ時反 テ症

歌 瞼悪 トナル コ トノ・稀 デナイ。Degkwitz(i)・ ・

皮 膚襲疹 ノ著明 デアツタ塵 ノ恢復期患者血清 テ

言

以 テ、此 ノ關係 テ明 カニ シタ。 即 チ皮膚 ノ、機械

的防禦力 ノ外 二特異的生物學的作用 テ有 シ、 内

臓 ガ疾病 二侵 サ レル コ トテ防 グ爲 二、 強 イ特 異

的皮膚刺戟 二依 テ褒生 スル冤疫禮 テ形成 スル ト

述 ベテヰル。Bruno(2)及 ビJadassohn(i9)ノ 、種 々

ノ「ア レル ギー」性皮膚疾 患 テ親察 シ、皮膚 ラ診

断 二利 用 シ、皮 膚 ト免疫 トノ關係 テ臨抹的 二明

カニ シタ.最 近 二至 リ皮 膚 ト免疫 トノ關係 ガ實

験 的二謹 明 サ レ、種 々論議 サル ・二至 ッタ。即

チ経皮免疫、皮 内注射等 ガ重要視 サルル ニ至 リ

從 來鷹用 サ レテヰル皮下、筋 肉、静脈 内接種法

等 モ再検討 スル必要 二迫 ラレテヰル ノデアル。

第二章 文厭概要

皮 膚 ト免 疫 ト ノ關 係 二 就 テ 最 初 二 實 験 ヲ企 テ タ ノハ

Bruno・Bloch(2)デ ア ラ ウ。 彼 ・・1917年 二次 ノ如 ク結

論 シテ ヰル 。 皮 膚 ・・生 物 學 的 作 用 二 依 リ細 菌 ノ侵 入

ヲ防 禦 スル 重 要 ナル 器 官 デ ア ル。 結 核 、徹 毒 、白癬 菌

性 旬行 疹 ノ「ア レル ギー」二於 テ、皮 膚 ・・他 ノ総 テ ノ器

官 以上 二 「ア レル ギー」性 免疫 及 ビ過 敏 性 二關 シ、圭 導

的 役 目 ヲ演 ジテ ヰ ル.印 チ 「ヂ フテ リー」ヤ 破 傷 風 二於

ケ ル血 清 免 疫 二 匹適 ス ル モ ノデ アル ト述 ベ テ ヰ ル
。

Hoffmann(3)及 ビMemmesheimer{4)・ ・皮 膚 ノ特 別 ノ

生物 學 的 作 用 ヲ「エ'ア フィラキ シー」ト命 名 シ、 皮 膚 二

於 テ 内臓 及 ビ耐 輕 系 統 二 病 源 菌 ヤ 毒 素 ノ 侵 入 ス ル コ

レ ヲ防 グ物 質 、叉 ・・一 旦 侵 サ レテ モ之 二封 シ治 療 的 二

作 用 ス ル 物 質=が産 生 サ レル ト云 ヒ、純 梓 ノ機 械 的 防 禦

作 用b「 エ ゾフィラ キ シー」トヲ 匠 別 シ テヰ ル。 富 永(5,

ハ 「エ ゾフ・ラ キ シー」學 説 二封 シ實 騨 勺詮 明 ヲナ シ
、

皮 膚 ・・外 的刺 戟 二 封 シ 反 慮 スル ノ ミナ ラズ異 種 蛋 白

ノ非 経 ロ的 侵 入 アル 場 合 ニ モ 受 刺 戟 状 態 ヲ示 ス モ ノ

デ、 外 的 刺 戟 二封 シ保 護 作 用 ヲ替 ム ノ ミナ ラズ
、内部

二 向 ケ ラ レタル 防衙 作 用 ヲ 有 ス ト云 フ 「エ ゾフ
。ラ キ

シー」學 説 二封 シ、 一 ツ ノ實 験 的根 擦 ヲ提 供 シ得 タル

モ ノデ アル ト述 ベ テ ヰ ル
。 更 二Mtiller(6)ノ 、Aolan

(異 種 蛋 白製 剤)0・21tEヲ 皮 内 二 注 射 ス ル ト著 明 二 白

血 球 培 多症 及 ビ 局所 反 慮 ガ 皮 下注 射 同 櫟 二起 ル ト云

ヒ、 淋 毒 性 尿 道 炎 二50--100同 之 ヲ 皮 内 二 注 射 シテ

著 数 ヲ得 テ ヰ ル。Bloch(7)ノ ・「ヨー ドホ ル ム」ト「ト リ

コ ブ イチ ン」過 敏 性 患 者 ノ皮 膚 ヲ健 康 者 二移 植 シテ 見

タ所 、正 常 ノ皮 膚 二 ・・見 ラ レナ イ過 敏 性 ガ移 植 皮 膚 二

謹 明 サ レ タ。此 ノ實 験 成 績 ヨ リ「ア レル ギー」疾 患 ノ皮

膚 二 ・・特 別 ナ抗燈 が存 在 シテ 居 リ、 細 胞 性 ノ「ア レノレ

ギ ー」ヲ示 シ タモ ノデ アル ト結 論 シテ ヰル 。 更 二 彼 ・・

動 物 實 験 二 於 テ皮 膚 ノ移 植 ヲ 行 ヒ 「ア レル ギー」ノ被

働 性 試 験 ヲ行 ツタ カ'失敗 二蹄 シタ。Fellner(8).・ 「ツベ

ル ク リ ン●ア レル ギ ー」個燈 二、 齪 切 法 ニ ヨ リ「ツ ベル・

ク リソ」ヲ以 テ丘 疹 ヲツ ク ラ セ、 之 ヲ切 リ取 ツ テ ソ ノ

浸 出 液 ヲ調 製 シ、 「ッ ベル ク リン」ヲ 加 ヘ テ 「ツ ベル ク

リン」反 磨 陰 性 者 ノ皮 内 二注 射 シテ見 タ所
、「ツベ ル ク

リ ン」ノ ミデ ノ・反 慮 ガ起 ラ ヌ ニ モ 拘 ・・ラズ、 此 ノ場 合

昌 ノ・注 射 個 所 ノ「ツ」皮 内 反 慮 ノ・陽 性 トナ ツ タ ト報 ツ
、

「ツ」反 磨 陽性 者 ノ 皮 膚 中 ニ ノ・抗 髄 反 慮 ヲ 起 スー一種 ノ

物 質 ガ存 在 シテ ヰル ト考 へ 、 此 ノ物 質 ヲProcutinト

命 名 シテ ヰル 。Martenstein及 ビSchapiro(tl)・ ・Fellner

ノ實 験 ヲ確 カメ、更 二結 核 海 猿 及 ビ健 康 海 狸 ノ皮 膚 浸
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出 液 ト「ソ ベル ク リソ」ト ノ混 合液 ヲ 健 康 海 狸 ノ皮 内

二 注 射 シタ トコ ロ、結 核 海猿 ノ皮 虜 浸 出液 ヲ用 ヒ タ場

合 ノ ミニ、注 射 個 所 ノ「ツ」皮 内反 慮 陽性 デ ア ツ タ ト述

ベ テ ヰ ル。 夏 二Martenstein「101・ ・「1・リコ フィチ ソ・ア

レル ギ ー」動 物 ノ皮 膚 二 特 異 性 抗 髄 ヲ謹 明 シテ ヰル 。

BlumenthaluHaupt(lllノ ・之 ヲi追試 シ テ ソ ノ事 箕 ナル

コ トヲ詮 明 シタ。Martenstein・ ・抗 元 ヲ皮 内 二注 射 後

直 二接 種 個所 ヲ切 リ取 ル コ トニ依 リ、特 異 性 抗 髄 ガ接

種 個所 二初 メ テ産 生 サ レ、次 デ他 ノ場 所 ニ ソ ノ後 血 流

中 二登 現 スル コ トヲ確 カ メ タ ノデ アル ガ、是 等 ノ特 異

性 抗 盟 ノ・Fellnerノ 云 フProcutinト 同様 ノ モ ノデ

アル ト考 ヘ テ ヰ ル。

然 シ乍 ラー 方Klempereru.Peschic{12)・ ・Fellner及

ビMUIIerノ 實 験 ヲ追試 シ テ 見 タ ガ、 之 ヲ 確 カメ ル

コ トカ・出來 ナ カツ タ。 卸 チ皮 膚 卜免 疫 過 程 ト ノ間 ニ

ノ・何 等 特 別 ノ關 係 が 見 ラ レナ カ ソ タ ト云 ツ テ ヰ ル 。

Bessauu.K6hler1B)モ 亦 同様 ナ 観 察 ヲ 下 シテ ヰ ル。

Hokeu,L:mg「14D・ 「ツベ ル ク リソ」ト「ツ ベル ク リン」

丘 疹 浸 出液 ト ノ混 合 液 注 射 ニ ヨ リ「ッ」反 庶 ・・培 強 凶

ル カ●、他 ノ非 特 異 性丘 疹 寝 出液 二依 テ モ 同様 二「ツ」反

磨 ヲ強 メ ル コ トガ出 來 ル カ ラ、之 ノ・非 特 異 性 炎 衝 作 用

デ アル ト云 ツ テヰ ル 。 即 チ是 等 ノ研 究 者 ノ・Fellner/

Pmcutin説 二 劉'シ テ 疑 問 ヲ 持 ツ テ ヰ ル ノ デ アル 。

Krauspe(15)ノ ・「チ フス ・ワ ク チ ン・」ヲ少 量宛 皮 膚 ノア ラ

ユ ル 場 合 二異 ツ タ方 法 デ 注射 シ、ソ ノ数 果 ヲ見 タ所 ソ

ノ差 ノ・僅 少 デ ア ツ タ コ1・カ ラ、Klempererガ 指 適 シ

タ鮎 二 同意 ヲ表 シ、皮 膚 ・・特 別 ノ免 疫 作 用 ナ シ ト結 論

シテ ヰ ル。Moral(16)モ 同 様Krauspeト 同 ジ實 験 成 績

ヲ得 テ ヰ ル。 爾Prausnitzu.Ktistnerk17))"記 載 シ タ如

ク 「ア レル ギ ー」患 者 ノ血 清 中 ノ抗 燈 ヲ 健 常 ノ皮膚 二

被 働 的 二移 ス コ トガ出 來 ル コ トカ ラ、皮 膚 ノ抗 艦 産 生

説 ノ・著 シ ク制 限 サ レル 様 ニ ナ ツタ.彼 等 ハ魚 肉 ノ「ア

レル ギー 」患 者 血 清 ヲ健 康 者 ノ皮 内 二注 射 シタ 所 陽 性

ノ結 果 が得 ラ レタ ガ、枯 草 熱 「ッベ ル ク リン・ア レル ギ

ー」、 馬 血 清 「ア レノヒギー」 二於 テ ノ・陰 性 デ ア ツ タ。

Biberstein(18)ノ ・「マ ー キュリー一一一」、 「サ ル ゾル サ ンJ、 「ウ

ノレゾール 」、 「フォル マ リソ」、;ピ ラ ミ ドン」過 敏 性 患 者

血 清 ノ被 働 性 試 験 二 成 功 シ、Jadassohn(19)・ ・「セル リ

ー」過 敏 性 患 者 二於 テ成 功 シテ ヰ ル 。 夏 二Coca及 ビ

Grove(20)ノ ・「アvル ギー 」患 者 ノ血 清 二Reaginト 彼 等

,ガ呼 ソデ ヰ ル 抗 髄 ノ 存在 スル コ トヲ 確 カ メ テ ヰル 。

Tufta.Ramsdel(21)モ 血 清 病 ノ血 清 中 二Reaginヲ 誼

明 シ テ ヰル 。 然 シ「ヅベ ル ク リソ ・アVル ギー 」、「プy

モ ー ル」過 敏 性 ヤ 「プ リモ ー ル 」滉 疹 デ ・・成 功 シテ居 ラ

ナ イ(Blochu.Jadassohn)Prausnitzu.Kifstnerハ 枯

草 熱 ノ場 合 二皮 膚 組 織 細 胞 ヲ被 働 性 試 験 ニ ヨ リ、 「ア

レル ギー」 ヲ移 ス コ トヲ 企 テ タ ヵ"、Bibersteinr?2},

Lehner,Rajka`23)・ ・成 功 シナ カ ツ タ。

Urbach(21'二 從 ヘ バ是 等 ノ 方 法 ・・物 理 化學 的 作 用 二依

リ抗 盟 ガ破 壊 サ レル 恐 レア リ トシ、彼 ・・Konigstein(25)

ト共 同 デ 「ア レル ギー 」疾 患 二於 テ、「カ ソ タ リヂ ン」ヲ

以 テ水 庖 疹 ヲ ツ ク ラ セ、ソ ノ中 ニ アル 液 髄 中 ノ抗 艦 ヲ

詮 明 シ ヨ ウ トシ タ。水 庖 中 二 ・・血 清 ヨ リモ多 量 ノ抗 盟

ノ存 在 ス ル コ トヲ信 ジテ ヰ タ ノデ アル。 彼 等 ノ・砒 素,

大 変 、「アル ニ カ」ニ ヨル 「ア レル ギ ー」二於 テ、被 働 性

試 験 二成 功 シタ が、 馬垢 「ア レル ギ ー」疹 、 砒 素 疹 、

Spirizo・Erythemaデ ・・失 敗 シタ。同様 ナ方 法 デPerutz(26)

・・「テ レペ ンチ ン・ア レル ギー」ノ場 合 二、 水 庖 疹 ヲ用

ヒ テ 被 働 性 二 「ア レル ギー」 ヲ移 ス コ ト が 出來 タ。

Riehl`27)モ 自然 二婁 生 セ ル 「サル ゾ ル サ ン」水 庖 疹 二於

テ 「ア レル ギ ー ノ被 働 性 試 験 二成 功 シ タ カ"Prausnitz・

KUstner氏 法 デノ・何 レモ失 敗 二蹄 シ テヰ ル。元 來組 織

球 性 抗 髄 ・・血 液 中二極 ク僅 カ シ カ移 行 シナ イ1・Urbach

ノ・述 ベ テ、 之 二 讃 意 ヲ表 シテ ヰル 。 更 二Urbachハ

Prausnitz・Ktistner氏 反 磨 ・・直接 反 慮 デ、 水 庖 疹 ノ ソ

レノ・問i接反 慮 デ アル1・云 ツ テ ヰル 。

K6hleru.Heilmann(28)ノ 實 験 ・・、 少 量 ノ 家 兎 血 清 ヲ

人 ノ皮 内 二注 射 ス ル ト、同量 静 脈 内 二=注射 セル 場 合 ヨ

リモ高 度 ノ皮 膚 過 敏 性 ガ得 ラ レル コ ト ヲ示 シテ ヰル。

更 二彼 等 ・・種 々 ノ「ア レル ギー」駄 態 二於 テ、特 異 性 抗

髄 ガ皮 膚 二於 テ形 成 サ レル コ トヲ、被 働 性 實 験 ヨ リ誼

明 シテ カ ラ、愈 く彼 等 ノ信 念 ヲ強 メ テ ヰル 。 亦 皮 膚 ノ・

抗 細 菌 性 抗 髄/産 生 個所 デ アル コ トヲ 蟹 験 的 二 立謹

シ テ ヰル 。Fernbachu.Hllssler(29)・ ・赤 痢 「vPチ ソJ・ヲ

皮 内 ト筋 肉 内 二 注 射 シタ 後 抗 盤 量 ヲ 測 定 シタ所 同一

デ アツタ1・報 ジテヰル 。亦Hach(30),Bordaj,Melnyk(se)

ノ・家 兎 ノ静 脈 内 二 強毒 葡 萄 状 球 菌 ヲ{'L射 セル 後、 脾

臓 、 血 液 、皮 膚 二於 ケ ル 細 菌 数 ヲ検 査 シ タ所 脾 臓 二於

テ ノ・常 二不 墾 的 二存 在 シ、血 流 中 デ ・・減 少 シ、 皮 膚 二

於 テ ノ・注 射 後3時 間 迄 ハ脾 臓 ト同 一.一デ、ソ ノ後 ノ・死 ヌ

迄 場 加 ンテ行 ク コ トガ謹 明 サ レタ。此 ノ事 ハ急 性 致 死

的 感 染 二於 ケル 皮 膚 ノ演 ズル 役 目 ノ重 大 サ ヲ物 語 ル

モ ノデ アル1・ 述 ベ テ ヰル 。Michael(31)・ ・「チ フヌ 」菌 ノ

如 〃内臓 二作 用 スル 菌 ヨ リモ、寧 口皮 膚 二作 用 スル 菌
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ヲ用 ヒル ノ が合理 的 デ アル トナ シ、葡 萄 状 球 菌 感 染 ノ

場 合 ノ血 清 ヤ葡 萄 状 球 菌 「ワ ク チ ソ」ヲ 種 々ナル 方 法

デ 注射 シ タ時 ノ血 清 二就 テ凝 集 便 ヲ検 査 シタ所 、皮 内

注 射 及 ビ静 脈 内 注 射 ノ・筋 肉 内注 射 二勝 リ、葡 萄 状 球 菌

ヲ皮 膚 二 感 染 シタ場 合 ノ 血 清 ノ凝 集 債 ・・著 シク高 度

デ ア ソ タ ト報 ジテ ヰル 。ソ レ故 二皮 膚 ノ・抗 禮 産 生 二重

要 ナ ル 器 官 デ アル ト述 ベ テ ヰル 。

斯 〃 圭 張 二封 シMoral(16　 及 ビKrauspe(15)/2人 ・・種

々 ナル 方 法 二依 リ「チ フ ス・ワク チ ン」ヲ注 射 シテ見 タ

が、 皮 膚 二特 別 抗 膣 産 生 ノ作 用 ヲ認 メ ヌ ト云 ヒ、Stal

u.Winkler〔32)・ ・「チ フス ・ワク チ ソ」ノ 少 量 ヲ用 ヒ テ實

験 シタ結 果 皮 下 注 射 法 ガ 他 ノ 何 レ ノ 方 法 ヨ リ凝 集 素

産 生 ガ最 モ大 デ アル ト云 ッ テ ヰル ガ、抗 趨 産 生 場 所 二

就 テ ノ・論 ジ テ ヰ ナ イ。

LTuft(21)2・ 「チ フ ス」ノ混 合 「ワク チ ソ」ヲ皮 内、皮 下 、

静 脈 内 二注 射 シタ所 、皮 内注 射 ノ場 合 凝 集 債 最 モ高 キ

故 、皮 膚 ガ抗 燈 産 生 二能 働 的 二作 用 シテ ヰル コ ト・・事

實 デ アル ガ、他 ノ組 織 或 ハ器 官 トノ・無 關係 二軍 濁 二産

生 ス ル モ ノデ ・・ナ イ ト述 ベ テ ヰル 。即 チ注 射 後 局 所 二

蛋 生 ス ル 抗 盤 ノ・、局 所 ノ網 状 織 内皮 細 胞 系 統 ノ刺 戟 二

依 テ登 生 ス ル ト云 フ 根 擦 二 立 ツ テ初 メ テ 鮮二明 トナル

モ ノデ アル ト論 ジテ ヰル 。術 皮 内 注射 後 生 ズル 活 働 性

免 疫 抗饅 ノー部 分 ノ・抗 原 ノ吸 牧 二蹄 セ ラ レル ガ、大 部

分 ノ・局所 二 固 定 サ レ、ヨ リ大 ナル 抗 髄 ノ刺 戟 ガ局 所 二

起 ル モ ノデ アル ト述 ベ テ ヰル 。

箭 頭 岡 ・・「チ フヌ」及 ビ「コ レラ・ワク チ ソ」ヲ家 兎 ノ皮

内 及 ビ皮 下 二注 射 シタ後 、 凝 集 反 慮 ヲ試 ミタル所 、皮

内 注 射 法 ノ・皮 下 注 射 法 二比 シ 稽 く勝 ル コ トヲ實 験 的

二誼 明 シタ。更 二鈴 ポ35)・・皮 膚 結 核 二「ッ ベル ク リ ソ」

ノ皮 内注 射 療 法 ヲ 試 ミ些 力認 ムベ キ 結 果 ヲ得 タ ト報

ジテ キル 。

以上 ノ如 ク皮膚 ト免疫作用 トノ關係 二就 テノ・種

々論議 サ レテヰル ガ、皮膚 ガ免疫 作用 二重 要 ナ

役 目テ演 ジテヰル コ トテ主張 スル研究者 ガ多 イ

様 二思 バ レル。 「ア レル ギー」疾患拉 二急性傳染

病 二於 ケル特異性抗膣 ハ皮膚 二於 テ形成 サ レ、

而 モ或疾 患 二於 テノ・全身免疫 ラ起 ス抗禮 ガ皮膚

二於 テ産 生 サ レル コ トテ圭張 スルモ ノガ多 イノ

デ アル。

結核免疫拉 二 「ッベル ク リン・ア レル ギ_」 ト皮

膚 トノ關係 二就 テ ノ實験報告 ノ・少 イ様 デアル。

依 テ人 型F株 加熱 乾燥 死菌、BCGテ 免 疫元 ト

シテ、海狽 ノ皮 内及 ビ皮 下 二注射 シ 「ッベル ク

リン・ア レル ギー」、補禮 結合反慮、「スライ ドツェ

ルカル チュア」法 テ試 ミ、雨者 ノ比較研究 テ爲 シ

タルニ、以下述 ブルガ如 キ成績 テ得 タル故此塵

二登表 シ先輩諸賢 ノ叱正 ラ請 ハ ントスル モ ノデ

ア ル 。

第三章 實験材料虻二實験方法

(一)供 試 獣

300-400瓦 ノ健康雄性海猿30頭 ヲ使用 シ、 實験前

「ツ」皮内反磨ヲ検 シ陰性 ノモ ノノミヲ實験 二供 シタ
。

(二)供 試 菌

免疫二用 ヒタ菌ノ・人型F株 加熱乾燥死菌及 ビBCGデ

前編二述ベタモノト同一菌株デアル。「スライドツェル

カルチaア」二使用 シタ菌・・ぺ1・ラニアー二氏培地4

週 間培養 ノ人型F株 結核菌デアル。

(三)免 疫方法

人型F株 加熱乾燥死結核菌 ヲ5日 毎 一1.0彪 宛3同

夫 々5頭 ノ海猿 ノ皮内及 ビ皮下二注射シ、BCGノ ・

1・0睡1同 夫 々5頭 ノ海猿 ノ皮内、皮下二注射 シタ。

10頭 ノ海猿ハ封照bシ タ。

(四)「 ッベルク リン・アレル ギー」検査法

傳研製蕾「ツベルクリン」ヲ食盤水 ヲ以テ10倍 二稀澤

シ、ソノ0.1粍 ヲ濾 ノ虜毛 シタル側腹壁皮内二注射

シ、48時 間後 ノ[登赤腫脹 ヲ測定、直裡0.5糎 以上陽

性 トシタ。各免疫群 ノ最後ノ虜置ヨリ10日 目、20日

目、30日 目二 「ツ」皮内反磨 ヲ行 ヒ、「アレルギー」ノ

有無 ヲ精査 シタ。

(五)補 超結合反磨

1.豫 備試験

(イ)溶 血素

良ク洗言條セル山羊血球 ヲ10琵 ノ滅菌蒸瑠水二10%、

20%、50%二 溶血サセ、5日 毎 二家兎 ノ耳静脈 ヨリ前

記溶血液ヲ注射 シ、最後 ノ塵置ヨリ1週 間後二探血、

該血清 二就テ溶血債 ヲ測定 シタ所6400倍 デアツタ。

依テ使用量ノ・3200倍 液1・シタ。

(口)「 アンチゲソ」

人型F株 結核菌及ビBCG各20瑳 ヲ馬鵬 ノ乳鉢吋二
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テ20琵 ノ滅菌蒸1瑠水ヲ以テ卒等 ノ菌液 ヲ調製、100CC

1時 間加熱後2時 間振盤機 二掛ケル。食璽170彪 加

^冷 室ニー夜静置 シ、沈下セル菌塊 ヲ除キ、之v=1

%「vチ チソ」1蝿 加ヘタモノデアル。此 ノ「アソチグ

ソ」ノ軍掲溶血阻止作用 ヲ見 タルニ1:10/2.0蛯 ガ

最少溶血妨止量デアツタ。依 テ、使用量ハ1/4量 郎 チ

1:10/0.5蝿 ヲ用 ヒタ.

(ハ)補 髄 ノ使用量

5頭 ノ健常成熟海狽 ヨリ早朝空腹時二探血、得タル血

清 ヲ混合 シ、食魎水ヲ以テ10倍 二稀繹 シタモノ0・5

耗 ヲ使用量 トシタ。

(二)血 球俘游液

脱繊維素山羊血液 ヲ良ク洗潅 シ、2.5%ノ 血球液 トシ

テ使用シタ。

2.本 試験

各免疫海猿最後 ノ虞置 ヨリ10日 、20日 、30日 後 二探

血、得 タル血清ヲ非働性 トナシ、之vヲ0・5蛯 ノ倍藪

稀繹 トナ シ、「アソチゲソ」、補髄各0・5蝿 ヲ加へ37。C

1時 間、感作血球液1.0蛯 加 ヘタ後37℃2時 間、 ソ

ノ後冷室二1夜 静置翌 日成績ヲ剣定 シタ。表ニハ柵、

柵、什、十、±ノ中十 ノ血清稀繹倍藪 ヲ記載 シ他 ハ省略

シタ。

(六)「 スライドツェルカルチュア」

各免疫海猿最後 ノ塵置 ヨリ1ケ 月目二實施、7日 間

37。C二 培養鏡検 シタ。實験方法虹二成績剃定法ノ・第

一編 二記載シテアル故省略スル。

第四章 實験成績

第一節 人型F株 加熱死菌皮内注射群

本群 ノ實験 成績 ノ・第1表 二記載 シテ アル。 「ツ」

皮 内反磨iノ・免疫完 了後10日 目二3頭 輕度陽性、

2頭 ノ・陰性 デ アル。20日 目モ大差 ナ ィガ、30日

目 一ノ・何 レモ陽性 デアル。

補盟 結合反慮 ノ・10日 目ノ・陰性 デアル ガ、20日

以後 ハ陽性 デア リ、30日 目 二於 ケル成績 ハ何 レ

モ64倍 迄 陽性 トナ ツテヰル。

「スラ イドツェル カル チュア」ノ成績 テ見 ルニ、2

例 ハ全 ク結核菌 ノ登育阻 止 サ レ、3例 モ極 ク僅

カニ」曾殖 ノ傾 向 アル ニ過 ギナt。

第二節 人型F株 加熱死菌皮下注射群

第2表 ノ・本群 ノ實験 成績 デ ァル。 「ツ」皮 内反慮

ノ・10日 後 ニ ハ1例 輕度 陽性 デ他 ノ・陰性 デァル

ガ、20日 後 一ノ・4例 陽性、1例 陰性 デアル。30

日後 ニノ・5例 共 二陽性 デア リ、皮 内注射群 二比

較 スル トキ特別著 シイ差 ノ・認 メラ レナ ィ。

然 シ補禮結合反慮 ノ成績 ハ明 カニ劣 ツテ居 リ、

10日 目ノ・陰性、20日 目ニノ・8倍 陽性 デ アルガ、

皮 内注射群 ノ・16倍 デアリ、30日 目ニハ抗 膿 ノ

壇加 ガ 見 ラレナ1ノ ニ、皮 内注射群 デノ・64倍

ト明 カニ檜 加 シテヰル ノデアル。補 膿結合反慮

性抗膣 ニノ・雨者 二判然差異 ガ認 メ ラレル。

更 二 「ス ライ ドツェル カル チュア」ノ成績 テ 見 ル

ニ、結核菌 ノ登育檜殖 ハ封 照群(第3表)ヨ リハ

僅 カニ阻il.サ レテヰル ガ、皮 内注 射群 二比較 ス

ル時 ハ明 カニ差異 ガ認 メ ラレル ノデ アル。 即 チ

皮 内注射群 二於 テハ軍 二登育 ノ傾 向 ガ認 メラ レ

ル ノ ミデアル ガ、 本群 二於 テハ明 カニ増殖作 用

ガ認 メラ レル ノデ アル。

第三節BCG皮 内注射群

第4表 ガ本群 ノ實験成績 デ アル。 「ツ」皮 内反慮

ノ、10日 目二1例 陽性 ナルモ他 ノ、何 レモ 陰性 デ

アル。20日 後 ニノ・5例 共 二陽性 デ アル ガ、30日

日 ニノ・1例 陰性 トナ リ他 ノ4例 ノ・輕 度陽性 デア

ノレo

補 膣結合反慮 ハ20日 目迄陰性 デ アルガ、30日

目二至 リ4倍 一一8倍 陽性 デアル。

「スラ イドツェルカルチュア」ノ・1例 僅 カニ結核菌

ノ登育 ノ傾 向 アル ノ ミデ、他 ノ・何 レモ壇殖 ガ認

メラ レナ イ ノァ アル。
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第四節BCG皮 下注射群

本群 ノ實験成績 ノ、第5表 二記載 シテアル。 「ツ」

皮 内反慮 ノ・10日 目二1例 陽性 デ他 ハ 陰性 デア

ル。20日 目 ニノ・5例 共 二陽性 デアル。30日 後 ニ

ハ更 二著 明 トナ リ中 ニハ中心部壌死 二陥 ツタモ

ノモ アル。概 シテ皮 内注 射群 ヨリ「アレルギー」

強度 ノ檬 デアル。

補禮結合反磨 ノ・30日 後 迄陰性 二終 ツ 久 自ロチ

補膣結合反慮性抗禮 ノ・詮 明 サ レナカ ツタ。此 ノ

貼皮 内注射群 ト差異 ガ アル。

「スラ イドツェル カル チュア1ノ 成績 ハ2例 ハ全 ク

結核 菌 ノ畿 育 ノ・認 メラ レメガ、2例 ハ褒育檜殖

ノ傾 向 アリ、1例 ハ僅 力乍 ラ檜殖 ガ認 メ ラレタ。

即 チ皮 内注射群 ヨ リ結 核菌 ノ登育阻止作用劣 ル

ノ ア ア ル 。

第6表 ノ・封照群 デアル ガ表 テ見 レバ何 レノ成績

モー 目瞭 然 デ アル。

第五章 総括虹二結論

人型F株 加熱乾燥死 菌 テ皮 内注射 セル場合 ト皮

下注射 セル場合 トニ於 ケル、 「ツ」皮 内反慮 ノ・殆

ドソノ差異 テ認 メル コ トガ出來 ナ ィガ、補膿結

合反癒及 ビ「ス ライ ドツェル カル チュア」二於 ケル

成績 ハ何 レモ皮 内注射勝 ツテ居 ル。換言 ス レバ

「ツベ ルク リン・アレル ギー」ノ・同一 デモ 雨者 ノ

発疫敷果 ノ・異 ル ノデ アル。

BCG注 射 海猿 二於 テノ・「ツ」皮 内反磨皮下注射

群彊 ク、皮 内注射群僅 カニ弱 イ ノデ アル。補 膿

結合反慮及 ビ「ス ライ ドツェルカルチュア」ハ何 レ

モ皮 内注射群勝 ツテヰル。帥 チ皮 内注射群 ハ皮

下注射群 二比 シ 「ツベル ク リン・ア レル ギー」弱

キニ拘ノ・ラズ免疫敷果 ノ・梢 ≧大 デ アル コ トハ注

目スベ キコ トデ アル。

人型F株 加熱 死菌 トBCGト ラ比較 スル ニBCG

ノ・菌 量少 キニ拘ハ ラズ免疫敷果 ノ・大 デ アル。然

シ「ツベル ク リン・ア レル ギー」ニノ・大差 ガナ ィ。

以 上 ノ實験成績 ヨリ「ツベルクリン・アレル ギー」

ト結核 免疫 トノ間 ニハ李行 關係 ガ認 メ ラ レナ{

ノ ア アル 。

第三編 非 「ア レルギー」性結核兎疫 卜非免疫性 「ツベルク リン・

ア レルギー」二關スル研 究

第一章 緒 言

緑色連鎖状球菌或 ノ・加熱 乾燥死 結核 菌 テ家 兎叉

ノ・海狽 ノ静脈 内 二注射 スル時ノ・「ア レル ギー」ノ

件 ノ・ザル免疫 ノ成立 スルコ トノ・既 二Clawson品

Baker〔3}及 ビ余 〔4)ガ報 告 シタ通 リデアル。

次 二免疫 ノ件 ノ・ヌ「アレルギー」二關 スル報告 ノ・

第一編 二於 テ記載 シタ如 ク多撒 アルガ、 中 ニモ

以下述 プル庭 ノ報告 ノ・吾人 ノ注意 テ喚起 スル ニ

足 ルモ ノ ト思 ノ・レル。 即 チMcJunkin(5)ノ ・「オ

レイ ン」酸叉 ノ・「オ リー ブ」油 ラ以 テ虎 理 セル 死

結核 菌 テ海狽 ノ皮下 二注射 スル時ノ・、一定期間

後 「ツベル ク リン」二依 リ壊死性及 ビ潰瘍 性 ノ反

慮 ガ起 ル コ トテ述 べ、遠藤、 石川 ⑥雨氏 ノ種 々

ノ油剤 テ以 テ結核 菌乳剤 テツク リ、「ツベ ル クリ

ン」感 性賦與試験及 ビ 免疫實験 ラ行 ツ タ虜 、或

程度 ノ免疫作用 ト強度 ノ「ツベル ク リン・アレル

ギー」轄化 二 成功 シタ ト報 告 シテヰル。更 二 遠

藤(7)ノ、「オイカ リプ トー ル」二10%ノ 割 二 沃度

「フォル ム」テ溶解 シ
、之 二同量 ノ 「オリー ブ」油

テ混 ジタル液 テ以 テ中等度毒力 ノ人 型結 核菌乳

剤 テツク リ、5書 夜艀卵器 二置 イタ後 遠心沈澱

シb上 清液 テ除 キ菌盟 テ2同 「オリー ブ」油 ・;一,テ

洗縢 シ、最後 二「オ リー ブ」油 テ以 テ1%ノ 乳剤

トナ シ、 ソ ノ0.5-1.5耗1-3同 海 猿 ノ皮下 二

注射 スル トキ ハ、注 射後16日 目二 「ツ」皮 内反
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慮 陽性 トナ リ、 同株 叉ハ異株 ノ人型結核 菌 ノ感

染 二封 シテ或程 度 ノ免疫的敷果 ア リ ト報告 シテ

ヰル。Saenz(7,ハ 「ワゼ リ ン」油 ト死結核菌 トデ

乳剤 テツク リ之 テ 「ピペづト」テ以 テ 海猿 ノロ内

二注 入 スル時ノ・15日後 二著 明 ナ「ツ」皮 内反慮現

バ レル ト云 ヒ、 ソノ後 彼(8,ノ・此 ノ乳剤 テ海狸 ノ

皮 下 二注射 シテ,6日 後 二Ut・=「ツ」皮 内反慮張

度 トナ リ、15-20日 後 ニハ出血性壌死性反慮登

現 スル コ トテ観 察 シテヰル。昨年彼 ～}ノ・鳥型結

核菌 ノ「ワゼリン」油乳剤 ヲ海狸 ノ皮 下 二注射 シ

テ6日 目二「ツ」反癒 陽性 トナ リ、15日 後 ニノ・壌

死性 炎衝磯現 スル コ トテ 報告 シタ。 尚 「ラノリ

ン」、卵黄 、植物性油乳 剤 ニテモ 同様 ナ 強度 ノ

反慮 ノ現 ノ・vル コ トラ立誼 シタ。Saenz(lo)ノ ・ヵ

カル「アレル ギー」状態 ト結核免疫 卜如何 ナル關

係 ニ アル カテ見 タ虎、再感染 サ レタ結核菌 ノ・局

所 二抑制 サ レ、附近 ノ淋巴腺 二撒布 人ル コ トラ

防 グ ト云 ツ タガ、 ソノ後 ノ報 告 二依 レバω ヵ ・

ル「ア レルギー」ノ・強毒結 核菌 ノ感染 二封 シ何 等

発疫的数果 ノナィ コ トテ述 べ、 「ア レルギー」ト

免疫 トノ・異 ツタ作用 デ アル ト報告 シテヰル。

Coulaud(12)ノ ・流動 「パラフィン」テ 用 ヒテ死結核

菌乳剤 テ ツク リ、之 テ家兎 及 ビ海狽 ノ皮下 二注

射 スル トキハ、23-30日 後 二強度 ノ「ア レルギ

ー」登現 スル ト云 ヒ、而 モ 激年持綾 スル ト述 べ

テヰル。Lagrange(i3)ノ ・「ラ ノリン」ト死結核菌

トテ以 テ海猿 テ塵 置 スル トキハ11日 目 二「ア レ

ル ギー」礎現 スル コ トテ述 べ、Hensel'i41ノ ・「ラ ノ

リン」、 「ワゼ リ ン」ト死結核菌 ノ合剤 テ以 テ 海

狽 テ免疫 シ「ア レル ギー」及 ビ高度 ノ冤疫 テ獲 得

シタ ト報 ジテヰルガ、Boguetu.Laporte'15'ハ

「ラ ノリ ン」中 ノ加熱 死菌ノ・抵抗力 ニサ シタル影

響 ナ シ ト云 ヒ、之 テ否定 シテヰル。 「ワゼ リン」、

流動 「パ ラ イン」、「ラノ リン」、卵 黄 「オ リー ブ」

油等 ノ鑛物性或 ノ・動 植物 性油 ト死結核菌 トノ乳

剤 テ以 テ動物 テ塵 置 スル トキノ・、死菌軍掲 二比

シ著明 ノ「アレルギー」檜強作 用 アル コ トノ・前記

諸氏 二依 リ報 告サ レ、 ソ ノ事實 ナル コ トノ・疑 ハ

ザルモ、免疫 トノ關係 ハ或 ハ肯定 シ或 ノ・否定 シ

未 ダ確認 サ レテヰナ ィノデアル。依 テ余 ノ・之 テ

確 カ メタル上、非 「アレルギー」性 免疫 ト比較 研

究 セ ンガ爲 メ次 ノ實験 テ企 テタ塵、所期 ノ結果

テ得 タル故此虎 二報 告スル次 第 デ アル。

第二章 實験材料虹二實験方法

(一)供 試 菌

人 型F株 加 熱 乾 燥 結 核 菌 、4週 間 ペ トラニ ア ー 二 氏培

地 培 養 ノ人 型F株 結 核 菌 。

(二)供 試 獣

300-400瓦 ノ 成 熟 海 狸 ノ15頭 ヲ 使 用 シ、 豫 メ10%

蓮 「ツ」皮 内 反 磨 ヲ検 シ、陰 性 ナル コ ト ヲ確 カメ テ ヵ ラ

實 験 二供 シタ。

(三)「 ツ ベル ク リ ソ・ア レル ギ ー」検 査 法

第 一編 二記 載 シタ方 法 ト同 様 デ アル が、各 免 疫 海 狸 ノ

最 後 ノ塵 置 ヨ リ1週 間 後 及 ビ 「ス ラ イ ドツrル カル チュ

ア」法 實 施 前 二實 験 シタ.

(四)免 疫 方 法

15頭 ノ海猿 ヲ3群 二分 チ、 第1群 ノ・非 「アvル ギ ー

性 免 疫 海 猿 群 、 第2群 ハ 非 免 疫 性 「ア レル ギ・一・一一」海 狸

群 、 第3群 ノ、封 照 デ アル 。

第1群 人 型F株 加 熱 乾 燥 死 菌2.0、3.O、4.0、5.0

選 ヲ夫 々0.1--O.2蝿 ノ食 盤 水 二成 ル ベ ク亭 等 二浮 游

セ シメ、4日 毎 二5頭 ノ海 狸 ノ前 肢 ノ静 脈 ヨ リ注 射 シ

tlZe

第2群 流 動 「パ ラ フィ}・」1.0耗 二 人 型F株 加 熱乾 燥

死 菌1・0雇 ヲ混 和 シ成 ル ベ ク卒 等 ノ乳 剤 ヲ調 製 シ、5

頭 ノ海 狸 ノ皮 下 二 」三射 シタ。

第3群 無 虜 置 ノ5頭 ノ健 常 海 萎冥デ ア ル。

(五)沈 降 反 旛

沈 降 反 鷹 二用 フル 「ア ン 千 グ ン」二 ・・種 々ア ル が、 井

上(16)ノ・結 核 菌 ヲ蒸 躍 水 ニ テ施 置 シ、ソ ノ浸 出液 ニ テ優

秀 ナ成 績 ヲ得 テ ヰル シ、渡 邊17・r・・結 核 患 者 ヨ リ分 離 培

養 シ タ菌 ヲ蒸 瑠 水 ニ テ菌 液 ヲ ツ ク リ、良 ク振盟 シタ モ

ノヲ細 菌 濾 過 管 デ濾 過 シタ モ ノニ ツ キ實 験 シ
、免 疫 元

ト シテ優 レテ ヰ ル コ トヲ報 告 シテ ヰル 。同僚 草 場(18)・・

結 核 菌 ヲ蒸 鯉 水 ニ テ 塵 置 シタ 菌 液 ヲ 加 熱 振 盟 シタ モ

ノヲ遠 心 沈 澱 シ、ソ ノ上 清 ヲ用 ヒテ沈 降 反 鷹 ヲ行 ヒ、
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抗 酸 性 菌 ノ分 類 二 磨 用 シテ 良結 果 ヲ得 テ ヰ ル。 依 テ

余 モ亦 之 ヲ追 試 ン テ 数 群 ノ海 狸 二就 テ 實 験 シタ 繹 デ

アル 。

沈 降 元 製 法 。 ペ トラ ニ ア ー 二 氏 培 地4週 間 培 養 ノ 人

型F株 結 核 菌 及 ビBCG各20彪 ヲ、20耗 ノ滅 菌 蒸li留

水 ヲ以 テ乳 鉢 内 ニ テ卒 等 ノ菌 液 ヲ調 製 シ、100。C1時

間 加 熱 ン、2時 間 振 盛 機 ニ カケ、 之 ヲ 遠 心 沈 澱(1分

間4000回 廻縛)シ 、 ソ ノ上 清 ヲ=沈降 元bシ タ。

沈 降 反 慮 ノ實 験 法 ・・成 書 二 記 載 シテ ア ル 通 リデ アル

ガ、各 海 猿 免 疫 注 射 完 了後8-10日 後 二探 血 、 該 血 清

ヲ倍 数 稀繹 シテ前 記 沈 降 元 トノ沈 降 反 磨 ヲ行 ツ タ。

(六)補 髄 結 合 反 磨

fア ソ チ ゲ ソ」
、結 核 ノ補 髄 結 合反 慮 二 關 ス ル 業 績 ノ・枚

學 二逗 ナ キ程 多 数 ア リ、從 テ使 用 セル 「ア ン チ ゲ ソ」モ

種 々ア リテ何 レモ 實 験 者 ノ用 ヒ タ 「ア ソ チ ゲ ン」ヲ優

秀 ナ モ ノ ト信 ジテ ヰ ル。 例 ヘ バBesredka(19)氏 抗 元 、

MillerandZinsse〆20)氏 抗 元 、Wilson(21)氏 抗 元 、Pe・

tro任「劉氏 抗 元 、Fleischer-lves(23)氏 抗 元 、Klopstocku.

K6ster(24)、 ノ「テ ベ プ ロチ ソ」,長 谷 川(27)氏 抗 元 、 鴻

上 ノSqualo-Tuberkulin「`es・ 〈26)ソノ 他 多 倣 ノ 「ア ソチ ゲ

ソ」ガ獲表サレテヰルガ、余ノ・沈降反慮二用 ヒタ「アソ

チグソ」ヲ使用 シテ實験 ヲ行ツタ。郎チ各群免疫注射

完了後9--11日 険二探血、該血清0.5蝿 ヲ倍数稀繹 シ

テ、補艦結合反慮 ヲ實施 シタノデアル。實験方法ノ、第

ご編 二記裁 シタ通 リデアル。

(七)「 ス ライ ドツ呂ル カルチaアJ法

實験 ・・第一編二記載 シテアル方法二從テ實施 シタ。

各群免疫注射完了後17-18日 後 二實験 シタ ノデア

ノVo

(入)コ ッホ民現象

各群免疫注射完了後人型F株 結核菌0.1彪 ヲ、第1群

二於テノ・12日 後二、第2群 二於 テノ・18日 後二封照群

ト共 二夫 々皮内二注射シタ。48時 間後二於ケル局所 ノ

獲赤腫脹ヲ測定 シ、直径0.5糎 以上ヲ以テ早期反慮陽

性 トシタ。時日ノ経過 ト共二攣化 スル 局所所見虹二

局所淋巴腺鰻知迄 ノ 日鍛及 ビ潰瘍獲生迄 ノ日倣並二

存在期間ヲ表示 ジタ。

(九)剖 槍

コソボ氏現象 ノ生菌注射後2ケ 月目二屠殺 シ、内臓所

見、局所淋巴腺等二就テ表示スルコ トニシタ。

第三章 實験成績

第 一節 「ツベ ノレク リン・ア レノレギー」ト沈 降反 膳 成績

第 一項 第1群

木 群 ノ實験 成績 ノ・第1表 二記載 シテアル如 ク、

「ツ」皮 内反 慮陰性 ナルニ拘 ノ・ラズ、沈 降反慮 ハ

8--16倍 迄 陽性 デ アル。表 中 帯、→十、+、± トア

ル ハ重層 輪 ノ澗濁 度 テ示 シタモ ノデ ァル。

第呂項 第2群 及ビ第3群

第2表 ガ第2群 ノ實験成績 デアル。「ツ」皮内反

癒ハ何 レモ陽性デアルガ、沈降反慮ハ線 テ陰性

ア ア ル 。

第3表 ハ封照群 ノ實験成績 デ「ツ」皮内反磨、沈

降反慮共 二陰性 デアル。

第 二 節 「ツーN"iノレ ク リ ン・アVノ レギ ー一.1ト 補 燈 結 合 反 態 成 績

第一項 第1群

本 群 ノ實験成績 ハ第4表 二記載 シテ アル如 ク、

「ツ」皮 内反磨陰 性 デア ル ガ、 補罷結合反鷹 ハ

512-1024倍 迄 陽性 デアル。 表中 ノ冊、柵、十、

+、 ± ノ・溶 血防 止 ノ程 度 テ示 シタ記號 デアル。

第呂項 第2群 及ビ封照群

第5表 ガ第2群 ノ實験成績 デアル。 「ツ」皮内反

慮ハ何 レモ陽性ナルニ拘ノ・ラズ、補盟結合反慮

ノ・陰性デアル。第6表 ハ封照群 ノ成績 デアル。
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第1表 加熱死菌静脈内注射海猿 ノ10%醤 「ツ」皮内反慮及 ビ沈降反磨成績

海 狸 番 號 10
-一 否

15 28 29 30

性

毛 色 白黒

實験前10%「 ツ」皮内反慮

♂

三毛

實 験 開 始 時盟 重(瓦){

實 験 終 了 時燈 重(瓦)

　　 　

3201 320

325

281XI

14.0

315

♂

白黒

♂ 舎
　 　 　

白茶1三 毛

305 400 310

菌
日
菌

遡

死

死

-、

熱
i

熱

ロ

一ロ
量

力
完

力

株F
射
型人
注

秩

・

F
射
型人
注

310

28/XI 281XI

420330

281XI28/XI

14.0 14.014.0 14.0

人型F株 加熱死菌
注射後10%蕉 「ツ」
皮内反磨

検査日

巨

51X皿 51X∬ 5/X旺

一一 一 一1-一 一一 一 一

5/X皿

1

検i査 日161Xll

51聖

沈

降

反

磨

血
清

稀
繹

倍

2

4

8

16

32

64

128

柵

什

什

十

ヨ

61X皿

16響
什

6/X皿 61X皿

柵 柵

十十

十

±

什 十

十 ±

柵

朴

十

±

±

第2表 人型F株 加熱死菌及ビ流動「パラフィソ」皮下注射海狸 ノ

「ツ」皮内反癒及ビ沈降反慮成績

海 狸 番 號一 一_r
33層 34135 138139

一

垂 一一 密}一 一 一 一,一

實験前10%薄 「ツ」皮内反胞i

7
色

　一 一 一

舎 ♂1 ♂ 舎 ♂

毛 白茶 白黒 白黒 三毛
一 一1
白黒

-一}一 一 一,　

一 一 一 _一 「=
}

實 験 開 始 時 髄 重 「瓦、 370 390 370 300

一 一 』一 一

330
-『}

la20
5221XI

一

實 験 終 了 時 髄 重(瓦 、 390
一一}一 一 一

22/XI

400 385

一 一 一

315

人型F株 加熱死菌及 ビ流動「
パラフィソ」皮下注射日

一 一

221XI 22/XI

一一 一

22/XI
▼-r

人 型F株 加 熱 死 菌
注 射 量(選)

『

1.0 ・,・i・.・
1

11.oα α

一
1.0

剛 一 一 一

1.0

一 一一 一 　}　 一

1.0αG流 動 「パ ラ フィソ」注 射 量

『 『

1.Ocα 1.OGα

一 一一一 一

1.Oc.α

人型F株 加熱死菌

及 ビ流動「パラフ。
ソ」注射後10%薄
「ッ」皮内反磨 「〒「

検 査 日291XI
『 一 　 一 一 皿

29/XIl291XI 291XI 291XI

R1.5×1.2 0.7xO.7i1.5x1.5 0.7×0.8 1.0×1.0

1.3×1.0 0.5×0.5i1.3×1.3 0.5×0.6 0.8×0.8

沈

降

反

磨

検 査 日 21X旺
一一 二
_}

噌 　 一

一

『一一}二 一 『 一

21X皿 21X∬ 2/XH 2/X皿

血

清;

稀1

澤}

倍

数i

12
一 一 一 一

4L 一 1-一 一

8 一
一

一i一 一

16 二 ■ 隔 一 一 一 一

32

}
一 一一 一 丁　一一

64

『 一
一

　 一一一一=一 』}

一 『=

_『 『

一 一 一 一

一
一

一 =皿 一
二}

128 一 一 一 一
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第3表 健常海猿/10%奮 「ツ」皮内反慮及 ビ沈降反慮(封 照)

海 猿 番 號 41 42 43 44 45

性 ♂ ♂ 舎 ♂ ♂

毛 色 三毛 白茶 白黒 白黒 白

實験前10%蔭 「ツ」皮内反磨 一 一 一 一 一

實 験 開 始 時盟 重(瓦) 320 365 305 370 305

實 験 終 了 時髄 重(瓦) 340 370 325 380 330

沈

降

反

磨

検 査 日 41X皿 41X∬ 41X皿 41XH 41X∬

血

清
稀

繹

倍

籔

2 一 一 一 一 一

4 一 一 一 一 一

8 一 一 一 一 一 ■

16 一 一 一 一 一

32 一
_一 一_二 ,_==

一 一

64 一 一 一 一 一

128 一 一 一 一 一

第4表 加熱死菌静脈内注射海猿 ノ10%奮 「ツ」皮内反慮及ビ

補燈結合反磨成績

海 狸 番 號

性

毛 色

實験前10%「 ツ」皮内反磨

實 験 開 始 時髄 重(瓦)

實 験 終 了 時盟 重(瓦)

注
人 型F株 加 熱 死 菌
射1完 了 日

注
人 型F株 加 熱 死 菌
射 量 (種)

1015

舎 ♂

白黒1三 毛

　
3201320

325315

281XI281XI

14.014.0

28

含

白黒

305

29

舎

白黒

400

30

♂

三 毛

310

310 420 330

281XI

14.0

28/XIi281XI

14.oi14.0

加熱死菌注射完了L検 査 日一5/X皿
5/Xll 5/X皿 5/M 5/Xll

後10%蕾 「ツ」皮内R

反慮1

検 査 日 7/Xll 71X皿 7/M 7/X皿 7/X皿

柵 }

}「冊

柵

柵 「

冊

惜 「

督

十 皿

±

一
一

=

柵

柵

柵

柵

冊

冊

柵

朴

十

±
一

-
一

冊

㎜冊

柵

柵

冊 …
冊

柵

朴

十

±

柵

冊

冊

-

1

--
ー

r

　

柵

冊

一

柵

ー
け

一一柵 冊
騙
冊

柵

朴

+㎝

±

一

冊

冊 }

冊

柵

謝

一

朴

十

ー±ー

2

4

}

8

16

32

64

伽
鰯

膿
2410

螂2

血

清

稀

繹

倍

数

!

補

髄

結

合

反

磨
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第5表 加熱死菌及ビ流動 「パラフィソ」皮下注射海狸 ノ

10%蕉 「ツ」皮内反慮及ビ補燈結合反磨成績

海 猿 番 號

性

毛 色

實験前IO%奮 「ツ」皮内反磨

實 験 開 始 時 饅 重(瓦)

實 験 終 了 時 燈 重(瓦)

人型F株 加熱死菌及ビ流動
「パラフィン」注射日

合型騨 袈纏 劃
流 動「パ ラ フ.ソ」注 射 量 「

人型F株 加熱死菌
及ビ流動「パラフィ
ン」皮下注射後10

%鳶 「ツ」皮内反磨

検 査

検酬

33

♂

白 茶

370

390

221XI

1.0

1.Occ

29/XI

補

饅

結

合

反

血

清

稀

繹

倍

1.5×1.2

11.3×1.0

日3/X[

2

4

8_
16

32

64

128

25Ω
_

512

1024

2048

第6表(封 照)

34

♂

白 黒

390

400

22/XI

1.0

1.Oac

291XI

O.7×0.7

0.5×0.5

3/X[

35

♂

白 黒

370

385

221XI

1.0

1.Oaa

29/XI

1.5×1.5

1.3×1.3

31X皿

一 一一一一一一 一■
-1一

38

含

三 毛

300

315

221XI

1.0

1.Occ.

291XI

O.7×0.8

0.5×0.6

3!X皿

39

舎

白黒
一

330

320

22/XI

'

」

馬

1.0

1.Oqq

29/XI

1.0×1.0

0.8×0.8

31Xπ

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

健常海狸/10%醤 「ツ」皮内反磨及 ビ補燈結合反慮成績

海 狸一一一歪.一 號141

性 ♂
一 一_______一 一一

毛 色1
一

42 43144 45
一 一

♂ 舎1♂ 舎

三毛 白茶 白黒
i

白黒 白黒一

實験前10%奮 「ツ」皮内反慮
一 一 一 一 一

實 験 開 始 時 盤重(瓦) 320 365 305 370 305一

實 験 終 了 時盟 重(瓦) 340 3701 325 380 330

1検 査 日 51X皿i51X∬15/XU 5/X皿5/X∬

1 2 _1
■_二 二_

一 一二.1-』 二 一 　=

.一 一=_._7 }『
1

ヒニ 」 一二二こ⊥

}一=

一 一

4
二__.一

二&
16

}一`=

一
一= 　

一 _一__==

補

燈

結

合

反

磨

32

●

___二__一_

一 …=一
一　-1『 一　 一一　一 一

一

.一 ニ

ー

血

清
1

稀

}繹

倍

数

一

_一塑Lゴ ー-1

一擶 一{…
二=一_
一

一 __==

一__ニ
ー

l
I

一 二
_一 一 一一 二

512-」
.r-・ 一一　 　『『

i一

'=
一一 『

1024
一 一一 一 一

=.__L 二
1_

一

一 一__=
2048_1　 ___

i
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第 三 節 「ツ(ミノレク リ ン ・ア レ・ノγギー 」ト「ス ラ イ ド ツェノレカノγチュア」成 績

第一項 第1群

木群 ノ實験成績ノ・第7表 二記載 シテアル如 久

「ツ」皮内反慮陰性ナルニ拘ノ・ラズ
、全血液内結

核菌 ノ獲育阻止作用ノ・著 シク大 デアルコ トノ・、

第7表

第9表 ノ封照群 ノ成績 ト比較 ス レバ、一一目瞭然

デ アル。 帥 チ 「ツベル クリン・ア レルギー」無 キ

ニ拘 ノ・ラズ免疫数果 ノ著 明 ナル コ トテ示 スモ ノ

テ アル。

加熱死菌静脈内注射海猿 ノ10%奮 「ツ」皮内反磨及 ビ

「スライ ドツヱルカルチュア」成績

30

♂

毛三1

一
I

I

一

脚姻
34

1

蜘 「5

「侶28

一
ー

i捉28

⑩141。014

皿期
一

一

簡15
一

一一ー
1

一 ーー

トー

一

1
「-I

」1

1一 一
ー1

ーー

一一

一一1一

一一
十

一

ー
一

1ー

「

29

♂

黒白

「
1
}

㎝10
一

一

皿鮒御15
一

Ii

-1

`
一

一一ー
ー
L「

ー

一

一「一一

一
i

一
十

28

舎

螺
一

猫
鋤

酊28

⑩14

⑳10
一

【

「一

一

I
I
i
I

l十
一「

十 ー

ー

15

舎

毛三
一

謝
謝

側28

⑩14

邸10
一

一
-

一

一
i

一

一

一

一

一

一一

一

ー

ドー

ー
ー
ー

一
一

一
±

一一
1
ー
ー
ー

10

一
ー±績成

10

♂

螺
一

謝

謝

澱28

』14

邸10
一

邸15ー慨15-i日査検

一
!

ー

1

一

一

一ー4

一」

5

±
l
1

6

號番狸海

性

色毛

慮反内皮物創脇脚験實
α◎重髄時始開験實

㈹重髄時了終験實
菌
日死月熱了加完株射F注型脈人静
菌
遡死(熱ロ量力株F射型人注

剤臓
R

1

2

3

7

8

19

Il

l

ー%麗鵠塑
静
奮

ーI

i

ー

ーー

ーー

iー

標

本

番

號「スライドツヱルカルチ呂ア
」 I
l

第呂項 第2群

本群 ノ成績第8表 テ見ルニ、「ツ」皮内反慮ハ強

陽性 ナルニモ拘ノ・ラズ、全血液 内ノ結核菌培養

成績ハ封照群 二比 シ殆 ド差異ラ認ムルコトガ出

來 ナ イ。 即 チ 「ツベ ル クリ ン・アレルギー」著明

デ アルニモ拘 ハ ラズ免疫 ハ ソ レニ俘 ツテヰナ ィ

ノア アル。

第四節 コッホ氏現象

第一項 第1群

第1群 ノ海猿 ノ免疫注射完了後12日 目=、0.1

・蝿 ノ食盤水二俘游 セル人型F株 結核菌0.1殖 テ

皮 内二注射 シタル 塵、早期反慮ハ 第10表 二記

載 シテアル如 ク、何 レモ陰性 ニシテ唯局所二極

ク輕度 ノ嚢赤黙 アリタルノミデアル。局所淋巴

腺鰯知迄 二李均12日 テ要 シ、局所 ノ潰瘍 ハ注

射後卒均14日 目二登生 シ、李均約38日 存在 シ
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第8表 人 型F株 加 熱 死 菌 及 ビ流 動 「パ ラ フィソ」皮 下 注 射 海 狸 ノ「ツ」皮 内反 慮

及 ビ 「ス ライ ドツ.,7Vカ ル チ=アJ成 績

海 猿 番 號1 33 34 35 38 39

性 舎 ♂ 含 ♂ 舎

毛
一一 一1

色i 白茶 白黒 白黒 三毛 白黒
一 一 一一 一一 一一 一 一_一`

㌔ 一一 一 一一一_魯__
實験前10%薄 「ツ」皮内反慮

一 一一一}

}
}一}}一 町

}}}一 一

一 一
一 ゴ=1

一 一

實 験 開 始 時髄 重(瓦) 370 390 370 1300 330

1

實 験 終 了 時 髄 重(瓦 ノ1一

鰐 靭難璽囎1
390

▼

410
-一 富

22/XI

1.0

390 1320
「

330
一}

22/XI 221XI

I-一 一一
1.0

22/XI
-一 一一一 　 一}一

221XI

注 射
人 型F株 加 熱 死 菌

量 鷹)
1.0 1.0

一}

1.0
一

流 動 「パ ラ フィソ」注 射 量1

一 畠 一

1.Ocα 1.0α α 1.Ocq 1.Oqα 1.0α α

皮下注射後10%薄
「ツ」皮内反磨

i検 査 日1 10/X皿 101XK 101XH }101XE 10/X∬

IRl
1.5×1.5 1.0×1。0 1.7×1.7

}1・2×1・2
1.5×1.5

l

I 1.3×1.31 0.8×0.8 11.4×1.4 11.0×1.0 1.2×1.2
一 凶

ヌ

検 査 日 101X皿

}101皿
i101X皿

101X皿 110/X皿

1標

11 十 1十 i一 十 1冊

2 十十
　

L一

一 申

一 1++ 十
ラ

イ 1
3 十

i 一 柵
レ

ー 十

ド

塁

劣
ノレ

乏
z

1

本

番

號

一

4 柵
il++

十i
1一

十
一

5 !冊 柵 一
!十 朴

61 i
++1 _}

1
十十

1

十 一

7} 十十1
一 一 一1 一

81 冊1 1

一 冊 一 柵
一

9} 冊1
2
十十1 一 i十

`
冊

10iI 十十 旨 十Hll l

一 什 冊

成 績 冊 柵1 冊 什 冊一一

第9表(封 照)健 常 海 猿 ノ10%薄 「ツ」皮 内 反 磨 及 ビ「ス ラ イ ドヅ=ル カル チaア 」成 績

海 猿 番 號 41 42 43 44 45

性 ♂ ♂ ♂ ♂ ♂

毛 色 三毛 白茶 白黒 白黒 白

實験前10%鱒 「ツ」皮内反鷹 一 一 一 一 一

實 験 開 始 時 髄重(瓦)『 『 一 320 365 305 3701305

實 験 終 了 時髄 重(瓦) 345 380 330 38。!34。

1ヨ
1

ラ1標

1検 査 日171X皿171XH17/X皿
　 --一 一 一 一 曹}}　 　 }

一

171X皿17/X皿

1 十1柵一一1 十 十十

2-1十 十十 十 十十
_レ____ 『

31冊 十十1冊 十十 十十
イ

ド

ツ
ヱ

ル

カ

ル

チ
ュ

ア
」

本

番

號

』___

成

炉 一}一 一

41十 十1冊 十
一 一 一一一

十 十十一
51十 十1十 柵 十

61

一一 一 一 一 一1 -一_一.

冊+i什
,

柵 ヒ 冊
17 柵 十十1十 十

1
柵 耳1

8

一

十十1 柵i柵 十十 柵

「一酉1++一 一 一9
,卿噛一}

10

什卜 一
一一 一 ト ー 一

柵 1冊i冊 … 冊 一
　 績

一　 一『 　 一

[

柵 冊1冊 冊 冊
1
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テヰタ。然ルニ封照群二於 テノ・淋巴腺鯛知迄 二

不均5日 デアリ、潰瘍嚢生迄 二13日 ニテ存在期

間著 シク長キニ比 スル時、著明ナル差異ガアル

ノデアル。帥チ局所淋巴腺鰯知迄 二本群 二於テ

第10表

ハ9巳 遅 ク、潰瘍號生迄 ノ日数 ノ・大差 ナfガ 、

存在期 間 二於 テハ2日 以上 少 イノデ アル。而 モ

封照 二比 シ早 ク治癒 シテヰル ノデ アル。

人型F株 加熱死菌静脈内注射海狸 ノ10%奮 「ツ」皮内反磨及ピコヅホ氏現象

海 狸 番 號 10
115128

29130
『 一 一 一

性
一一 一一 一

毛 色

♂ ・ ♂i♂ 舎 ♂
一　-1-『 一 一

白黒1三 毛1白 黒
一

白茶 三毛

:一

一 一 一_
實験前10%奮 「ツ」皮内反慮 一}-1一

一 一=

實 験 開 始 時 膣重(瓦) 3201320305 1

_._-L-__-

3251320
-一 一

1　 -

400

400310

人型F株 生 菌0,1種 皮 内

一淀 一」射_時 一盟 一里 一錬)

實 験 終 了 時 燈 重(瓦)
一一-_________一,_一_

人 型F株 加 熱 死 菌
注 射 完 了 日

330

一一1

410
滋

480
-

281XI
-r　 }

14.0

・345

-一 一一 　

380400410
一一 『 一 一一一

281XIl
I

一 一 }一 一

[

281聖L鯉 聖
.

1

281XI

人 型F株 加 熱 死 菌
注 射 量(瑳) 14.0

-一 ヨb

1Xπ

14.0 14.0
-_曹}

101X皿

一"-

14.0

人 型F株 生 菌 注 射 月 日 丁 一『盃1苅 「 一

『}一}一 一

101X∬ 101XH
・ 検 査 日 101Xπ 101X皿 101X皿 101XH 10!X皿

加熱死菌静脈内注
射後10%薔 「ツ」皮lR
内反慮:

一 一 一
●

一 一

1 一 一 一 一 一

コ
ッ

ホ

氏

ー

早 期 反 慮 一 一 一
・-1- 一

局 所 淋 巴 腺
鯛 知 迄 ノ 日敬

14日 10日
112日14日

12日

現
象
潰瘍登生迄 ノ日鍛 14日 14日

1

15日12日 14日
[

潰 瘍 存 在 日 数, 40日 34日 36日142日i38日

第11表 加熱死菌及 ビ流動「パラフィソ」皮下注射海猿 ノ10%懲 「ツ」皮内反磨及ピコッホ氏現象
一海 猿 番

・號 33 34 35 38 39

性 ♂ ♂ 舎 ♂

'一 一r-

♂㎜
毛 白茶 白黒 白黒 三毛 白黒_色 」
實験前10%蕉 「ソ」皮内反臆1一 一

_o
一 一 一

一
實 験 開 始 時 艦 重(瓦) 370 390 370 300 330

人型F株 生 菌0.1瑳 皮 内
注 射 時 盟 重(瓦)

390 410 390 320 330

實 験 終 了 時 髄重(瓦) 440 450 430 380 400

加 熱 死 菌 及 ビ 流 動「
パ ラ フ ィ ソ」 オ主 身寸 日

221XI 22/XI 221XI

}-

221XI
-一 　 一 一}一 _-

1.0

　 『-

1.0α α

221XI

人 型F株 加 熱 死 菌
注 射 量(竈)

1.0
一 一_

1.0 1.0 1.0

流 動 「パ ラ フ ィソ」注 射 量 1.0α α 1、0α α 1.0α α 1.0α α

人 型F株 生 菌0.1彪
皮 内 注 射 日

101X皿 101X∬ 101XE 10/X皿 101X皿

検査 日 101X皿 10!X江 101X皿 101X皿 10!X∬加熱死菌及ビ流動

轍 劾馴R
1.5×1.5 1.0×1.0 1.7×1.7 1.2×1.2 1.5×1.5

1 1.3×1.3 0.8×0.8 1.4×1.4 1.0×1.0 1.2×1.2

コ
ッ

ホ

氏

早 期 反 磨1+ 十 十 十1十

局 所 淋 巴掴颪1

燭 知 迄 ノ 日数

一 一一,

4日 14日

L

4日1

:

4日14日

現
象

1

潰瘍登生迄 ノ日数
110日10日
117日 12日112日

賑 瘍存在畷 52日 以上154日 以 上}畑 以上 ・49日 以 上50日 以上

つ

o
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第12表(i封 照)健 常海6冥ノ10%僖 「ツ」皮内反磨及ピコツホ氏現象

塗

性
毫

皮
璽
コ
ッ
ホ
氏

現

象

一
狸 番 號 41 42 43 44 45

舎 舎 ♂ ♂ ♂

色
一

三毛 白茶 白黒 白黒 白

開 始 時髄 重(瓦) 320

一 一

365 305 370 305

F株 生 菌0。1殖

注 射 時 燈 重(瓦)
345 380 330 380 340 霊

終 了 時罷 重(瓦) 350 385 3与0 400 370

F株 生菌 注 射前
内 反 磨

一 一 一 一 一

F株 生 菌 注射 月 日 101X皿 10!X皿 10/X皿 10/X旺 10/X皿

早 期 反 磨1一 一 一 一 一 一 ■一

嘱騨 職5, 4日 5日 7日 5日

,一 一 一

潰瘍登生迄 ノ日鍛14日
一

14日 … 百112日 14日

潰 瘍 存 在 日藪49日 以上 49日 以 上 156日 ぼ王「50日 以上 49日 以 上

第13表 人型F株 加熱死菌静脈内注射海狸 ノ10%鱒 「ツ」皮内反鷹及ビ剖検所見

、宇毎i瞑 番 號1015282930『

性 ♂ ♂ ♂1♂ ♂

毛 色 白黒i三 毛 白黒}白 茶 三毛

實 験 動ll10%薄 「ソ」皮 内 反 晦 一1一 一1一 一

實 験 開 始 時 燈 重(瓦)320320305400310

人型F株 感 染 時 艦 重(瓦)330325320410345

音唖 孝愈1時 … 骨豊 重(瓦)400410400480380

織F磐 響 曹 細 細 闘i闘 闘
条 型 騨 袈 熱 矯14・ ・1・4…4・ ・}・4…4・ ・}

錨 履 嘱 菌1・ 嗜 ・・/X皿 ・・/X皿 ・・1X旺1・/X∬ ・・1X皿

加熱死菌静脈内
注射後10%奮
「ヅ」皮内反慮

槍 査 圓 101X皿 101X旺1101X旺 10/X皿i101X∬_一 一
R 一 一 一 一 一

li 一 一 一 一 一

剖

検

所

見

剖 検 月 日 91皿 91H 9!H 9川 91皿}

右 肺 重量(瓦)
1.5 1.8 2.1 1.8 1.7

病 墾 度 一
二

一 一 一
一

左 肺
重量(瓦)

一 一

1.2

一

1.3 1.7 1.4 1.5_一

病 攣 度一
重量(瓦)

一 一
二

一 一
『

肝 臓
一 一皿

21.5 24.7 14.5 22.0 23.0

病 攣 度 一

一

一

}

岬

一}}一 一

〇.8

一二___

0.9

一

脾 臓
重量(瓦)_一 一
病 攣 度

0.8 1.7 0.6
-=二 一

一
一 一

一一 一

一 一

右腎臓
重量(瓦) 1.9 2.0 1.9 1.7 1.8

病 攣 度 一 一 一

一 一一

一 一

左腎臓
重量(瓦) 1.7 1.9 1.8 1.6 1.8

病 攣 度一
一 一 一 一 一

局 所
淋巴腺

大 キ サ 碗豆大 碗豆大 小指頭大 大豆大 小豆大一
乾酪墾性
_一 一}引一

個 徽

十 十 十
一 一

十 十

1 2 2 2 2
■
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第二項 第2群

本群 ノ成績 ノ、第11表 二記載 シテアル如 久 「ツ」

皮 内反慮 ト同檬 二早期 反慮何 レモ陽性 デアル。

局所淋 巴腺燭知迄 ノ日数 ハ李均4日 ニ シテ、 第

1群 ヨ リ8日 早 ク、封 照群(第13表)ヨ リ1日

早 イ。潰瘍 ノ・第1群 ヨリ李均2日 早 ク登生 シ、

存在期 間ノ・李均50日 以上 ナル故、12日 以 上長

久 封 照群 二比 ス レバ ソ ノ差 異 ハ殆 ド認 メラ レ

ナ ィ ノデ アル。帥 チ木現 象 ノ早期反慮 ハ「ツ」皮

内反慮 トZF行 的 二存在 入ル ガ免疫 的作用 ハ著呪

テナ イ ノァ アル。

第五節 剖槍所見

第一項 第1群

本群 ノ實験成績 ノ・第13表 二記載 シテ アル如 ク、

「ツ」皮 内反慮 ノ、感染前 陰性 ナル ニ拘ノ、ラズ 内臓

ノ病憂 ノ・封 照群(第15表)二 比 シ著 シク輕度 ニ

シテ、28號 海狸 ノ脾臓 二2、3個 ノ結 節 テ認 ム

ル外他 ノ臓器ニハ結核性攣化テ認 メナイノデァ

ル。帥チ附圖ハ各群 ノ脾臓 ノ爲眞 デアルガ本群

ノ脾臓ニノ・殆 ンド結節 テ認 メナイガ第2群 及 ビ

封照群 ノ脾臓ニノ・相當 ノ病攣 ガ見 ラレルノデァ

ノレo

第14表 加熱死菌及ビ流動「パラフィソ」皮下注射海狸 ノ10タ4～1「ツ」皮内反磨及ビ剖検所見

海 狸 番 號333413513839

性 ♂ ♂ 舎1♂ ♂

毛 色 白茶 白黒 白黒 三毛 白黒
1實験 前10%蔭 「ツ」皮 内 反 磨 一 一1-1-一

貴 験 開 始 時 盟 重(瓦)370・3903701300330

人 型F株 生 菌0.1晒390410390320330
皮 内 接 種 時 盟 重(瓦)

剖 検 時 髄 重(瓦)1440450430;380400

人 型F株 加 熱 死 菌 及 ビ流 動
「ノξ ラ フ ィ ソ」 ご主 身㌃ 日

! 22/XIl22/XII221XIl221XI22/XI
人 型F株 加 熱 死 菌
注 射 量 彪)

1・L…1…1…1…

流 動 「パ ラ フィン」注 射 量 1.Ocql1.Occ1.0αc:1.Ocα1.0α α

食 型説 菖P・1讐1・1X皿i・ ・1xH}・ ・/X倒 ・・/皿 ・・1X皿
加熱死菌及ビ流t槍 査 日

裂議 継1-R

10/1101111011 1011 1011

1.5×1.5 1・Ox1・oi1・7×1・7 1.2×1.21 1.5x1.5

1 1.3×1.3 0.8×0.811.4×1.411.0×1.0 1.2×1.2

剖

楡

所

見

剖 検 月 日 9/皿 91皿 9!H 91∬ 9!∬

右 肺
重量(瓦) 2.2 1.7 2.0 2.1 2.0

病 攣 度 一 十 一 =一 一 一

左 肺
重量(瓦)一 一 一

1.6
皿

1.5 1.9 1.7 1.6

病 攣 度 一 一 一 一 一
一}

重 量 ζ瓦 、一 一

病 墾 度
_一 一一 一

重量(瓦)一 一 一

病 攣 度__一 一

　 -

19.0
一 曽_曹_一

十

16.5 17.0 22.1
一

2.0

十 十 督 朴
F}__一 一

2.0

肝 臓
{一

脾 臓
一 一一一厘一

右 腎

1.1
一 一 一 一

1.0 1.0 3.3
-一 一 一 一一}}』 一 曾

柵帯 什 十

一 一 一 一

帯

重量(瓦)一 2.2 2.0 2ヨ
一 一 一一 一 、

2.2

一 一 冒

2.1

病 攣 度一一
=一 一 一 一 一 一

左 腎
重量(瓦)一 一 一一

病 攣 度

2.1 1.9 2.0 2.1
一一 　』二 一 一

2.1

一

}一 一
_ 一

}一

一

一一 一=}

9局 所

淋巴腺

大 キ サ
ー一

小指頭大 鳩卵大 撫指頭大 小指頭大 瀦 頭大τ一
乾酪攣性

}

十
}一 層F

十 十"

一一

十 十
一 　

個 籔 6

{__}_

2 2 7

一`-

5一
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第呂項 第2群

本群 ノ剖検所見ノ・第14表 二記載 シテアル如 ク、

感染前「ツ」皮内反磨陽性ナルニ拘ハ ラズ、内臓

ノ病慶ハ封照群 ト大差 ナク脾臓、肝臓 二相當多

撒 ノ結節 アリ、34號 二於 テノ・肺 ニモ結節 テ認 メ

タノデ アル。局所淋巴腺 モ第1群 ヨ リソ ノ腫脹

著 シク殆 ド封照 ト匠別出來 ナ ィノデアル。 帥 チ

「ツベル クリン・アレルギー」著明 ナルニ 拘 ハ ラ

ズ認 ムベ キ免疫 ノ・詮明 サ レナ イノデアル。

第15表(封 照)健 常海猿 ノ10%藩 「ツ」皮内反磨及ビ剖検所見

海 猿 番 號 411 4243 44 45

性 ♂ 舎!舎 舎 舎

毛 色 三毛 白茶1螺 白黒 白

實 験 開 始 時髄 重(瓦) 320 3651305 370 305

人 型F株 生 菌0.1瑳
皮 内 注 射 時 竈 重(瓦)

345 3801330 380 340

剖 検 時 饅 重(瓦) 350 385 350 400 370

人 型F株 生菌 注射 前
皮 内 反 磨

一 一 一 一 一

人 型F株 亜 菌0.1彪
皮 内 接 種 月 日

101X皿 101X∬ 101X∬101X∬ 101X皿

剖

検

所

見

　

剖 検 月 日 91皿 91∬ 91∬ 91∬ 91H

右 肺
重量(瓦) 1.6 2.4 2.3 2.1 1.6

病 攣 度 十 骨 一 十 督

左 肺
重量(瓦) 1.2 2.1 1.8 1.6 1.3

病 攣 度 一 什 一 一 粁

肝 臓
重量(瓦) 17.9 25.0 19.0 25.4 17.4

病 攣 度 十 十 一 十 十

脾 臓
重量(瓦) 0.8 2.0 1.0 1.3 1.8

病 攣 度一 十 柵 什 什 柵

右 腎
重量(瓦) 1.6 2.9 1.7 2.3 1.9

病 攣 度 一 一 一 一 一

左 腎

一
重量(瓦) 1.4 2.9 1.7 2.3 1.9

病 愛 度 一 一 一 一 一

局 所淋
巴腺

大 キ サ 小指頭大 小指頭大 鳩卵大 小指頭大 小指頭大

乾酪愛性 十 十 十 十 十

個 籔 4 5 3 5 3
1

第四章 総

前記實験成績 ラ縮括スレバ次 ノ如 クデアル。

1)第1群 ノ「ツ」皮内反磨拉ニ コッ・ホ氏現象 ノ

早期反慮ノ・陰性デアルガ、沈降反磨、補禮結合

反慮ノ・何 レモ陽性ニシテ、全血液内ノ結核菌登

育阻止作用、再感染後 ノ局所 ノ攣化、淋巴腺及

ビ剖検所見ヨリ見 タル免疫作用モ封照二比 シテ

強度 ナルコ トガ立謹 サレタ。

括

2)之 二反 シ第2群 二於 テノ・「アレルギー」現象

ハ陽性ナルニモ拘ハラズ、沈降反慮 ヤ補艦結合

反慮性抗禮 ノ畿現ガ護明サvKノ ミナラズ、全

血液 内ノ結核菌檜殖阻止作用、再感染後 ノ局所

ノ攣化及ビ剖検所見等ノ・封照 ト何等攣 リガナイ

ノ ア ア ルo
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第五章 考

人型F株 ガ熱乾燥結核菌 テ家兎或 ハ海猿 ノ静脈

内 二接 種 スル時 ハ、 「ア レルギー」登現 スル コ ト

ナ ク免疫作用 ノミガ詮 明 サレル コ トテClawson,

Baker氏 等 ガ 報 告 シタ ノ デアル ガ、余 ノ・第一

編`於 テ ソノ事實 ナル コ トヲ確 カ メ、本編 二於

テハ更 二之 テ追試 シテ確 謹 シタノデアル。緒論

一テ述 べ タ如 ク油剤 ト死結核菌 トテ動物 ノ皮 下

二注躯2レ トキノ、「ア レル ギー」檜強 スル コ トノ、

諸家 ノ意 見一 致 スル塵 デアルガ、免疫 ノ有無 二

關 シテノ・今爾讃 否牛 シテヰル ノデアル。余 ノ實

験 ノ・諸家 同檬 「ツベル ク リン・ア レル ギー」ノ・流

動 「パ ラフ.ン 」添加 ニヨ リ著 シク早期 二 且 ツ著

明 二登現 スル コ トノ・Coulandノ 實 験成績 ニー

致 シテヰル ノデ アル。CoUlandノ ・23-30日 後

二登現 スル ト述 べ テヰル ガ、余 ノ成績 ノ・1週 間

後 臼既 一著明 二登現 シテヰル ノデ アル。 即 チ

「ツ」皮 内反慮及 ピ コッホ氏現 象早期反慮 ノ・Saenz

ガ 「ワ ビリン」油 テ用 ヒタ成績 トー致 シテヰル ノ

デ ァル。 一 か免疫 二關 スル實験成績 ノ・Saenz(11)

ガ述 べ テヰル様 二余 ノ成績 モ同檬認 ム〈・キ免疫

数果 ラ 謹明 スルコ トガ 出來 ナ カ ツタ。 沈 降反

慮、補膣結合反磨 ノ・何等抵抗力 ノ有無 テ謹 明 ニス

ル モ ノデナ ィコ トノ・戸 田教授(28)、且edval1(29)ノ

主 張 シテヰル塵 デ アルガ、参 考 トスル償値 ノ・多

按

第六章 結

1)人 型F株 加熱 乾燥 死菌 テ海狽 ノ静脈内 一:・接

種 スル トキへ 「ツベル クリン・ア レル ギー」ノ件

ハザル結核免疫 ガ成立 スル
。

2)流 動 「パ ラフィン」ト人 型F株 加熱 乾燥死菌

ラ湖 冥ノ皮下 二接種 スル トキハ、 「ツ」皮 内反慮

及 ピコッホ氏現象早期反慮 ノ・認 メ ラレル モ、免

疫作用 ハ読 明 スル コ トノ・出來 ナ ィ。

3)コ ッホ氏現 象 ノ・「ア レル ギー」反慮 デアツテ、

少認 メラ レルモ ノ ト思 フ.Clawson,Bakerノ

實 験 二於 テ死 菌 ノ静脈 内注射免疫 ノ場合補 膿結

合性抗盟 ノ産 生最 モ大 デ アル コ トテ述 べ、抗禮

産生 ト生存期 間及 ビ剖検所 見 ヨ リ見 タル免疫作

用 ト李行 スル ト報 告 シテヰル コ トハ、抗 禮産生

ト免疫作 用 トノ關係 ラ物語 ルモ ノデ アル。彼等

ノ實験成績 同檬 余 ノ成績 モ沈降反慮及 ビ補 膿結

合反慮 ノ・、死 菌 ノ静脈 内接種 ニ ヨ リ之 テ謹 明 シ

「入ラ イドツェルカル チュア」法、毒力人型結 核菌

皮 内接種 ノ局所憂 化及 ピ剖検所 見 ヨ リ見 タル免

疫 的敷果 ノ・、BCG接 種 二劣 ラザ ル成績 ヲ示 シ

テヰ ル ノデ アル。

コヅホ氏現象 ノ・Selter(30),Pagel(3i),Kalbfleisch(32)

ガ述 ベ テヰル様 二余 ノ成績 モ 亦 輩 一 「アレルギ

ー」現象 テ示 シテヰル ノ ミデ
、免疫作用 ラ謹 明

　ロゆ

人ルモ ノァノ、ナィ ノァ アル。

斯 ノ如 ク油剤 テ用 ヒテ「ツベ ル クリン・アレルギ

ー」テ 増強 セ シメルコ トノ・出來 ル ガ
、免疫作 用

ノ・之 レニ件 ノ・ズ。又死菌静脈 内接種 ニ ヨリ免疫

作用 ノ蟻 現 セ シメ得 ルモ「アレルギー」ノ・之 レニ

件 ハ ヌ ト云 フ實験 成績 ヨ リ考 フ レバ、結 核免疫

ト「ツ・ぐル ク リン・ア レル ギー」 トノ間 ニへ 何

等密接 ナ關係 ナキモ ノ ト断定 シテモ誤 リ無 イモ

ノト∂忠」バ レル。

論

免疫現象 デノ・ナ イ。

4)沈 降反 慮及 ビ補禮結合反慮 ノ「ア ンチゲ ン」

トシテ、結核 菌 ラ蒸溜水 一テ塵 置 シタモ ノハ抗

元性優秀 デアル。

5)「 スライ ドツェルカル チュア」法 ノ・結核冤疫 ノ

有無 テ知 ル ニ優 秀 ナル方法 デアル。

6)結 核免疫 ト「ツ・《ル クリン・ア レルギー」 ト

ノ・別個 ノ現象 デアル
。
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.ノ
レ
アタ沸驚

、v・28Pt

吻rb・

s/・290

.ド 峯"㌦ 偶 葱 照 群

ザ♂鱗 鞭 陶 ヂ噸 .

朔多◎

弼朔噛

rwsas

砺 。鰯 夢

帥 ● 棚 鯛膨 蝦 儲b

附 圖 観 明

第1群 人 型F株 加 熱 乾 燥 死 菌 艀 脈 内`t三射 群 ニ

ンテNo.28ノ 脾 臓 二輕 度 ノ病 攣 ヲ認2・ ル/

ミデ、 他 ノ海狽 ノ脾 臓 ニ ハ結 節 ヲ認 メ ズ.

第2群 流 動 「パ ラ フィソ」1.Oill…二 人 型F株 加

熱 死 菌1.0廷 ヲ封埋 ノ、 之 ヲ皮 下 二 注 射 セ ル

海 狸 ノ脾 臓 ニ ンテ、 封 照 卜殆 ド大 差 がナ イ。

第3群 簸慮 提海 狸 ノ脾:臓 ニ ァ テ相 當 高 度 ノ病

轡 ナゴ乱翫メ ラ し/ノレ。

第四編 「ツベ ル ク リン・アナ フィラキ シーj卜 結 核見疫

第一章 緒 言

1890年R.Kocha)cutハ 「ツ 心 レク リ ン」テ 発 見

シ、吹 デ結 核 海 瞑 二 〇.01-〔).5瓦 ノ 「ツ ベ ・レク リ

ン」或 ハ 生 又 ハ 死 結 核 菌 テ注 射 入 ル 時 ハ 必 ス"死

亡 ス ル コ トヲ 観 察 シ タ。Koch・ ・此 ノ現 象 一1異

種 蛋 白 再 注 射 二 見 ラ レ ル 「ア ナ フ ィラ キ シー 」 ト

同 一 ノ意 義=解 シ タ ノ デ ア ル。 「ツ ーごル ク リ ン」

死 卜 「ア ナ フ ィラ キ シー 」 ト ・、同 一一現 象 デ ア ル カ

否 力 乳就 テ ハ、 本 態 不 明 ノ今 日何 レ トモ 決 シ壌

ネ ル コ ト ・・L6wenstein〔:}}ノ 著1!}ニ モ 見 ラ レ 」L

通 リ デ ア ル ガ、 「ツ ベ ・レク リ ン」死 テ以 テ 「ツ ベ

ル ク リ ン・ア ナ フィラ キ シー 」 ト呼 プ コ ト ハ 差 支

ナ イ ト思 フ(

R.Kochノ 観 察 蝋 來 「ツ ベ ル ク リ ン・ア ナ フ ィラ

キ シー 」 二 關 ス ル 業 績 ・、枚 塞 二 逞 ナ キ 程 多 微 ア

ル。 例 ヘ バRosenauu.AndersonH)・ ・結 核 深i

ノ浸 出 液 テ以 テ海 瞑 テ塵 置 シ、 一一定 期 間 後 一一之

.ナ再 注 射 ス ル トキ ノ、「ア ナ フ
ィラ キ シー 」様 獲 作

即 チ 呼 吸 困 難 、 噴 嘘 、 不 安 等 ガ起 ル コ ト子報 告

シ、Baldwin〔5},Krausec6}・ ・結 核 菌=一 附 箸 シ テ

中 ル 「ブ イ ヨ ・'」ノ蛋 臼'・ 良 ク洗 ヒ 落 シ タ後 、 結

核 菌 ナ粉 表 ト ナ シ、Koeh一 從 テ,,T.0.``・1ツ

ク リ,之t「 一・tンチ ゲ ニ1ト シテ 海1冥t感 作 ス ル

1ト ー成 功 シ テrF'・ 。lrlit此 ノ水 浸 出 液 ハ煮 沸

シ テ ㍉ 或 ・・Berkefeld-Filter-=テ 濾 過 シ テ

モ 感 作7・ 」し コ ト が 出 來 ルi・ 逃 ベ テ ヰ ル
。 父 不 溶

解 性 ノ穫{盃 即 チKoehノ,,T.R.``一.+川 ヒ テ モ

感 作 二 成 功 シ テ ヰ ル 。

A.Sata〔7)ハ 「ツ ベ ル ク リ ン」.tF30℃ 一=於 テ 長 ク

揮 獲 性 成 分 ゴ}獲 散 ヒ シ メ タ モ ノ}用 ヒ テ 、 海 摸

一'感 作 サ セ 様 トシ タ が 不 可 能 デア ツ タ
.L6wens-

teinlSJモ1頁]樗 ミ.一∫荏 「ツ 〈ご・Lク リ ン 」一子 歩良匿凝主身† シ

.J"SLタ ガ
、海 瞑 ∴1『 ア ナ フ1ラ キ シ ー 」 一}起 ス 事 一一

成 功 シ ナ カ ツ タ 、L6wensteinu.Rappaport'g},

Fr{edbergeru.Mita'i'bハ 結 核 菌 全 部 テ 用 ヒ テ

ー一定 ノ 結 果 チ 得 タ リ ト 報 ジ テ 牛 ル
。 即 チ0.02

瓦 ノ 結 核 菌 石 扇 冥 二 注 有† シ 、11口 後 二i扇 冥 ノ艦.

重100瓦 転工..-0.02」,こ ノ 岳芒∫れ亥1某it■ 再1主 身† 入]Lト

キ へ 定 型 的 症 状 テ 起 シ テ 海 痕 ・・3分 間 以 内 一一

仮il夕トナ ク 死 亡 ヘ ル ト述 べ 、 生}窟 卜死 菌 ト ノ間 二

感 作 作 用 二 於 声實 際 ノ性 質 上 著11月 ノ 差5匙 ヂ認 メ

テ 居 ラ ナf。L6ffleriiし 、生 結 核i聴 レ 「エ キ シ カ

トー ル 」 一一テ1;1と拙セ シ、150.⊃Cデ9U威 サ ヒ タi7;i-■ 用

ヒ テ 攻子糸占果 一1得 「 牛 ノし
nタ 曇L再 注 射'一 ・少:ll:f吏1[

シ テ 成 功 シ タF,d[べ;一 ・t-1しガ
、 多 ケ ノ場 合 川 〔}

睡 九 必要 ト シ 、 少 ク トri20庭.EI拠 誹 ・し∩

1ツ(:'・Lク
.リ ン ■-t)ナ フ1つ キ シ ー 't一 マii.rl1核 菌
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最 モ良 ク、彼 二從 テ作製 セル死菌 ノ・生菌 ノ約 牛

分 ノ毒性 テ有 シテヰル ト述 ベ テヰル。

Petroffu.Stewart(12)ノ ・結核菌 テ1000C1時 間

以上加熱 セルモ ノ又 ノ・「プロー ム」瓦斯 テ以 テ庭

置 セルモ ノテ以 テ、海猿 ノ皮下或 ノ・腹膣 内 二注

射 セル時、 「ツ」皮 内反慮陽性 デア リ、 カ ・ル死

菌 テ以 テ虎 置 セル 動物 ト結核 海猿 二就 テ 「ツベ

ル クリン・アナ フィラキ シー」テ見 タル塵 、 「ツベ

ル クリン・ア レル ギー」ノ程度 ト本質的 二差 異 テ

認 メメ ト述 べ テヰル。 帥 チ海狽 テ生菌 テ以 テ塵

置 シテモ、死菌 テ以 テ庭 置 スル モ「アナ フィラキ

シー」ノ黙 二就 テノ・差別 ラ認 メテ 居 ラナ ィノデ

ア ル 。

余ノ・第一・編及 ビ第三編 二於 テ、人型F株 加熱死

菌 テ以 テ海瞑 ヂ塵置スル際、之 テ静脈内二接種

'

スル トキへ 「ツベ ル クリン・アレルギー」ノ件 ノ、

ヌ庭 ノ結核 免疫 成立 スル コ トテ立謹 シタ。

「ツベル ク リン・アナ フィラキ シー」ノ、「ツベル ク

リン・ア レル ギー」ノー種特別 ナ型 デアル コ トノ・

V.Pirguet(13)以 來 述 ベ ラ レテヰル コ トデ ァル。

依 テ余 ノ・免疫 アルモ「アレル ギー」ノ件 ノ・メ海猿

二就 テ、 「ヅベル ク リン・アナ フィラキ シー」テ観

察 シ、結核過 敏症 ト免疫 トノ關係 ノー事 テ研究

スベ ク實験 テ試 ミタ。帥 チ死結核 菌 テ静脈 内接

種 セル海猿 ト封 照 二用 ヒ タ結核海猿、加熱死菌

皮 下注射 海演 及ビ健康海瞑 ノ四種類 二就 テ、「ツ

〈ごルク リン・アナ フィラキ シー」テ 比較研究 テ行

ツ タ庭次 ノ如 キ成績 テ得 タル故、此庭 二報 告 ス

ル次 第 デ アル。

第二章 實験方法

(一)供 試 獣

300瓦 以 上 ノ 成 熟 健 康 海猿40頭 ノ 「ツ ベ ル ク リ ソ」皮

内反 磨 ヲ槍 シ、ソ ノ陰1生 ナ ル モ ノ ノ ミヲ使 用 シタ.

(二)虜 置方 法

第1群10頭 ノ海5冥 二 人型F株 加 熱 乾 燥 死 結 核 菌

1.0、2.0、3.0、4.0彪 ヲ、0.2耗 ノ食 魎 水 二成 可 ク卒

等 二俘 游 セ シメ タ ル モ ノヲ、4日 毎 二夫 々静 脈 内 猷ll

射 シタ モ ノデ アル。

第2群 同様 ノ菌 液 ヲ10頭 ノ海6冥 ノ皮 下 二4日 毎 二

注 射 シタ モ ノ デ アル。

第3群 人 型F株 生結 核 菌(4週 間 培養)1・0彪 ヲ10

頭 ノ海 猿 ノ皮 下 二注 射 シタ モ ノデ ァル 。

第4群10頭 ノ健 康 海 猿 デ アル 。

(三/『 ツベ ル ク リソ・ア ナ フィラ キ シー」検 査 方法

上 記 各群 海 狸 最 後 ノ 虜 置 ヨ リ約3週 間 後 二 「ツ」皮 内

反 磨 ヲ検査 シ、 終 了 後 「ツ ベル ク リ ソ・アナ フ。ラ キ シ

ー 検 査 ヲ行 ヅ タ.之 レニ使 用 シタ 「ツベ ル ク リン」・・

菌 髄 蛋 白以 下 ノ蛋 白 ノ作 用 ヲ除 外 ス ル 爲 二、 】110濃縮

2一 トソ氏 無蛋 白「ツベ ル ク リ ソ」ヲ用 ヒタ。 本1ツ ベ

ル ク リソ」1.0蛯 ヲ 各海 猿 ノ前 肢 ノ静 脈 ヨ リ極 メ テ除

々二 注射 シ、 蟹 現 ス ル 「ア ナ フィラキ シー」症 状 デ アル

不 安 、 立 毛、 痙 攣 、 噴 哩 、 吃 逆 、 呼 吸 困難 、 脱 糞 、麻

癖 、 燈 温 下降 、生 叉 ハ死 等 ヲ表 記 シタ ノデ ァ ル 。髄 温

ハ 注 射 後5--10分 毎 二肛 門 ニ テ 測 定 シ、1.5度 以 上

下降 シタ ル 時 ・・十 、2.0度 以 上 下降 ノ時 什 、2.5度 以

上 下降 ノ場 合 柵 、30度 以 上 下 降 セ ル 時 ハ ・HH・トジ テ

記 載 シタ、

第三章 實験成績

第一節 第1群

本 群 ノ成 績 ・・第1表 二 記 載 シ テ ア ル如 ク、 「ツ 」

皮 内 反 慮 ・・206號 ガ僅 カ ー=一陽 性 ナ ル外 、 他 ノ9

頭 ノ・何 レ モ陰 性 デ ァル 。「ツ 〈ごル ク リ ン・ア ナ フィ

ラ キ シー 」症 状 ノ中 、注 射 後 輕 度 ノ不 安 、脱 糞 ノ・

見 ラ レル が、 他 ノ症 状 ノ・ア ッ テ モ僅 少 デ ア リ、

何 レ モ20-30分 後 ニ ノ・恢 復 シ、 死 亡 シ タ モ ノ

ノ、1例 モ 見 ラ レ ナ カ ツ タ
。 帥 チ 「ツ 〈ごル ク リ ン・

ア レル ギ ー 」及 ビ 「ア ナ フ ィラ キ シー 」ハ 著 明 デ ナ



ノ

第12號 】 工藤=結 核二於 クル「アレルギー」ノ本態蛇二免疫 トノ關係二關スル研究 1539

イ ノデ アル。然 シ免疫 ノ・前 二編 二於 テ述 べ タ如

ク比較 的 ナル モ謹 明 サ レタノデ アルカ ラ、結核

第1表

免 疫 ト「ツ ベ ル ク リ ン・ア ナ フ ィラ キ シー 」 トモ 軍

行 シ ナ ィ コ トガ 分 ル ノ デ ア ル 。

人 型F株 加 熱 死 菌 静 脈 内注 射 海猿/〔 ツ ベル 〃 リ ン・ア1/ル ギt-一.」及 ビ

「ア ナ フィラ キ シー」實 験

海 狸 番 號1201 202 203 204 205 206 207 2081 209 210

性 ♀ ♀ ♀ ♀ ♀ ♀ ♀ ♀ ♀ ♀

毛 色 白黒 白 白黒 三毛 白茶 白黒 白 白 白黒 白

實験前10%僖 「ツ」皮内反鷹 一 一 一 一 一 一 一 一}一 一 一

實 験 開 始 時 髄重(瓦)
一_-

300 310 310 300 310 300 290 310 320 300

實 験 終 了 時 髄重(瓦) 350 340 400 350 340 420 380 370 400 370

人 型F株 加 熱 死 菌
注 射 完 了 月 日

ヨ241
皿i24/皿

1

241皿 24/皿 24/皿 241皿 24/皿 241皿 24/皿 241皿

人 型F株 加 熱 死 菌
注 射 量(種)

!10
110 コ0 10 10 10 10 10 10 10

加熱死菌静脈内注
射後10%蕉 「ツ」皮
内反慮
一 一 一 一『 一 一 ρ 　一 一

ゴ

槍査 日 12/1V 12/1V 12/1V 12/1V 12/1V 1211V

伍6x鵬響!欝,
1211V 12/IV

R 一 一 0.4×0.4 一 一 一 一

一 夏
一 一 0.2×0.2

.二_ _二. 0.3×0.3
1

-10 .3×0.3 一 一

「

ア

ナ

フ

ィ

ラ

キ

シ

i
」

出

貰

験

一一

【検 日査1411V1411V 1411V 1411V 14/1V

一}一 _-

hlI

14/IV14/1V14/1V14/1V,1411V

γ購 戯 翻冨1・ 鯛 ・呵 ・帳 ・・伽
し

'

1.Oc.α

1

、刷 、__.岡 伽
一 一 一 一

十 十 十 十 十不 安++1+1+
1十

立 毛 一 一1± ± 一
[
1一 一 一 一一 一

一 　

:-1-:一 一 一痙 攣 一 一

一I
F

-一 一

1

噴 嘘 一+ 一[+ _1__1___
1

吃 逆 一 一 一1一一 一
一

[
i1

一 一 一 一 一 一
1

呼 吸 困 難 一1一 一 一 一 一 一1-一
ト:

脱 糞++1+ 十 十 十1十1十1十 十

麻 癖 一 一:一 一 一 一 一 一 ■一 一

髄 温 下 降 十 十1一 十i-一 一 一 一[

一

生 叉 ・・ 死 生 生 生 生1生1生 生 畦 生 生

第二節 第2群

本群 ノ・死菌 ノ皮 下注 射群 デ アルガ、第2表 テ見

ルニ「ツ」皮 内反慮 ハ 何 レモ 陽性 デアル。 「ヅベ

ル クリン・アナフ{ラ キ シー」症 駄 モ著 明 二 存在

シ218號 ラ除 イテノ、注射後10-一一35分 後 ニ イft1レ

モ 「アナフ{ラ キ シー・シヨック」ラ以 テ 死亡 シテ

ヰル。 即 チ「ツ」皮 内反慮 ト「ツ〈ごル クリン・アナ

フ・ラキ シー」ガ共 二存在 シテヰル ノデアル
。結

核 発疫 ハ前編 二於 テ述 べ タ様 二存在 シテヰル ノ

デアルカ ラ本群 ノ・過敏性 ト免疫 ガ卒行 シテヰル

繹 デ アル。

第三節 第3群

本群 ノ・結核海狸 デアル カラ「ツ」皮 内反庶 モ「ツ」

過 敏症 モ共 二存在 スル コ トノ・當然 デアル。然 シ

ソ ノ程 度ノ・第2群 ヨ リ稽 賜星ク、膣温下降 ノ如

キ ノ・4・0度 以 上 ニ ナ ツ タ モ ノモ ア ル 。 概 シ テ 速

カ ニ 死 亡 シ テ ヰ ル ノ デ ア ル 。
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第2表 人 型F株 加 熱死 菌 皮 下 注 射 海 狸 ノ「ツベ ル ク リ ン・ア レ・ル ギー」及 ビ

「アナ フィラ キ シ ー」實 験

海 猿 番 號 211i212 213 214]215 216 217 218 219 220 9

5
性 ♀ ♀ ♀ ♀1♀ ♀ ♀ ♀ ♀ ♀

毛 色
}一

白黒1三 毛 白茶 白黒1白 白茶 三毛 白 白黒 白茶

實験前10%奮 「ツ」皮内反磨 一 一 一 _1_ 一 一 _1_ 一 1

實 験 開 始 時盤 重(瓦)
}350;310

320 3201360 300 320 320 300 300・

實 験 終 了 時髄 重(瓦) 340 340 350 3251380 1325 350 340 370 360

人 型F株 加 熱 死 菌
皮 下 注 射 完 了 月 日

24畑 241皿 241皿 241皿 蜘1剛 蜘 241皿 24!皿 241皿

、

1
人 型F株 加 熱 死 菌
皮 下 注 射 全 量(雄)

10.0 10.0

一

10.0 10.0

1

…ol・0・0 10.0 10.0 10.0 10。0:

人型F株 加熱死菌
皮下注射後10%蕉
「ツ」皮内反磨

検査 日 1211V 1211V 12!IV 1211V 1211V 1211V 1211V 12/1V 1211V 1211V

R 1.5×1.5 1.6×1.6 1.2×1.2 1.5×1.5 1.7×1.7 1.3×1.3 1.4×1.4 1.2×1.2 1.6×L6 1.7×1.帽
」

1 1.2×1.2 1.4×1.4 1.0×1.0 1.2×1.2 1.5×1.5 1.0×1.0 1.0×1.0 1.0×1.0 1.3×1.3 1.5×1.馳

…検 査 日;・411vl・41・V ・411Vl・411V141・V・411V 1411V 14/1V 1411V
溜

14/IV
「

[11

デ ツ購 翻 醒 」1・・画 ・・脈

lll

・… α1・ ・OCG4・ ・αc1・0㏄i1・Occ

}1

1.Ocα 1.Ocα 1.Ocα ;

ナ 不 安1十 十

一 一

十}十 十 十 十 十 十 十 毛

フ 峡 毛+ 十
1-一十
1十i十1十 十 十 十 十

鴫

イ1痙 攣1+
1 十

1「

十 十 「 十1十 十 十 十 十

フ 1噴 剣+1+ +i+ 十L十 十 十 十 十
1キ1吃 逆

!-1十 一 一1 +1+ 十 一 十 十
レ

ll

呼 吸 困 難 十i十
!1

+[+i+;+ 十 十 十 十

」1脱 糞+1+ 十 十i十i十 十 十 十 十

實 麻 癖1++ +… 刊+1+ 十 十 十 十

験 穐 温 下 降 地 柵 柵 冊i柵}柵

幽

州 柵 柵 柵
I

I

生 叉 一 死110詫後35餅
し

1

25分 後}・0分後130分後125分後

列 死 死1死 曝瞭 30分 後

死

35分 後

死

i

l

第3表

海 猿 番 號

性

毛 色

實験前10%薄1ツ 」皮内反慮

實 験 開 始 時 燈重(瓦)

實 験 終 了 時 艘 重(瓦)

人型F株 生菌皮下注射月日

人 型F株 生 薗
皮 下 注 射 量(彪)

生菌皮下注射後10
%奮 「ッ」皮内反磨

検査日

R

1

結 核 海猿 ノ「ツ ベル ク リソ・ア レル ギー・」及 ビ 「ア ナ フ・ラキ シ隔」實 験

號1221i22222312241225i2262272281

♀1

三 毛

320

300

221皿

1・Ol

1311V

3.0×3.0

2.5×2.5

♀

白

330

320

22佃

1.0

13!IV

2.5×2.5

2●0×2.0、2.3×2・3

1♀i-fi!-1♀1♀ ♀ 」 ♀隔

馴 白茶 白茶「三毛迫 黒」 蝋

話。陵 。陵 。噛 。瞬 囑 。
2・・32・3・ ・13・ ・135・i34・

221皿221皿1221皿!221皿i221皿i22/皿

1・O}・.O
i1.OE1.Oi・.0・.0

13!IV13/1V1311V13/IV13/1V1311V

2.6×2●62・0×2.01.5×1●53●2×3●21.8×1・82.0×2●0

1●8×1●8】.2×1.23.0×3.01●5×].51.5>く1・5

229230

♀ ♀

白 白茶

330320

340300

221皿1221皿

1.01.0
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検 査 日15/1V15/1V15/1V15/1V15/IV15/1V15/1V

-
「

}不

}立

一痙

一吃

「

「
ア

ナ

フ

ィ

ラ

キ

シ

110濃 縮 「ソー ト ン」

ソ」静 脈 内 注 射 量
.1.Oqc.1.Oc.q1.Oc.a1.Oc.q1。Oc.c.1.Oc.q1.Oαc.

安+十 十 十 十 十 十

十 十

15/1V

1.Oc.c.

十

15/1V15/1V

1.Oac.1.Oc.c.

十 十

毛 十 十 十 十 +i+ 十 十

「藁 庸一一

攣 十 十 十 十 十 十 +1+ 十 十

嶢+++ 十 十 十 十

逆 十 十 十 十 十 十 十

+
マ÷+τ

-
」

實

験

呼 吸 困 難 十 十 十 十 十1 十 十 十 十 十1

脱 糞 十 十 十 十 +i+ 十 十1 十 十

麻 癖 十 十 十 十 +1+ 十 十i十
_「___
1冊

十

燈 温.下 降 冊 冊
i

柵i柵1冊 冊 冊 柵

生 叉 ハ 死
10分 後

死

5分 後

死

15分 後120分後30分 後

死t死1死

1-

18分 後2b分 後

死i死

1。分後L分 後1、。撫
死1死1死

第4表(封 照)健 常 海 猿 ノ「ツ ベル ク リン」皮 内 反 磨及 ビ「アナ フィラ キ シー」實験

`ヨ

海 猿 番 號{231 232 2331234 335 236『237[Z381239 24Q

性 ♀ ♀ ♀ ♀ ♀ 一♀一 ♀ ♀ ♀ ♀
毛 色 白 白茶 白黒 白黒 白黒 白茶 三毛 白黒 白 白

實験前10%奮 「ツ」皮内反慮 一 一 一 一 一 一 一 一 一
_二
320,實 験 開 始 時 盤 重(瓦) 310 330 310 340 320 350360 340 300

實 験 終 了 時 開重(瓦) 330 340 320 350 340 3701380 360 330 350

デ

ナ

z
ラ

キ

シ

型

實
験

検 査 月 日 1511V 15/1V 15/1V 15/1V 1511V 15/1V 15/1V 15/IV 15/1V 15/1V

111。濃 縮 「ソー ト ソ」

「ツ」静 脈 内注 射 量 1.0αc 1.Oc.α 1.0α α 1.Oc.c 1.Occ 1.Ocα 1.OGC 1.Occ 1.Oqα 1.Occ

不 安 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

立 毛 一 一 一 一

1
■一 一 一 一 一

痙 攣 一 一 一1一 一 一 一 一
一「_
[_

1
一

噴 哩 一 十 十 一 一 一 一 一 」+ 一

吃 逆 一 一 一 一 一 一 一 一i一 一

呼 吸 困 難 一 一 一 一 一 一 一 一

脱 糞 十 十 十 一 一

ヨ ー
一1+ 一

麻 癖 一 一 一!『

1

一
一.…
-1

一 一
一 一 一

燈 温 下 降 一 一 _}_
1 十 十

一

一3引 一

生 叉 ハ 死 生 生 生i生i生 生1生 生 生1生

第四節 第4群

本群ハ健康海狽 デアル故 「ツ」皮内反慮及ビ 「ツ

ベルクリン」過敏症共二陰性 デハアルガ、注射

後不安、脱糞、噴嘘、罷温下降等 テ示 スモ ノモ

アル ノデアル カラ「ツベ ル クリ ン」一ハ過敏1生抗

元 以外 ノ毒 性 アル コ トテ示 スモ ノデ アル。然 シ

死 亡 シタ例 ノ・ナイ。

第四章 総括拉二結論

人型F株 加熱乾燥 死結核菌 テ皮 下 二注射 セル場

合 ニハ、「ツベル クリン・ア レルギー」拉 ニ ソー ト

∠氏無蛋 白「ツベ ル クリン」二依 ル「アナフィラキ

シー」ラ謹明 ズル コ トガ出來 ル。 之 ラ静脈 内三
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接 種 セル時ノ・何 レモ陰性 デアル。前二編 二於 テ

既述 シタ如 ク、 カ ・ル死結核菌 テ静脈 内接 種 ラ

受 ケタ海狽 ノ・、相當程度 ノ結核 冤疫 テ有 スル コ

トノ・確實 デアル。從 テ「ツベル クリ ン」過敏 症登

現 セザル トモ免疫ノ・存在 スル ノデアルカ ラ、「ツ

ベル ク リン・アナ フィラキ シー」 ト結核免疫 トハ

別個 ノモ ノ ト云 ヘル ノデアル。

稿 ラ終 ル ニ臨 ミ御懇篤 ナル御 指導拉 二御 校閲 テ

賜 ノ・リタル恩師戸 田忠雄教授 二封 シ深 甚 ナル謝

意 テ表 スル。
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